
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
八
号

二
〇
〇
四
年
三
月

正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録

佐

々

田

悠

-天
平
勝
宝
六
年
よ
り
天
平
宝
字
元
年
ま
で
-

一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
本
誌
第
三
号

(
一
九
九
九
年
三
月
)
よ
り
継
続
し
て
い
る
正
倉
院
文

書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
の
第
六
回
目
に
あ
た
る
。
今
回
対
象
と
す
る
の

は
、
天
平
勝
宝
六
年

(七
五
四
)
か
ら
天
平
勝
宝
九
歳

(天
平
宝
字
元
年
、
七
五

七
)
ま
で
の
四
ヶ
年
で
あ
る
。
こ
れ
以
前

の
も
の
で
未
報
告
の
年
も
あ
る
が
、
先

行
し
て
掲
載
す
る
。
本
目
録
作
成
に
至

っ
た
経
緯
や
そ
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
は
、

第
三
号
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

二

凡
例

・
文
書
番
号
は
原
則
と
し
て
日
付
順
に
付
し
た
。

・
文
書
番
号
に
は
階
層
性
を
持
た
せ
て
い
る
。
単
体
の
文
書
が
集
合
し
て
継
文
を

な
す
場
合
、
そ
の
集
合
に
文
書
番
号
を
付
し
、
各
文
書
に
は
枝
番
号
を
付
し
た
。

ま
た
、
各
文
書
が
小
さ
な
集
合
を
構
成
し
、
い
く
つ
か
の
小
集
合
が
集
合
し
て

よ
り
大
き
な
集
合
を
形
成
し
て
い
る
帳
簿
な
ど
の
場
合
に
は
、
最
も
大
き
い
集

合
に
文
書
番
号
を
与
え
、
小
集
合
に
枝
番
号
を
、
各
文
書
に
は
さ
ら
に
枝
番
号

を
付
し
て
、
そ
の
成
立
過
程
を
表
現
し
よ
う
と
試
み
た
。

・
文
書
名

の
付
け
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
書
の
作
成
目
的
が
明
確
に
な
る
よ
う

に
心
が
け
た
。
し
た
が
っ
て

『大
日
本
古
文
書
』
の
文
書
名
と
は
必
ず
し
も
同

一
で
は
な
い
。
題
箋
が
あ
る
場
合
に
は
基
本
的
に
そ
れ
に
基
づ
き
、
公
式
様
文

書
の
場
合
は
発
信
者
と
書
式
を
明
示
す
る
文
書
名
を
付
け
た
。

・
年
月
日
の
項
に
は
、
そ
の
文
書

の
作
成
年
月
日

(帳
簿

の
場
合
は
開
始
年
月

日
)
を
示
し
た
。
(

)
は
推
定
。
以
下
す
べ
て
の
項
目
に
お
い
て
、
年
号

の

天
平
勝
宝
は

「勝
宝
」
、
天
平
宝
字
は

「宝
字
」
と
略
記
し
、
正
月
は

「
1
」

月
、
閏
月
は
⑩
の
よ
う
に
示
し
た
。

・
期
間
/
作
成
の
項
に
は
、
作
成
年
月
日
が
特
定
で
き
る
文
書
に
は

「作
成
」
を
、

帳
簿
な
ど
複
数
の
年
月
日
に
わ
た
る
場
合
や
特
定
で
き
な

い
場
合
に
は
そ
の
記

載
対
象

の
最
終
年
月
日
を

「
～
」
に
つ
づ
け
て
示
し
た
。
な
お
、
案
文
な
ど
は
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記
載
年
月
日
と
作
成
年
月
日
が
必
ず

し
も
同

一
と
は
限
ら
な

い
が
、
特
に
区
別

は
せ
ず
、
記
載
年
月
日
を
も

っ
て
作
成
と
し
た
。

・
写
経
事
業

の
項
に
は
、
間
写
に
つ
い
て
は

「
三

写
経
事
業
の
概
観

3
間
写

一
覧
」
に
対
応
す
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
て
区
別
を
は
か
っ
た
。
造
東
大

寺
司
写
経
所
以
外
で
の
写
経

・
仏
事

に
関
す
る
情
報
、
ま
た
写
経
と
直
接
関
係

し
な
い
事
業
で
あ

っ
て
も
、
当
該
期

の
写
経
機
関
を
考
え
る
上
で
重
要
な
情
報

に
つ
い
て
は
、
便
宜
こ
の
項
に
示
し
た
も
の
が
あ
る
。

・
文
書
機
能
の
項
に
は
、
数
段
階
の
文
書
機
能
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
目
録
と
し

て
採
用
し
た
主
た
る
機
能

の
ほ
か
に
、
(

)
に
そ
の
旨
を
記
し
た
も

の
が
あ

る
。例

「布
施
申
請

(↓
支
給
簿
)」
「
(書
上
帳
↓
)
充
装
潰
帳
」

・
作
成
ま
た
は
発
信
↓
受
信
の
項
に
は
、
文
書

の
作
成

・
保
管
主
体
、
ま
た
は
文

書

の
発
信
者

・
受
信
者
を
示
し
た
。
推
定
し
た
場
合
に
は

「
(写
経
所
↓
造
東

大
寺
司
)」

の
よ
う
に
全
体
を

(

)
で
括

っ
た
。
ま
た
、
案
文
の
場
合

に
は

「写
経
所

(↓
造
東
大
寺
司
)
」
と
い
う

形
で
、
想
定
さ
れ
る
正
文
の
受
信
者
を

示
し
た
。

・
大
日
古
の
項
に
は
、
『大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
二
十
五
巻
に
お
け
る
所
在

を
巻
数
と
頁
数
に
よ

っ
て
四
35

(四
巻
三
十
五
頁
の
意
)
の
ご
と
く
示
し
た
。

『大
日
本
古
文
書
」
編
年
文
書
に
収
録

さ
れ
て
い
な

い
も

の
は
、
原
則
と
し
て

「未
収
」
と
し
た
。

・
文
書
の
所
在
の
項
で
は
、
以
下
の
略
号
を
用
い
た
。
S
＝
正
集
、
Z
＝
続
修
、

Z
K
＝
続
修
後
集
、
Z
B
＝
続
修
別
集
、
J
＝
塵
芥
、
Z
Z
＝
続

々
修
、
拾
遺

＝
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編

『正
倉

院
文
書
拾
遺
』
。
断
簡
番
号
は
、
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
編

『正
倉
院
文
書
目
録
』
既
刊
部
分

(正
集
～
続
修
別
集
、
以

下
史
料
目
録
と
略
す
)
は
そ
れ
に
従

い
、
必
要
に
応
じ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

紙
焼
写
真

(以
下
、
写
真
帳
と
略
す
)
に
示
さ
れ
た
紙
数
番
号
を

〈

〉
で
示

し
た
。
未
刊
部
分
は
紙
数
番
号
の
み
を
記
し
た
。

・
次
の
項
に
は
、
当
該
文
書
が

一
次
利
用
か
二
次
利
用
か
を
示
し
た
。

・
他
の
利
用
の
項
に
は
、
同

一
の
紙
質
上
に
当
該
文
書
以
外
に
文
字
を
書
く
媒
体

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
を
示
し
た
。
主
に
紙
背
の
利
用
で
あ

る
。
利
用
が
な
い
場
合
は
空
欄
と
し
た
。

・
備
考
の
項
に
は
、
上
記
以
外
に
担
当
者
の
気
付

い
た
留
意
点
な
ど
を
示
し
、
端

裏
書
や
、
八
世
紀
当
時
お
よ
び
近
代
の
編
成
時
に
お
け
る
往
来
軸

・
付
箋
の
情

報
は
必
ず
記
す
こ
と
に
し
た
。

・
そ
の
ほ
か
、
以
下
の
略
称
を
用

い
た
。
未
修
目
録
＝

『正
倉
院
御
物
目
録
』

「未
修
古
文
書
目
録
」、
奈
良
博
目
録
＝
奈
良
帝
室
博
物
館
正
倉
院
掛
編

『正
倉

院
古
文
書
目
録
』
、
解
説
＝
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
文
書
影
印
集

成
』
解
説
。

・
造
東
大
寺
司
所
属
の
写
経
機
関
は
様
々
に
呼
称
さ
れ
る
が
、
史
料
に

「写
書

所
」
と
あ
る
場
合
は
そ
れ
に
従

い
、
そ
れ
以
外
は

「
(造
東
大
寺
司
)
写
経

所
」
に
統

一
し
た
。

な
お
、
今
回
試
み
に
、
備
考
の
項
に
、
未
修
目
録
に
よ
る
情
報

(軸
の
有
無

・

枚
数
等
)
を
示
し
た
。
正
倉
院
文
書
の
整
理
過
程
に
お
け
る
未
修
古
文
書
の
位
置

付
け
に

つ
い
て
は
、
西
洋
子
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る

[西
b
]
。
以
下
、
氏
の

研
究
に
依
り
な
が
ら
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

未
修
古
文
書
と
は
、
浅
草
文
庫
で
の
続
修

・
続
修
別
集

・
続
修
後
集
の
成
巻
後
、

残
余

の
未
整
理
文
書
を
仮
に
四
十
五
号
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
修

補
し
、
内
容
分
類
を
し
て
再
編
し
た
も
の
が
続
々
修
で
あ
る
。
続
々
修
に
間
々
見

え
る
付
箋
は
続
々
修
編
成
時
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た

「
卅
二
ノ
十
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四
」
と

い
っ
た
記
載
は
、
そ
の
文
書
が
続
々
修
に
編
成
さ
れ
る
以
前

の
、
も
と
の

未
修
古
文
書
に
お
け
る
編
成
位
置

(右
の
例

で
言
え
ば
卅

二
帙
十
四
巻
)
を
示
し

て
い
る
。
ゆ
え
に
付
箋
と
未
修
目
録
を
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
文
書
が
本
来

い
か
な
る
状
態
で
存
在
し
た
の
か
、
軸
の
有
無
、
枚
数
等
、
少
な
く
と
も
続
々
修

成
巻
と

い
う
再
編
以
前
の
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

一
口
に
未
修
古
文
書
と

い
っ
て
も
、
続
々
修

に
至
る
前
段
階
で
既
に
数
度
の
変
遷

を
経
て
お
り
、
内
容
や
編
成
を
若
干
異
に
す

る
複
数
の
未
修
目
録
が
存
在
す
る
。

ま
た
、
実
は
写
真
帳
の
付
箋
に
対
応
す
る
段
階
の
未
修
目
録
は
現
存
せ
ず
、
現
存

す
る
未
修
目
録
と
付
箋
は

(過
半
は
対
応
す

る
も
の
の
)
完
全
に
は
対
応
し
な
い
。

目
録
で
の
文
書
名
が
簡
潔
で
特
定
し
ず
ら

い
も

の
や
、
「片
紙

三
十
枚
」
と
内

訳
を
記
さ
れ
て
い
な

い

一
紙
も
の
の
文
書
群
も
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
付
箋
か
ら
対
応
が
推
定
で
き
る
も
の
、
文
書
名
や
往
来
軸

の
情
報
か
ら
ほ
ぼ
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
報
告
者
の
気
付

い

た
限
り
で
示
す
こ
と
に
し
た
。
未
修
目
録
と
続
々
修
の
対
照
情
報
を
網
羅
し
て
い

る
わ
け
で
は
な

い
こ
と
を
予
め
断

っ
て
お
き
た

い
。

今
回
依
拠
し
た
未
修
目
録
は
、
宮
内
省
図
書
寮
作
成

『正
倉
院
御
物
目
録
』
内

の

「未
修
古
文
書
目
録
」

の
謄
写
本
で
あ

る
。
同
本

の
謄
写
本
は
史
料
編
纂
所

(明
治
二
十
二
年
写
)
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

(大
正
十
二
年
写
)
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
正
倉
院
事
務
所
本
は
最
近
飯
田
剛
彦
氏
に
よ
っ
て
活
字
翻
刻
さ
れ
、
文

書
ご
と
に
通
し
番
号
が
付
さ
れ
た

[飯
田
]
。
そ
こ
で
備
考

の
項
に
は
、
付
箋
の

情
報
と
と
も
に
、
「未
修
目
録
二
〇

「
(往
来

付
)
二
枚
」」

の
よ
う
に
、
対
応
す

る
箇
所

の
飯
田
氏

の
通
し
番
号
、
お
よ
び
目
録
で
の
紙
数
や
巻
の
状
態
を
記
し
た
。

付
箋
の
な

い
も

の
で
対
応
を
想
定
し
得
た
場

合
に
は
、
「未
修
目
録
八
二
四

(三

二
ー
八
)
「
一
枚
」」

の
よ
う
に
、
通
し
番
号

に
続
け
て
未
修
古
文
書
に
お
け
る
編

成
位
置
を

(

)
内
に
示
し
た
。

な
お
、
西
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
右

の

『正
倉
院
御
物
目
録
』
の
謄
写
本

(西

氏
著
書
で
い
う
目
録
4
)
以
前
の
段
階
の
未
修
目
録
と
し
て
、
『正
倉
院
古
文
書

目
録
』
内
の
未
修
目
録
が
あ
る

(明
治
十
五
年
内
務
省
図
書
局
写
、
国
立
公
文
書

館
所
蔵
、
西
氏
著
書
で
い
う
目
録
3
)
。
本
来
で
あ
れ
ば
こ
ち
ら
の
目
録
と
の
関

係
も
表
示
す
る
べ
き
で
あ

っ
た
が
、
果
た
せ
な
か

っ
た
。

三

写
経
事
業
の
概
観

天
平
勝
宝
六
年
か
ら
九
歳

(宝
字
元
年
)
ま
で
を

一
括
し
て
概
観
す
る
。

1

五
月
一
日
経
書
写
の
終
焉

天
平
十
五
年
以
後
、
五
月

一
日
経
の
書
写
は
開
元
釈
教
録

(巻
十
九

・
二
〇
)

の
入
蔵
録
の
枠
組
を
超
え
て
、
別
生

・
疑
偽
経
や
章
疏
に
ま
で
対
象
を
広
げ
た
。

勝
宝
三
年

に
は
経
律
論
集
伝
部
が
終
了
し
、
疏
だ
け
に
な
る

[山
下

a
]
。
造
東

大
寺
司
写
経
所
の
食
口
案
な
ど
に

「常
疏
」
と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
、
概
し
て
規

模
は
小
さ
い
。

勝
宝
六
年

・
七
歳
の
食
口
案
は
残

っ
て
い
な

い
が
、
勝
宝
六
年

〔〇
二
九
〕
に

常
疏
関
連
史
料
が
あ
り
、
細
々
と
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、

勝
宝
入
歳
九
月
の
食
口
案

(入
歳

〔○
〇

一
-
三
-
一
〕
)
ま
で
常
疏
が
見
え
、

以
後
の
食
口
案
に
は
見
え
な
い

[皆
川

a
]
[山
下

a
]。
折
り
し
も
勝
宝
六
年
か

ら
五
月

一
日
経
の
勘
経
が
始
ま

っ
て
お
り
、
勘
経
の
進
捗
と
前
後
し
て
、
疏
の
追

加
も
打
ち
切
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
約
二
十
年
続

い
た
五
月

一
日
経
の
書
写
は
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
五
月

一
日
経
を
主
要
な
仕
事

の

一
つ
と
し
て
き
た
写
経
所
に

と

っ
て
非
常
に
大
き
な
変
化
で
あ

っ
た
。
勘
経
は
造
東
大
寺
司
で
は
な
く
嶋
院
を
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主
体
に
行
わ
れ
て
お
り
、
写
経
生
の
多
く
は
嶋
院
に
移

っ
た
ら
し
い

[鷺
森
]
。

勝
宝
六
年
開
始
の
間
写
以
外
、
写
経
所

の
事
業
は
全
体
に
低
調
と
な

っ
た
。
代
わ

り
に
画
師
等
の
活
動
が
見
え
る
。

再
び
転
機
を
迎
え
る
の
は
、
勝
宝
九
歳

の
藤
原
仲
麻
呂
主
導

の

〔間
写
V
〕
で

あ
る

(3
間
写

一
覧
参
照
)。
こ
の
間
写
を
行

っ
た
写
経
機
関
は
、
紫
微
中
台
官

人
や
玄
蕃
頭
市
原
王
が
関
与
し
て
お
り
、
衰
退
し
た
そ
れ
ま

で
の
造
東
大
寺
司
写

経
所

(写
書
所
)
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
紫
微
中
台

の
強

い
関
与

の
下
に
経
師
を

集
め
、
新
た
に
編
成
さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た

[山
本
]
。
こ
の
動
き
は
、
翌
宝
字

二
年

の
御
願
経
三
六
〇
〇
巻
書
写
へ
と

つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

2

聖
体
不
予
と
写
経

・
仏
事

当
該
年
間
に
は
太
上
天
皇

・
皇
太
后
等

の
不
予
が
多
く
、
関
連
す
る
写
経
や
仏

事

の
存
在
が
写
経
機
関
関
係
文
書
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

勝
宝
六
年
七
月
、
太
皇
太
后
藤
原
宮
子
が
崩
じ
た
。
宮
子
の
死
後
、
大
部
の
間

写
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が

(
〔間
写
K

・
L

・
N
〕
)、
こ
れ
ら
は
梵
網

経
の
経
文
に
基
づ
き
、
宮
子
の
三
七

・
七
七

・
周
忌
の
斎
会
に
用
い
ら
れ
た
こ
と

が
遠
藤
慶
太
氏
に
よ

っ
て
復
原
さ
れ
て
い
る

[遠
藤
]
。

勝
宝
七
歳
に
は
聖
武
太
上
天
皇
が
不
予
と
な
り
、
翌
八
歳
五
月
に
崩
じ
た
。
聖

武
の
際
に
も
梵
網
経
が
重
視
さ
れ
、
勝
宝
九
歳
正
月
に
は
諸
国
に
講
説
が
命
じ
ら

れ
て
い
る

(
『続
日
本
紀
』
)
。
写
経
機
関
関
係
文
書
に
は
宮
子

の
場
合
の
よ
う
に

大
規
模
な
写
経
が
行
わ
れ
た
様
子
は
見
え
な
い
が
、
病
気
平
癒

の
た
め
、
祈
祷
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
勝
宝
七
歳
八
月
、
五
月

一
日
経
の
勘
経
が
中
断

す
る
が
、
そ
の
際
、
慈
訓
師
所
や
内
裏

へ
奉
請
し
て
い
た
経
巻
の
多
く
は
内
裏
に

留
め
置
か
れ
た

(勝
宝
七
歳

〔〇
二一

〕
)
。
そ
れ
ら
は
病
気
平
癒
に
効
の
あ
る
密

部
の
経
典
で
あ
り
、
勘
経
中
断
以
前
か

ら
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

[佐
久
間
]
[大
平

c
]
。
ま
た
、
七
歳

〔〇
二
五
〕
に
聖
武
の
喪
葬
に
関
係
す
る

と
思
わ
れ
る
仏
像

・
仏
具
の
請
用
記
録
が
残
る
。

ほ
か
に
、
聖
武
の
周
忌
に
合
わ
せ
て
、
大
仏
殿
の
荘
厳

・
大
仏
殿
院
歩
廊
の
造

営
を
急
が
せ
た
こ
と
が
、
写
経
所
お
よ
び
造
東
大
寺
司

の
文
書
に
見
え

(勝
宝
八

歳

〔○
〇
五
〕、
九
歳

〔○
〇
三
〕
～

〔○
〇
九
〕
等
)、
大
仏
の
塗
金
に
関
す
る

造
東
大
寺
司
沙
金
申
請
文
が
北
倉
に
残
る

(十
三
2
0
7
)
。
勝
宝
九
歳
前
半

の
文
書

に
の
み
見
え
る
花
盤
も
聖
武
の
仏
事
に
関
係
す
る
仏
具
だ
ろ
う
か
。

そ
の
ほ
か
、
勝
宝
六
年
十

一
月
に
聖
武
太
上
天
皇

・
光
明
皇
太
后
の
健
康
を
願

う
薬
師
供
養
会
が
あ
り
、
造
東
大
寺
司
と
図
書
寮
の
間
で
薬
師
経
を
貸
し
借
り
し

て
い
た
こ
と
が
勝
宝
六
年

〔〇
三
四
〕
に
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
勝
宝
九
歳

の

〔間
写
V
〕
は
、
光
明
の
不
予
に
対
処
す
る
も

の
で
あ

っ
た

[山
本
]
。

3

間
写

一
覧

勝
宝
六
年
か
ら
勝
宝
九
歳
ま
で
の
期
間
に
、
造
東
大
寺
司
系
統
の
写
経
所

で
行

わ
れ
た
問
写
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
参
考
に
薗
田
香
融
氏
論
文
の
問
写
経

一
覧

表
の
番
号
と
、
若
干
の
関
連
事
項
を
付
し
た
。
な
お
、
以
前
か
ら
の
継
続
の
も
の

や
、
他
年
度
開
始
の
帳
簿
に
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
間
写
も
あ
り
、
全
て
が
本
稿
の

目
録
に
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
。

A

六
十
華
厳
経

一
部

(?
)

勝
宝
三
年
十
月

[薗
田
1
4
3・
1
5
1
の

一
部
]
。
胡
桃
紙
。
実
際

の
書
写
は
四

年
以
後
か
。
六
年
正
月
ま
で
大
原
魚
次
に
筆
墨
充
て
が
見
え
る
が

(十
二

脚
)
、
B
と
混
同
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

B

旧
約
六
十
華
厳
経
三
部

(葉
藁
紙
二
部

・
敷
金
緑
紙

一
部
)

(↓
I
)

勝
宝
五
年
十
二
月
ま
で
に
三
部
九
十
巻
書
写

(三
6
3
8
～
6
4
0
)
。

・
三
嶋
宗
万
呂

[薗
田
1
4
9・
1
5
1
の

一
部
]
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勝
宝
四
年
五
月
。
五
年
十
二
月
ま
で
筆
墨
充
て

(十
二
2
7
8
)
。

・
大
原
魚
次

[薗
田
1
4
9・
1
5
1
の

一
部
]

A
と
混
同
あ
る
か
。
勝
宝
六
年
二
月
表
紙
料

(九
5
2
5
)
。

・
辛
浄
足

[薗
田
1
5
4・
1
6
3
]

勝
宝
四
年
九
月
。
六
年
正
月
軸
支
給

(十
三
7
～
8
)
。

C

十
輪
経

一
部
十
巻

勝
宝
四
年
八
月

[薗
田
1
5
0
]。
銀
塵

紅
紙
。
金
光
明
経
な
ど
七
部
四
十

一

巻
の
う
ち
、
書
写
遅
れ
る
。
六
年

二
月
料
紙
用
残

(十
三
26
)
。

D

最
勝
王
経

一
部
十
巻

・
仁
王
経

一
部

二
巻

勝
宝
五
年
二
月

[薗
田
1
5
6・1
7
3
]
。
金
塵
青
褐
紙
。
六
年

二
月
装
書
充

て

(十
二
3
2
3
)、
料
紙
用
残

(十
三
26
)
。

E

注
陀
羅
尼
集
経
二
部
二
十
四
巻

勝
宝
五
年
九
月

[薗
田
1
6
8
]
。
穀
紙
。
六
年
五
月
装
書
充
て

(十
二
3
2
4
)、

七
月
料
紙
用
残

(十
三
27
)
。
勝
宝
六
年

〔〇

一
四
〕。

F

宝
星
陀
羅
尼
経

一
部
十
巻

勝
宝
五
年
十
月

[薗
田
1
7
0
]。
金
塵
滅
紫
紙
。
六
年
正
月
筆
支
給

(十
二

2
8
2

)、
三
月
料
紙
用
残

(十
三
26
～

27
)
。

G

法
華
経
ほ
か
雑
経
七
部
十
六
巻

勝
宝
五
年
十
二
月

[薗
田
1
7
1
]。
穀
紙
。
六
年
正
月
軸
支
給

(十
三
7
～

8
)、
二
月
料
紙
用
残

(十
三
25
～
26
)
。

H

梵
網
経

一
部
二
巻

勝
宝
六
年
正
月

[薗
田
1
7
2
]
。
敷
金
白
橡
紙
。
正
月
料
紙
用
残

(十
三
25
)
.

1

旧
約
六
十
華
厳
経
三
部

(葉
藁
紙

二
部

・
敷
金
緑
紙

一
部
)
(↑
B
)

新
約
八
十
華
厳
経

一
部

勝
宝
六
年
二
月
以
後
、
B
の
書
写

の
場
を
外
嶋
院
に
移
し
た
。
三
人
の
経

師
は
同
じ
。
三
嶋
宗
万
呂
の
料
紙
用
残
が
七
月
末
に
確
定
し
て
い
る

(十

三
27
)
こ
と
か
ら
、
概
ね
八
月
ま
で
に
終
了
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
辛
浄
足
の
分
に
つ
い
て
は
、
十
月
に
も
料
紙
の
移
動
が
あ
り
、

最
終
的
に
十

一
月
に
布
施
が
申
請
さ
れ
て
い
る
。
勝
宝
六
年

〔○
〇

一
〕

〔○
〇
二
〕
〔○
〇
三
〕
〔〇
三

一
〕。

J

大
般
若
経

一
部
六
百
巻

・
華
厳
経
二
部

(六
十

・
八
十
各

一
部
)

勝
宝
六
年
三
月

[薗
田
1
7
4
]。
穀
紙
。
本
経
を
山
階
寺

・
伊
吉
寺

・
慈
訓

師
所
に
求
め
る

(九
6
1
3
～
6
1
4
)
。
勝
宝
六
年

〔○
〇

一
-

二
ー
三
〕
〔○
〇

一
-
五
-

二
〕
〔○

〇
四
〕
〔○
○

八
〕
〔○
〇

九
〕

〔〇

一
〇
〕
〔〇

一

三
〕
〔〇
三
五
〕
、
七
歳

〔○
〇
二
ー

一
-
二
〕
。

K

梵
網
経
百
部
二
百
巻

勝
宝
六
年
七
月

[薗
田
1
7
5
]。
穀
紙
。
太
皇
太
后
藤
原
宮
子
の
三
七
斎
会

の
た
め

[遠
藤
]。
八
月
諸
寺

に
奉
請
。
勝
宝
六
年

〔〇

一
五
〕
〔〇

一

六
〕
〔〇

一
七
〕
〔〇

一
九
〕
〔〇
二
三
〕
。

L

法
華
経
百
部
八
百
巻

勝
宝
六
年
八
月

[薗
田
1
7
6
]
。
穀
紙
。
九
月
に
完
成
か
。
太
皇
太
后
藤
原

宮
子
の
七
七
斎
会
の
た
め

[遠
藤
]
。
勝
宝
六
年

〔〇

一
六
〕
〔〇
二
〇
〕

〔〇
二

一
〕
〔〇
二
二
〕
〔〇
二
四
〕
〔〇
二
六
〕
〔〇
二
七
〕。

M

七
佛
神
男
経

一
巻

・
無
垢
称
光
陀
羅
尼
経

一
巻

・
地
蔵
経

一
巻

勝
宝
六
年
九
月

[薗
田
1
7
7
]。
九
月
銀
塵
紅
紙
支
給
、
十
月
表
紙
料

(十

三

11
～
12
)。

勝
宝
六
年

〔〇
三
〇
〕
。

N

華
厳
経
十
部

(六
十

・
八
十
各
五
部
)

勝
宝
六
年
十

一
月

[薗
田
1
7
8
]
。
葉
藁
紙

・
杜
中
紙
。
太
皇
太
后
藤
原
宮

子
の
周
忌
斎
会
の
た
め

[遠
藤
]。
勝
宝
七
歳
七
月
軸
支
給

(四
69
)
。
勝

宝
七
歳

〔○
〇
二
ー

一
ー
一
〕

〔○
〇
二
ー
二
ー
一
〕

〔○
〇
四
〕。
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O新
約
八
十
華
厳
経

一
部

・
大
集
経

一
部
六
十
巻

・
大
品
経

一
部
六
百
巻

勝
宝
六
年
十

一
月

[薗
田
1
7
9
]

[栄
原
d
]
。
鑑
真
発
願
経
。
白
麻
紙
、
筆

墨
を
藤
原
仲
麻
呂
家
よ
り
受
納

(三
6
0
7
～
6
0
8・十
二
2
8
4
)
。
七
歳
六
月
表

紙
料

(九
5
3
3
)。
勝
宝
六
年

〔○
〇

一
-
二
ー

一
〕
〔○
〇
七
〕
〔〇
三
三
〕、

七
歳

〔〇
二
九
〕。

P

最
勝
王
経

一
部
十
巻

・
七
佛
所
説
神
究
経

一
部
四
巻

勝
宝
六
年
十
二
月

[薗
田
1
8
0
]。
穀
紙
。
十
二
月
廿
五
日
料
紙
返
上

(十

5
6
9

)、
玉
軸
支
給

(十
三
13
～
14
)
。

Q

華
厳
経
千
巻

(六
十
華
厳
十
部

・
八
十
華
厳
五
部
)
・
観
世
音
経
千
巻

勝
宝
七
歳
二
月

[薗
田
1
8
1
]。
計

二
千
巻
。
穀
紙
。
藤
原
仲
麻
呂
の
宣
。

七
歳
六
月
軸
支
給

(四
67

・
68
、
十
三
1
4
9
)
。
勝
宝
六
年

〔○
〇

一
i
六

-
三

・
四

・
五
〕、
七
歳

〔○
〇
二
ー
三

・
四
〕
〔〇

一
三
〕
〔〇

一
七
〕
。

R

法
華
経

]
部
八
巻

・
理
趣
経

一
巻

・
金
剛
般
若
経

一
巻

勝
宝
七
歳
十
二
月

[薗
田
1
8
2
]。
紅
紙
。
勝
宝
八
歳

〔○
〇

一
-

一
-

一
〕
。

S

灌
頂
経

一
部
十
二
巻

勝
宝
八
歳
四
月

[薗
田
1
8
3
]。
青
褐
紙
。
勝
宝
八
歳

〔○
〇

一
-

二
ー

二
〕
。

T

法
華
経
三
部
二
十
四
巻

勝
宝
八
歳
六
月

[薗
田
1
8
4
]。
勝
宝
八
歳

〔○
〇

一
ー
二
ー
四

・
五
〕
。

u

心
経
百
巻

勝
宝
九
歳
六
月

[薗

田
1
8
5
]
。
穀

紙
。
勝
宝
九
歳

〔○
〇
三
-

一
-
六

・

七
〕
〔〇

一
一
〕
〔〇

一
二
〕
〔〇

一
五
〕
。

V

金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経
千
巻

・
諸
仏
集
会
陀
羅
尼
経
四
百
巻

勝
宝
九
歳
九
月

[薗
田
1
8
6・1
8
7
]
。
葉
藁
紙

・
青
褐
紙
。
光
明
皇
太
后

の

不
予
に
関
係
す
る
か

[山
本
]
。
勝
宝
九
歳

〔○
〇
三
-

一
-
九
〕
〔〇

一

九
〕
〔〇
二
〇
〕
〔〇
二

一
〕
〔〇
二
二
〕
。

4

五
月

一
日
経
の
勘
経

勝
宝
六
年
、
五
月

一
日
経
を
系
統
の
異
な
る
舶
来
の
図
書
寮
経
を
も

っ
て
校
訂

す
る
勘
経
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
、
勘
経
に
伴
な

っ
て
、
善
光
朱
印
経
と

い
う
新

た
な

一
切
経
が
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
業
は
嶋
院
を
中
心
と
し
て

お
り
、
内
裏
や
京
内
諸
大
寺
が
密
接
に
関
わ

っ
た
。
造
東
大
寺
司
お
よ
び
そ
の
写

経
機
関
は
、
五
月

一
日
経
や
図
書
寮
経
の
移
動
を
管
理
す
る
立
場
に
あ
り
、
関
係

文
書
が
幾

つ
か
残
る
が
、
勘
経
や
写
経
自
体
に
は
ほ
と
ん
ど
関
与
し
て
い
な

い
点

で
注
意
さ
れ
る
。

こ
の
事
業
に
関
し
て
は
、
大
平
聡
氏

・
宮
暗
健
司
氏
の
研
究
が
あ
り

[大
平
b

c
]
[宮
暗

a
b
]
、
ま
た
大
平
氏
に
よ
っ
て
善
光
朱
印
経

の
意
義
や
勘
経
と
の
関

係

の
解
明
が
進
め
ら
れ
た

[大
平

a
b
]
。
最
近
で
は
山
下
有
美
氏
に
よ

っ
て
勘

経
事
業
が
全
面
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る

[山
下

c
]
。
諸
氏
の
研
究
に
よ
り
な
が

ら
、
ご
く
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、
勘
経
の
経
過
を
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
概
観
し

た
い
。・
第
1
期

(勝
宝
六
年
ー
七
歳

二
月
)

勘
経
の
本
格
化
は
、
第

2
期

の
勝
宝
七
歳
二
月
か
ら
で
あ
る
が
、
勝
宝
七
歳

〔○
〇
三
〕
の
注
記
に
よ
れ
ば
、

一
部
は
遅
く
と
も
勝
宝
六
年
閏
十
月
に
始
ま

つ

て
い
る
。
大
平
氏
は
こ
れ
を
慈
訓
に
よ
る
勘
経
試
行
期
間
と
捉
え
る
が
、
山
下
氏

は
六
年

の
前
半
か
ら
勘
経

の
全
体
的
な
構
想
が
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の

点
は
、
〔間
写
J
〕
の
大
般
若
経

・
華
厳
経

の
書
写
を
ど
う
捉
え
る
か
に
も
関
わ

ろ
う
。
第

2
期
の
四
大
寺
分
配
体
制
以
降

の
史
料
に
、
大
般
若
経

・
華
厳
経
な
ど

の
重
要
経
典
の
勘
経
が
う
か
が
え
な

い
こ
と
や
、
勘
経
に
造
東
大
寺
司
写
経
所
が

ほ
と
ん
ど
関
わ
ら
な
い
こ
と
を
不
審
と
す
る
山
下
氏
は
、
〔間
写
J
〕
が
本
経
の

校
勘
を
伴
な
う
写
経
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
五
月

一
日
経
勘
経
と
善
光
朱
印
経

書
写
に
相
当
す
る
と
説
く
。
注
目
す
る
べ
き
指
摘

で
あ
る
。
た
だ
、
後
述
す
る
第
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3
期
の
中
嶋
院
で
行
わ
れ
た
可
能
性
も
残
り
、
ま
た
勝
宝
七
歳
に
外
嶋
院
で
華
厳

経
の
書
写
が
行
わ
れ
た
ら
し
い
こ
と

(勝
宝
六
年

〔○
〇

一
-
六
-
三

.
四

。

五
〕、
七
歳

〔○
〇
二
ー
三
〕
〔○
〇
二
ー
四
-

一
・
二
〕
〔〇

一
三
〕
)
も
気
に
な

る
。
し
た
が

っ
て
勘
経
初
期
の
あ
り
方
や
造
東
大
寺
司
写
経
所
の
関
与
に
つ
い
て

は
、
な
お
断
定
で
き
な
い
。
後
考
を
侯
ち
た

い
。

・
第
2
期

(勝
宝
七
歳
二
月
～
八
月
)

勝
宝
七
歳

〔○
〇
三
〕
の
散
帳
に
う
か
が
え
る
、
四
大
寺
お
よ
び
中
嶋
院
勘
大

宝
積
経
所
に
分
配
し
て
勘
経
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

一

部
は
こ
れ
以
前
に
分
配
さ
れ
て
い
る
。
外
嶋
院
が
司
令
塔
的
役
割
を
担

い
、
造
東

大
寺
司
か
ら

一
括
し
て
借
り
う
け
た
五
月

一
日
経
を
各
寺
に
分
配
し
、
か
つ
官
人

を
派
遣
し
て
各
寺

の
僧
侶
と
と
も
に
勘
経
に
あ
た

っ
た
。
内
裏

へ
の
奉
請
も
見
え

る
が
、
聖
武
の
病
気
平
癒
の
祈
祷
に
重
き
を
置
い
て
お
り

[佐
久
間
]
[大
平

c
]
、

勘
経
が
行
わ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
。

大
宝
積
経
の
勘
経
と
写
経
は
、
他
の
五
月

一
日
経
が
寺
で
行
わ
れ
た
の
に
対
し

て
、
別
個
に
専
門
の
中
嶋
院
勘
経
所
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。
宮
崎
健
司
氏
に
よ
れ

ば
、
こ
の
勘
経
は
大
宝
積
経
百
二
十
巻
自
体

の
校
勘
だ
け
で
な
く
、
五
月

一
日
経

・
図
書
寮
経
内
の
同
本
異
訳
本
や
別
生
経
を
も
用

い
た
経
典
研
究
的
意
義
が
あ

っ

た
と

い
う

[宮
崎
b
]
。
経
典
自
体
の
重
要
性

[大
平

c
]
の
ほ
か
、
図
書
寮
経

だ
け
で
な
く
他
の
五
月

一
日
経
も
証
本
と
な
る
点
で
、
別
扱

い
が
必
要
と
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
。

こ
の
体
制
は
八
月
中
旬
に
急
遽
終
わ
り
を
告
げ
る
。
勝
宝
七
歳

〔〇
二
〇
〕

の

継
文
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
五
月

一
日
経
は
中
嶋
院
へ
と
集
中
さ
れ
た
。
以
後
、

勘
経
と
善
光
朱
印
経
の
書
写
は
中
嶋
院
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

中
断
の
原
因
の

一
つ
に
聖
武
の
不
予
に
対
す
る
祈
祷
が
想
定
さ
れ
る
。
だ
が
、

こ
の
点
の
み
を
あ
ま
り
過
大
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
間

に
嶋
院
の
勘
経

・
写
経
組
織
が
整
備
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
山
下
氏
の
指

摘
が
重
要
で
、
勘
経
事
業
を
嶋
院
に
集
約
す
る
予
定
は
当
初
か
ら
あ

っ
た
と
見
る

べ
き
だ
ろ
う
。

・
第
3
期

(勝
宝
七
歳
八
月
中
旬
以
後
)

中
嶋
院
に
勘
経

・
写
経
機
関
が
置
か
れ
、
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
四
大
寺

へ
の
分
配
体
制
は
解
消
さ
れ
た
が
、
四
大
寺

の
僧
侶
は
引
き
続
き
中
嶋

院
で
の
勘
経
に
動
員
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

[山
下

c
]。

現
存
す
る
五
月

一
日
経
の
重
践
や
、
善
光
朱
印
経
の
奥
書
の
勘
経
記
載
に
も
、

お
お
よ
そ
第
1
期
～
第
3
期
に
対
応
す
る
変
化
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る

[大

平
b
]
。
勘
経
は
少
な
く
と
も
宝
字
二
年
ま
で
続
き
、
写
経
は
宝
字
四
年
ま
で
続

け
ら
れ
て
い
た

[山
下

c
]
。
勝
宝
七
歳
ご
ろ
、
造
東
大
寺
司
写
経
所
の
停
滞
に

伴
な

っ
て
多
く
の
写
経
生
が
嶋
院

へ
移

っ
て
い
た
が
、
彼
等
は
こ
の
勘
経
と
写
経

に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
宝
字
二
年
に
な
る
と
、
写
経
生
は
御
願
経
三
六
〇
〇
巻
書
写
の
た
め
に

再
び
東
大
寺
に
戻

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

[鷺
森
]
[山
下

c
]
。
そ
の
時
々
の
情

勢
に
よ

っ
て
、
勘
経
と
善
光
朱
印
経
の
書
写
は
そ
の
位
置
付
け
を
低
下
さ
せ
ざ
る

を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
業
が
打
ち
切
ら
れ
た
か
完
成
を
見
た
の
か
は
、

諸
氏
の
見
解
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四

個
別
文
書
の
検
討

天
平
勝
宝
六
年

〔O
O
一
〕
外
嶋
院
な
ど
か
ら
造
東
大
寺
司
写
経
所
に
も
た
ら
さ
れ
た
文
書
を
貼

り
継
い
だ
継
文
。
外
嶋
院

・
花
厳
講
師

(慈
訓
)
所
と

の
間
で
、
経
巻
や

〔間

写
1
〕
な
ど
の
料
紙
を
頻
繁
に
や
り
と
り
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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こ
の
継
文
に
関
し
て
は
、
二
次

の
宝
亀
三
年
大
乗
経
律
論
目
録
と
関
連
し
て
、

杉
本

一
樹
氏
に
よ
る
復
原
案
が
あ
る

[杉
本
b
]
。
本
稿

で
も
こ
の
杉
本
案
に

依
拠
し
て
、

一
次
に
長
大
な
継
文
群

の
存
在
を
想
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
二
次

の
目
録
は
、
二
系
統

の
継
文

(杉
本
氏

の
い
う
X

・
Z
)
か
ら
、
あ
る
程
度
の

集
合
を
取
り
出
し
て
書
き
出
し
、
さ
ら
に
順
次
集
合
を
取
り
出
し
て
継
ぎ
足
し

て
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
年
の
小
乗
経
律
論
目
録
も
、
同
様
に

二
系
統
の
継
文

・
帳
簿

(杉
本
氏
の

い
う
Z

・
Y
)
か
ら
作
成
さ
れ
た
可
能
性

が
高

い
。
〔○
〇

一
〕
は
杉
本
氏
の
い
う
X
に
、
勝
宝
七
歳

〔○
〇
二
〕
が
Y

に
あ
た
る

(Z
は
勝
宝
六
年
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
た
め
、
本
稿
で
は
収
録
し
て

い
な
い
)
。

と
こ
ろ
で
、
杉
本
氏
も
述
べ
る
よ
う

に
、
復
原
案
に
載
せ
た
文
書
以
外
の
も

の
が

一
次
段
階
で
貼
り
継
が
れ
て
い
た
可
能
性
が
無

い
訳
で
は
な
い
。
二
次
の

大
小
乗
経
律
論
目
録
の
作
成
手
順
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
目
録
完
成
ま
で

の
間
、
反
故
の
ス
ト
ッ
ク
た
る
継
文
群

の

一
部
を
他
の
目
的
に
用
い
た
か
も
し

れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
今
後
の
復
原
研
究
の
た
め
に
は
、

一
次
の

継
文
と
し
て
認
定
で
き
る
貼
り
継
ぎ

か
否
か
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

一
次
段
階

の
継
文
と
思
わ
れ
る
集
合
ご
と
に
枝
番
号

を
分
け
、
各
文
書
は
さ
ら
に
枝
番
号
を
分
け
る
と

い
う
方
法
を
採

っ
た
。
判
断

の
基
準
は
、
杉
本
氏
の
所
見
に
よ
る
接
続
復
原
は
そ
れ
に
し
た
が
い
、
そ
の
ほ

か
は
現
状
で
直
接
貼
り
継
が
れ
て
い
な

い
、
ま
た
は
継
ぎ
直
し
が
明
ら
か
な
も

の
は
枝
番
号
を
分
け
る
、
と

い
う
も

の
で
あ
る
。

な
お
、
杉
本
案
で
は

〔1

一
〕
の
右

に
J
三
五

〈七
〉
裏

(空
)
を
含
め
て

い
る
。
こ
れ
は
、
二
次
時
の
補
入
か
、
某
文
書
の
余
白
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る

が
、
文
字
情
報
が
皆
無
で
あ
る
た
め
、
目
録
で
は
立
件
し
な
か

っ
た
。

以
下
、
接
続
に
つ
い
て
若
干
補
足
す

る
。

〔1

二
〕

J
三
五

〈五
〉
裏
か
ら

〈三
〉
裏
ま

で
。
〈二
〉
裏
以
下
と
は
内
容

・
形
式
が
異
な
る
上
、
〈二
〉
裏

の
第

一
行
が

〈三
〉
裏
と
重
な

っ
て
お
り
、

一
次
段
階
の
貼
り
継
ぎ
で
は
な
い
と
判
断
す
る
。

〔1
三
〕

J
三
五

〈八
〉
裏
の
奥
の
切
り
ロ
と
J
三
〇

〈三
〉
裏

(空
)
の
端

が
合
致
す
る
と

い
う
杉
本
氏

の
所
見
か
ら
、
J
三
〇

〈三
〉
裏
は

〔1
三
ー

四
〕
の
奥
の
余
白
に
あ
た
る
と
判
断
で
き
る
。
よ

っ
て

〔1
三
ー
四
〕
ま
で
と

〔ー
三
-
五
〕
以
下
は

一
次
段
階
の
貼
り
継
ぎ
と
考
え
る
。

〔ー
四
〕
〔1
五
〕
〔ー
六
〕

い
ず
れ
も
J

一
〇
に
こ
の
順
番
で
収
め
る
が
、
直

接
貼
り
継
が
れ
て
い
な
い
。
本
来
貼
り
継
が
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
先

に
記
し
た
理
由
か
ら
枝
番
号
を
分
け

て
お
く
。
な
お
、
〔ー
四
〕
以
後
、
余
白

に
出
納
に
伴
な
う
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
見
え
る
。
〔ー
六
〕
の
書
き
込
み

は
紙
を
ま
た

い
で
お
り
、
貼
り
継
ぎ
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

〔1
六
〕

杉
本
氏
の
想
定
に
し
た
が
い
、
J
二

一

〈八
〉
裏

(空
)
は

〔1
六

-
五
〕
の
奥
の
余
白
に
あ
た
る
と
判
断
す
る
。
よ

っ
て

〔1
六
-
五
〕
ま
で
と

〔ー
六
-
六
〕
は

一
次
段
階
の
貼
り
継
ぎ
と
見
る
。
な
お
、
〔ー
六
-
六
〕
に
つ

い
て
、
史
料
目
録
で
は
薬
師
寺

・
大
安
寺

・
元
興
寺

・
元
興
寺
勘
経
所
の
牒

・

解

(勝
宝
七
歳

〔〇
二
〇
〕)
と
と
も
に
「
一
切
経
ノ
奉
請

二
関
ス
ル
継
文

ヲ

ナ
シ
タ
ル
ナ
ラ
ン
」
と
す
る
。
し
か
し
、
本
牒
は
奉
請
や
勘
経
内
容
を
記
し
た

も
の
で
は
な
く
、
奉
請
先
を
問
い
合
わ
せ
た
も
の
で
、
や
や
性
格
を
異
に
す
る
。

ま
た
、
本
牒
は
宝
亀
三
年
大
乗
経
律
論
目
録
の
冒
頭
に
あ
た
る
が
、
も
し
七
歳

〔〇
二
〇
〕
と
継
文
を
な
し
て
い
た

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
文
書

(い
ず
れ

も
裏
空
)
も
含
あ
て
目
録
が
作
成
さ
れ
た
は
ず
だ
ろ
う
。
こ
の

一
紙
の
み
を
は

が
し
と

っ
て
目
録

の
冒
頭
に
用

い
た
と
は
考
え
難

い
。
し
た
が

っ
て
、
七
歳

〔〇
二
〇
〕
と
は
別

の
継
文
、
す
な
わ
ち
こ
の

〔○
〇

一
〕
に
継
が
れ
て
い
た

と
考
え
る
。
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次
に
各
文
書
の
内
容
に
関
し
て
。

〔
-
二
ー

一
〕

鑑
真
か
ら

「僧
都
和
上
」

へ
の
貸
出
申
請
状
。
「僧
都
和
上
」

は
良
弁
で
あ
ろ
う
。
申
請
の
理
由
は
、
鑑
真
発
願
経

〔間
写
O
〕
の
本
経
確
定

の
た
め
か

[栄
原
d
]
。

〔ー
四
-

二
〕
〔1
六
-

一
〕

外
嶋
院
で
の
華
厳
経
書
写

〔間
写
I
〕
の
情
報

が
メ
イ
ン
だ
が
、
五
月
十
七
日
か
ら
六
月
ま
で
、
造
東
大
寺
司
写
経
所
に
華
厳

経
が
渡

っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
当
該
期
の
事
業
と
し
て
は
大
般
若
経

・
華
厳
経

〔問
写
J
〕
が
あ
る
。
す
で
に
三
月
に
紙
筆
墨
が
経
師
に
充
て
ら
れ

て
お
り
、
五
月
十
七
日
の
借
り
出
し
は
遅
き
に
過
ぎ
る
感
も
あ
る
が
、
こ
の
間

写
で
は
ま
ず
大
般
若
経
六
百
巻
か
ら
着
手

さ
れ
た
ら
し
く
、
華
厳
経
は
六
月
十

一
日
に
至

っ
て
初
め
て
装
書
に
充
て
ら
れ
て
い
る

(間
経
井
疏
文
造
充
装
漬
帳

〔装
書
帳
〕
、
十
二
3
2
4
)
。
し
た
が

っ
て
、
本
件

の
華
厳
経
が

〔間
写
J
〕
の
本

経
な

い
し
勘
経
の
証
本
に
用
い
ら
れ
た

可
能
性
も
充
分
あ
ろ
う
。
〔〇

一
〇
〕

で
も
外
嶋
院
か
ら
華
厳
経
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

〔1
五
-
三
〕

外
嶋
院
か
ら
造
東
大
寺
司
写
経
所
に
対
し
て
、
三
嶋
宗
万
呂
の

行
事
を
報
告
し
た
牒
。
こ
の
六
十
華
厳
経

〔聞
写
I
〕
は

〔問
写
B
〕
を
受
け

継
ぐ
も
の
で
、
勝
宝
六
年
二
月
、
三
人
の
能
書
家
が
造
東
大
寺
司
か
ら
外
嶋
院

へ
場
を
移
し
て
写
経
が
続
け
ら
れ
た
。
宗
万
呂
の
行
事
報
告
が
な
ぜ
な
さ
れ
た

の
か
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
彼
ら
の
出
向
は

一
時
的
な
も
の
で
、
そ
の
行
事
や
上
日
の
把
握
は
あ
く
ま
で
造
東
大
寺
司
写
経

所
に
属
し
た
と

い
う
考
え
。
も
う

一
つ
は
、
〔間
写
I
〕
で
は
造
東
大
寺
司
側

で
造
紙
を
請
け
負

っ
て
お
り
、
宗
万
呂
の
料
紙
の
用
残
が
定
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
に

(十
三
27
)
、
料
紙
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

っ
た
と

い
う
考
え
。
あ
る
い

は
両
方
の
理
由
に
よ
る
か
。

〔1
六
-
三

・
四

・
五
〕

い
ず
れ
も
勝
宝
七
歳
に
か
か
り
、
外
嶋
院
が
新
旧
華

厳
経
の
貸
出

(返
却
)
を
申
請
し
た
も
の
。
造
東
大
寺
司
写
経
所
で
は

〔間
写

Q
〕
が
あ
り
、
外
嶋
院
か
ら
経
を
借
り

て
い
た
ら
し

い
。
〔ー
六
-
三
〕
の

「為
二本
経
一令
二奉
請
一如
レ
件
」
と
い
う
表
現
は
、
あ
た
か
も
こ
の
時
外
嶋
院
か

ら
貸
し
出
し
た
か
の
如
く
だ
が
、
勝
宝
七
歳

〔○
一
三

〕
の
写
経
所
か
ら
の
貸

出
記
載
と
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、
「本
経
と
し
て
貸
し
出
し
て
い
た
経
巻

(
の

返
却
を
求
む
)」
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
こ
ろ
外
嶋
院
側
で
華
厳
経
を
必

要
と
し
た
例
が
他
に
も
あ
る
が

(勝
宝
七
歳

〔○
〇
二
ー
三
〕
〔○
〇
二
ー
四

-

一
・
二
〕
〔〇

一
三
〕
〔〇

一
七
〕
)、
理
由
は
定
か
で
な
い
。
あ
る
い
は
五
月

一
日
経
勘
経
の

一
部
と
し
て
、
華
厳
経
の
勘
経
と
写
経
を
行

っ
た
か
と
も
思
わ

れ
る
が
、
[山
下

c
]
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
〔間
写
J
〕
が
勘
経
事
業
の
先
駆

で
あ
る
可
能
性
も
残
り
、
断
定
で
き
な

い
。

〔O
O
二
〕
〔問
写
B
〕
か
ら

〔間
写
I
〕
の
転
換
点
に
位
置
す
る
文
書
。
縦
折
界

・
横
押
界
あ
り
。
端
に
は
が
し
と
り
痕
が
あ
る
。
尾
欠
。
本
文
書
に
つ
い
て
は

皆
川
完

一
氏
に
よ
っ
て
、
関
連
帳
簿
か
ら
勝
宝
五
年
七
月
六
日
以
降
、
同
六
年

二
月
二
十
四
日
以
前

の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る

[皆
川
b
]。
下
限
は
本
文

書
に
見
え
る
残
紙
数
や
未
装
巻
数
が
勝
宝
六
年

二
月
六
日
付

の

〔○
〇
三
-

一
〕

と
対
応
し
、
か
つ
緑
紙
張
数
が
二
月
廿
四
日
付
の

〔○
〇
三
-
四
〕
で

「先
請
…
」
と
あ
る
張
数
と
対
応
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
従
う

べ
き
だ
ろ
う
。

一
方
、
上
限
は
も
う
少
し
狭
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

問
写
は
辛
浄
足

・
三
嶋
宗
万
呂

・
大
原
魚
次

の
三
人
に
六
十
華
厳
経
を
各

一
部

(緑
紙

一
部

・
葉
藁
紙
二
部
)
書
写
さ
せ
た
も

の
だ
が
、
勝
宝
五
年
十
二
月
十

日
に
第
三
峡
ま
で
の
各
三
十
巻
分
の
布
施
申
請
解
案

(三
6
3
8
～
6
4
0
、
数
値
は
計

算
上
の
も
の
だ
ろ
う
)
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
勝
宝

五
年
五
月
廿
九
日
か
ら
六
年
正
月
廿
八
日
に
か
け
て
、
葉
藁
紙
二
部

・
緑
紙

一

部
の
第
三
帙
ま
で
が
装
書
に
充
て
ら
れ
て
い
る

(間
経
井
疏
文
造
充
装
漬
帳
、
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十
二
3
2
1
～
3
2
3
、
葉
藁
紙
の
第

一
帙
の
み

一
部
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
記
載
漏

れ
か
)
。
翻

っ
て
本
文
書
を
見
る
と
、
葉
藁
紙
二
部

・
緑
紙

一
部
と
も
に
第
三

秩
ま
で
の
各
三
十
巻
は
装
書
を
終
え
て
お
り
、
第
四
帙
以
降
が
申
途
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
。
よ
っ
て
本
文
書
は
六
年
正
月
廿
八
日
以
後
の
も
の
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
お
そ
ら
く
二
月
六
日
周
辺
に
書
写
の
場
が
外
嶋
院
に
移
動
し
た
こ
と

に
伴
な

っ
て
、
書
写
状
況
お
よ
び
料
紙
等
の
材
料
残
数
を
定
め
る
た
め
に
作
成

さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
〔○
〇
三
-

一
〕
の
未
装
巻

・
料
紙
は
そ
れ
に
対
す
る

返
抄
に
あ
た
る
か
。

〔○
〇
三
〕
〔間
写
I
〕
の
主
に
料
紙
進
上
に
関
す
る
帳
簿
。
〈三
〉
ま
で
は

一
紙

一
文
書

の
継
文
風
で
あ
る
が
、
〔ー

二
〕
の
奥

の
余
白
に

〔1
三
〕
の
事
案
を

書
き
加
え
る
。
〔1
五
〕
は
料
紙
進
上

の
帳
簿
形
式
を
と
る
。

〔
-
一
〕

紫
微
中
台

に
あ
る
経
巻

・
料
紙

・
軸
等
を
書
き
上
げ
る
。
〔問
写

B
〕
か
ら

〔間
写
I
〕
の
転
換
点
に
位
置
し
、
〔○
〇
二
〕
と
内
容
的
に
対
応

す
る
。
「留
本
経
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
書
写
す
る
第
四
秩
～
第
六
帳
に

あ
た
る
。
造
東
大
寺
司
か
ら
借
り
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔1
四
〕

造
東
大
寺
司
写
経
所

で
造
紙
を
請
け
負

っ
た
緑
紙
の
進
上
経
過
を
報

告
し
、
不
足
分
を
申
請
す
る
。
牒
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
牒
の
案
文
と
推

測
し
て
お
く
。
料
紙
は
内
裏

・
紫
微
中
台
か
ら
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

(写
経

所
経
紙
納
帳
、
三
5
9
4
～
6
0
4
、
写
経
所
経
紙
井
軸
緒
等
納
帳
、
十
二
3
3
3
～
3
4
2
)、

正
文
は
紫
微
中
台
に
対
し
て
発
行
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

裏
は
前
日
付
の
ほ
ぼ
同

一
文
書
で
前
欠
。
〔1
三
〕
に
見
え
る
二
月
廿
四
日

付
の
料
紙
進
上
を
書
き
加
え
る
た
め

に
反
故
に
さ
れ
、
裏
返
し
て

〔1
四
〕
を

書
い
た
後
、
奥
の
余
白
が
切
断
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

〔1
五
〕

紫
微
中
台
な
ど
か
ら
受
け
た
料
紙
を
装
演
し
、
順
次
外
嶋
院

へ
送

っ

た
こ
と
を
記
す

(〔○
〇

一
-
三
-
二

・
四
〕
等
と
対
応
す
る
)
。

〔○
〇
五
〕
僧
善
基
か
ら
の
経
巻
貸
出
申
請
。
奥
に

「謹
白
奉
経
所
案
典
等
所
」

か
ら
始
ま
る
上
野
真
人

(H
田
辺
真
人
。
造
東
大
寺
司
判
官
)
の
貸
出
指
示
が

あ
り
、
次
い
で
写
経
所
案
主

の
呉
原
生
人
の
貸
出
記
録
が
記
さ
れ
る
。

〔○
〇
六
〕
山
田
命
婦
の
宣
に
よ
り
白
橡
麻
紙
百
五
十
張
を
写
経
所
に
進
め
る
。

そ
の
用
途
は
不
明
で
、
三
月
廿

一
日
に
返
上
さ
れ
て
い
る

(写
経
所
経
紙
納
帳
、

三
脳
)
。
な
お
、
裏
空
で
端
に
は
が
し
と
り
痕
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の

継
文
を
構
成
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

〔○
〇
八
〕
〔○
〇
九
〕
両
帳
簿
と
も
人
物

・
配
列
同

一
。
〔○
〇
八
〕
は
四
月
十

一
日
ま

で
、
〔○
〇
九
〕
は
そ
の
後
ま
で
含
め
て
記
載
す
る
。
い
ず
れ
も
冒
頭

に

「大
般
若

一
部
井
花
厳
経
二
部
充
紙
帳
」
と
記
す
が
、
筆
墨
充
て
も
若
干
見

え
る
。

〔O

一
一
〕
〔0

一
二
〕

い
ず
れ
も
、
経
巻
の
貸
出
を
申
請
す
る
。
後
者
は
年
を
欠

く
が
、
前
者
か
ら
推
測
し
た
。
同
日
、
紫
微
中
台
か
ら
造
東
大
寺
司
に
六
十
九

巻

の
返
抄
が
出
さ
れ
る
な
ど

(〔○
〇

一
i
四
ー
四
〕)
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
多

く
の
五
月

一
日
経
が
紫
微
中
台
を
通
じ
て
内
裏
に
移

っ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の

点
に
つ
い
て
山
下
有
美
氏
は
、
勝
宝
五
年
の
事
例
を
勘
案
し
な
が
ら
、
内
裏
で

の
安
居
を
契
機
に
集
め
ら
れ
た
と
し
、
か

つ
こ
の
年
は
返
却
さ
れ
る
こ
と
な
く

勘
経

へ
至

っ
た
、
と
想
定
し
て
い
る

[山
下

c
]
。
〔〇

一
一
〕
〔〇

一
二
〕
も

安
居
↓
勘
経
に
伴
な
う
も
の
と
し
て
理
解
し
て
お
き
た

い
。
無
論
、
こ
こ
で
問

題
と
な

っ
て
い
る
経
巻
は
五
月

一
日
経
で
あ
る

(〔〇

一
二
〕
の
別
訳
雑
阿
含

経

の
欠
巻
が
図
書
寮
経
と
同
じ
だ
が
、
他
の
五
月

一
日
経
史
料
で
も
同
様
の
欠

が
あ
る
)
。
二
経
の
図
書
寮
経
は
、
勝
宝
七
歳
七
月
二
日

・
五
日
に
慈
訓

の
元

に
奉
請
さ
れ
て
い
る

(勝
宝
七
歳

〔〇

一
二
〕
〔〇

一
九
〕)
。

〔○

一
四
〕
「雑
経
」

の
布
施
申
請
解
案
。
前
半
部
分

の
欠
損
に
よ
り
詳
細
は
不
明

だ
が
、
「写
注
紙
」
計
百
十
四
張
と
見
え
る
も
の
は
、
五
月
六
日
に
百
十
四
張
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が
装
書
に
充
て
ら
れ
た
注
陀
羅
尼
集
経

〔問
写
E
〕
に
あ
た
る
だ
ろ
う

(間
経

井
疏
文
造
充
装
横
帳
、
十
二
3
2
4
)。

〔○

一
六
〕
百
部
梵
網
経

〔問
写
K
〕
の
充
本

・
紙
筆
墨
帳
。
大
日
古
は
七
月
三

十
日
に
置
く
が
、
内
容
は
七
月
二
十
八
日
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
日
付
は
そ
れ
に
し
た
が

っ
た
。
〈三
〉
に

〔問
写
L
〕
百
部
法
華
経
の
充

本
記
載
を

二
行
書
き
始
め
る
も
止
め
る
。
こ
れ
は
、
〔間
写
L
〕
の
充
本
を

〔〇
二

一
〕
に
別
帳
簿
と
し
て
作
成
し
た
た
め
だ
ろ
う
。

〔○

一
七
〕
〔〇

一
六
〕
の
書
写
数

・
用
紙
数
を
ま
と
め
た
も
の
。
題
箋
に
は

「六

年
八
月
」
と
あ
る
が
、
記
載
内
容
は
七
月

二
十
八
日
か
ら
始
ま
る
。

〔〇

一
九
〕
〔○
〇
八
〕
の
反
故
後
、
裏
に
書
く
が
、
文
字
は

〈三
〉
裏
の
み
で

〈
二
〉
裏

〈
一
〉
裏

に
は
及
ば
な
い
。
経
師
ご
と

の
口
座
式
の
帳
簿
で
、
写
し

終
え
た
巻
の
記
録

(書
上
帳
)
と
思
わ
れ

る
が
、
冒
頭
に
充
装
漬
記
録
を
併
記

す
る
こ
と
で
、
装
書
充
て
の
覚
え
と
し
た

よ
う
で
あ
る

[遠
藤
]
。
な
お
、
〔〇

二
七
〕
も
経
師
ご
と
に
口
座
式
に
写
し
終
え
た
巻
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
本

文
書
と
同
様

の
性
格
を
持

つ
。

〔○
二
二
〕

百
部
法
華
経

〔間
写
L
〕
の
充

紙
帳
。
筆
墨
充
て
も
若
干
見
え
る
。

〈三
〉
末
行

「衣
枳
広
浪
」
微
欠
、
ま
た
奥

の
裏
に
は
が
し
と
り
痕
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
来
貼
り
継
い
で
い
た
料
紙
を
は
が
し
と
り
、
現
状
の

〈四
〉
と
貼

り
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る

(史
料
目
録
)
。

〔〇
二
四
〕
百
部
法
華
経

〔問
写
L
〕
の
写
し
終
え
た
巻
と
そ
の
紙
数
を
日
ご
と

に
ま
と
め
た
記
録
。
経
師
ご
と
、
あ
る

い
は
巻
ご
と
の
口
座
式

の
帳
簿
と
は
形

式
を
異
に
す
る
。
紙
長
が
約
十
セ
ン
チ

ほ
ど
の
短
い
紙
を
貼
り
継
ぐ
。

〔〇
二
六
〕
経
緒
の
申
請
。
い
か
な
る
経
巻

の
た
め
か
は
明
記
し
な

い
が
、
こ
の

こ
ろ
は
百
部
法
華
経

〔聞
写
L
〕

の
仕
上
げ
の
時
期
に
あ
た
る
。
〔〇
二
四
〕

に
よ
る
と
、
書
写
は
九
月
四
日
ま
で
で
あ
り
、
〔〇
二
〇
〕
で
山
階
寺
か
ら
本

経
の
返
抄
が
発
行
さ
れ
た
の
が
九
月
六
日
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
こ
の
経

緒
は
百
部
法
華
経
関
連
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る

[遠
藤
]
。

〔〇
二
九
〕
常
疏

の
校
正
に
関
す
る
注
文
。
こ
こ
に
見
え
る
疏
巻
は
勝
宝
六
年
閏

十
月
廿
日
に
装
書
に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

(常
疏
充
書
造
帳
、
十

二

糊
)、
そ
れ
以
前
に
校
正
を
終
え
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
写
経
所
紙

筆
墨
充
帳

(十

一
3
0
0
～
3
2
3
)
も
参
照
。

〔〇
三
一
〕
布
施
申
請
解
案
の
断
簡
。
経
師
は
辛
浄
足

一
人
。
辛
浄
足
は
六
年
二

月
か
ら
外
嶋
院
で

〔問
写
1
〕
の
華
厳
経
第
四
帙
～
第
六
帙
書
写
に
携
わ

っ
て

お
り
、
最
終
的
に
は
十
月
廿
五
日
ま
で
料
紙
が
外
嶋
院

へ
送
ら
れ
て
い
た

(〔○
〇
三
-
五
〕)
。
な
お
、
装
演

の
畠
賢
達
、
校
生
の
小
塞
弓
張
は
、
外
嶋
院

写
経
所
の
構
成
員
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

〔〇
三
三
〕
鑑
真
発
願
経
の
充
本
注
文

[栄
原
d
]
。
鑑
真
か
ら
華
厳
経
の
本
経
が

も
た
ら
さ
れ
た
の
が
十

一
月
廿
六
日

(問
本
納
返
帳
、
九
6
1
4
)
、
紙
筆
墨
充
て

が
勝
宝
六
年
十
二
月
四
日
か
ら
始
ま
る
こ
と
か
ら

(経
師
等
紙
筆
墨
充
帳
、
十

5
6
7

～
5
6
9
)
、
そ
の
間
の
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

〔〇
三
四
〕
図
書
寮
か
ら
の
薬
師
経
貸
出

(返
却
?
)
状
。
内
容

・
時
期
か
ら
考

え
て
、
十

一
月
に
行
わ
れ
た
聖
武

・
光
明
の
た
め
の
薬
師
供
養
会

(『続
日
本

紀
』
十

一
月
戊
辰
条
)
に
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
〔〇
二
八
〕
の
阿
弥
陀

浄
土
、
〔〇
三
〇
〕
の
地
蔵
経

〔間
写
M
〕
と
不
空
羅
索
観
自
在
菩
薩
像
も
、

あ
る
い
は
こ
の
薬
師
供
養
会
に
関
係
す
る
か
。

〔〇
三
五
〕
欠
損
が
多
く
、
本
文
は

「経
成
悉
奉
請
」
「花
厳
大
般
若
先
急
」
し
か

判
明
し
な
い
。
五
月

一
日
経
勘
経

の
開
始
、
お
よ
び

〔間
写
J
〕
に
関
連
す
る

と
み
る
山
下
有
美
説

[山
下

c
]
に
従

い
た
い
。
勝
宝
六
年
五
月
ま
で
に
、
安

居
お
よ
び
そ
の
後
の
勘
経
の
た
め
に
五
月

一
日
経
が
大
量
に
内
裏
に
運
ば
れ
て

い
る

(〔〇

一
一
〕
〔〇

一
二
〕)
。
そ
の
最
初
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
文
書
で
あ
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ろ
う
。

〔〇
三
六
〕
勝
宝
五
年
後
半
か
ら
勝
宝
六
年
前
半
に
か
け
て
の
、
間
写
の
敷
金
銀

塵
等
の
料
紙
の
用
残
を
記
し
た
文
書
。

「六
十
花
厳
経

一
部
料
」
〔間
写
I
〕
の

訂
正
前
の
用
記
載
が

〔○
〇
三
ー

四
〕
と
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、
二
月
過
ぎ
に

一
度
書
か
れ
、
そ
の
後
訂
正
を
加
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

天
平
勝
宝
七
歳

〔○
○
二
〕
継
文
の
復
原
に
つ
い
て
は
、
勝
宝
六
年

〔○
〇

一
〕
参
照
。

〔ー

一
-

一
〕
〔
-
二
-
一
〕

新
旧
華
厳
経
を
外
嶋
院
か
ら
造
東
大
寺
司
写
経

所

へ
貸
出
し
て
い
る
。
〔間
写
N
〕
関
連
か
。

〔1
三
〕
〔ー
四
ー
一
・

二
〕

造
東
大
寺
司

・
外
嶋
院
両
処
で
華
厳
経
を
必
要

と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
ろ
、
造
東
大
寺
司

で
は
華
厳
経
千
巻

〔間
写
Q
〕
を
行

っ
て
い
た
。
外
嶋
院

で
は
勘
経
の

一
部
と
し
て
華
厳
経
を
担

当
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
定

か
で
は
な

い
。
勝
宝
六
年

〔
○
〇

一
ー
六

-
三

・
四

・
五
〕
、
七
歳

〔〇

一
三
〕

〔〇

一
七
〕
参
照
。

〔1
四
ー
三
〕

石
川
垣
守
が
絵
軸
二
〇
枚
を
求
め
た
も
の
で
、
奥
に
造
東
大
寺

司
長
官
佐
伯
今
毛
人
の
判
が
あ
る
。
〔ー
二
ー
二
〕
と
類
似
す
る
が
、
造
東
大

寺
司
内
で
の
申
請
と
は
異
な
り
、
奥

に

「謹
上

東
大
寺
長
官

殿
門
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
外
部
か
ら
の
申
請
で
あ
ろ
う
。
『日
本
古
代
人
名
辞
典
』
(吉
川
弘

文
館
)
は
垣
守
を
外
嶋
院
に
出
仕
し
た
人
物
と
見
る
。

〔○
〇
三
〕
外
嶋
院
か
ら
造
東
大
寺
司

へ
渡
さ
れ
た
文
書
で
、
外
嶋
院
が
造
東
大

寺
司
か
ら

一
括
し
て
借
り
う
け
た
五
月

一
日
経
を
、
各
処
に
奉
請
し
た
こ
と
を

報
告
し
た
も

の

[大
平
b

c
]
[宮
崎

a
b
]
[山
下

c
]
。
冒
頭
に

「外
嶋
院

牒
云
々
」
と
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
部
分
を
造
東
大
寺
司
側
で
切
り
捨
て
、
白
紙
を

補

っ
て
端
裏
書

「外
嶋
院

一
切
経
散

帳
」
を
加
え
た
可
能
性
が
あ

る

[大
平

b
」
。
本
文
書
は
、
外
嶋
院
が
勘
経
事
業

の
司
令
塔
的
役
割
を
担

っ
た
こ
と
、
四
大

寺
お
よ
び
内
裏
に
分
配
し
て
勘
経
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
史
料
で
あ

る
。
奉
請
先
ご
と
に
経
巻
名
を
列
記
し
、
ま
た
経
巻

の
所
在
に
関
す
る
追
筆
が

多

い
。
こ
の
追
筆
は
外
嶋
院
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
山
下
氏
の
説
く
よ

う
に
、
黒
墨
の
注
記
は
本
文
書
の
日
付
二
月
九
日
以
前

の
も

の
、
「如
レ
員
請

了
」
等
と
い
っ
た
朱
の
注
記
は
八
月
中
旬
に
勘
経
を
中
断
し
、
五
月

一
日
経
を

中
嶋
院
に
集
中
さ
せ
た
際
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(追
筆
を
造
東
大
寺
司
の
も

の
と
見
る
見
解
も
あ
る
が
、
勘
経
中
断
時
に
経
巻
は
造
東
大
寺
司
に
収
め
ら
れ

て
お
ら
ず
、
移
動
が
報
告
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
〔〇
二
〇
〕
参
照
)
。

た
だ
し
、
山
下
氏
が
本
文
書
を
正
文
と
し
、
二
月
九
日
付
で
あ
り
な
が
ら
、

八
月
廿
日
に
造
東
大
寺
司
に
渡
さ
れ
た
と
す
る
点
は
検
討
を
要
す
る
。
半
年
以

上
た

っ
て
初
め
て
報
告
し
た
と
は
考
え
難
く
、
ま
た
本
文
書
の
奉
請
先

の
注
記

が
完
全
で
な

い
こ
と
に
注
意
す
る
な
ら
ば
、
本
文
書
は
外
嶋
院
で
保
管
さ
れ
た

案
文
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う

(正
文
は
二
月
に
渡
さ
れ
た
と
考
え
る
)
。
そ

の
後
、
外
嶋
院
で
検
納
簿
と
し
て
機
能
し
、
経
巻
の
移
動
を
報
告
す
る
た
め
に
、

〔○
〇
五
〕
〔○
〇
六
〕
〔〇
二
〇
〕
等
と
と
も
に
、
八
月
中
旬
に
造
東
大
寺
司

に
渡
さ
れ
た
と
想
定
し
て
お
き
た
い
。

〔○
〇
四
〕
年
月
日
を
欠
く
経
師
歴
名
。
右
、
新
補
白
紙
。
左
、
巻
末
。
勝
宝
六

年
十

一
月
よ
り
始
ま
る
十
部
華
厳
経

〔間
写
N
〕
の
経
師
名
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

経
師
六
人
ご
と
に

「已
上

一
部
」
と
あ
り
、
六
峡
よ
り
な
る
旧
約
六
十
華
厳
を

各
人
に

一
帙
十
巻
ず

つ
割
り
当
て
た
際
の
覚
え
だ
ろ
う
。
経
師
等

へ
の
充
紙
筆

墨
が
始
ま
る
の
は
七
歳
二
月
で
あ
り
、
そ
の
前
後
の
も
の
と
推
測
し
た
。

〔○
〇
五
〕
〔O
O
六
〕
奉
写
宝
積
経
所
か
ら
薬
師
寺
に
経
巻
の
貸
出
を
請
う
文
書
。

い
ず
れ
も
大
宝
積
経
百
二
十
巻
の
同
本
異
訳
本
に
あ
た
り
、
大
宝
積
経
の
勘
経
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に
証
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
大
平
聡
氏
は

〔○
〇
五
〕
が
実
際
に
薬
師
寺

へ

移
動
し
、
同
寺
に
無
い
経
巻
に
合
点
が
付
さ
れ
て
奉
写
宝
積
経
所
に
戻

っ
た
と

想
定
す
る
が

[大
平
b
]、
は
じ
め
か
ら
奉
写
宝
積
経
所
の
控
え
で
あ

っ
た
可

能
性
も
あ
る
。
〔○
〇
六
〕
は
正
文
で
、
奥
に
薬
師
寺
の
判
が
書
き
込
ま
れ
、

同
寺
に
保
管
さ
れ
た
。
〔〇
二
〇
-
一
〕

に
よ
れ
ば
、
後
に
薬
師
寺
か
ら
中
嶋

院

へ
五
月

一
日
経
を
移
動
し
た
際
、
奉
写
宝
積
経
所
に
貸
出
中
の
も
の
が
別
紙

で
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
〔○
〇
六
〕
が
そ

の
別
紙
に
あ
た
る
可
能
性
が
高

い
だ

ろ
う

[大
平
b
]。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
〔○
〇
五
〕
〔○
〇
六
〕
と
も
に
、
五
月

一
日
経
の
移
動
を
証
す
る
文
書
と
し
て
中
嶋
院
に
集
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
造
東

大
寺
司
へ
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
本
異
訳
本
は
五
月

一
日
経

・
図
書
寮
経

の
い
ず
れ
で
も
証
本
と
な
る
が
、

こ
こ
に
挙
が

っ
て
い
る
経
巻
は
ど
ち
ら
か
。
大
平
氏
は
五
月

一
日
経
、
宮
崎
健

司
氏
は
図
書
寮
経
と
す
る

[宮
崎
b
]
。
宮
崎
氏
の
根
拠
は

「如
士
三
昧
経
」

と
い
う
正
式
に
は
存
在
し
な
い
経
が
い
ず
れ
の
経
巻
群
に
属
す
る
か
と

い
う
点

に
あ
り
、
五
月

一
日
経
の
現
物
に

「仏
説
如
幻
三
昧
経
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
寮

経
と
判
じ
る
。
し
か
し
、
五
月

一
日
経
も
目
録
上
は

「如
幻
三
昧
経
」
と
あ
る

場
合
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
書
き
誤

っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、

〔○
〇
六
〕
が
奉
写
宝
積
経
所
に
貸
出
中

の
五
月

一
日
経
を
書
き
上
げ
た
別
紙

で
あ
る
可
能
性
が
高

い
以
上
、
や
は
り
五
月

一
日
経
と
考
え
た
い
。

〔O
O
七
〕
こ
こ
に
挙
が

っ
て
い
る
経
巻
は
、
い
ず
れ
も
大
宝
積
経
百
二
十
巻
の

同
本
異
訳
本
に
あ
た
る

[宮
崎
b
]。
同
経

の
勘
経
に
伴
な
う
貸
出
記
録
で
あ

ろ
う
。
貸
出
先
の

「儒
之
所
」
は
、
大
学
寮
所
属
官
人
が
勘
経
に
参
加
し
て
い

た
中
嶋
院
を
指
す
か

[大
平

c
]
。

〔○
〇
九
〕
〔○

一
O
〕
〔O
一
一

〕
造
東
大
寺
司
か
ら
興
福
寺
に
貸
し
出
し
た
五

月

一
日
経
と
図
書
寮
経
を
書
き
上
げ
た
牒
案
。
〔〇

一
一
〕
が
完
成
形
で
、
朱

点
や

「依
レ員
来
了
」
等

の
追
筆
が
あ
る
よ
う
に
、
貸
出
簿
と
し
て
機
能
し
た
。

紙
継
ぎ
や
筆
跡
を
見
る
と
、
宮
経

・
寮
経
の
リ
ス
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
上
げ
、

冒
頭

・
末
尾
の
文
言
部
分
を
貼
り
継

い
で
作
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

〔〇

一
一
〕
の
下
書
き
に
あ
た
る
も
の
が

〔○
〇
九
〕
〔〇

一
〇
〕
で
あ
る

[大
平
b
]。
〔○
〇
九
〕
も
宮
経

・
寮
経
の
リ
ス
ト
を
貼
り
継

い
だ
も
の
で
、

末
尾
の
文
言
も
残
る
。
〔〇

一
〇
〕
は
寮
経
の
目
録
部
分
の
み
。
未
修
目
録
で

は

〔〇

一
〇
〕
を
勝
宝
八
歳

〔〇

一
一
〕
の
図
書
寮
目
録
と

一
連
の
も
の
と
す

る
が
、
こ
れ
は

〔〇

一
〇
〕
が
下
書
き
と
し
て
の
機
能
を
終
え
た
後
、
図
書
寮

経
の
目
録
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
り
、
勝
宝
八
歳

〔〇

一
一
〕
と
貼
り
継

が
れ
て
伝
来
し
た
た
め
だ
ろ
う
。

〔O
一
二
〕

五
月

一
日
経
勘
経
の
証
本
と
な
る
図
書
寮
経
の
散
帳
。
七
歳
八
月
廿

九
日
以
後
、
嶋
院
に
多
く
の
寮
経
が
渡
さ
れ
て
お
り
、
八
月
中
旬
の
勘
経
中
断

以
後
は
同
処
が
勘
経

の
主
体
と
な

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
〈
一
〉
奥
に
若
干

の
余
白
あ
り
。
裏
に
は
峡
題
が
見
え
、
本
文
書
作
成
以
前
に
仮
峡
と
し
て
紙
質

が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

(仮
秩
は

一
般
に
裏
紙
と
も
称
さ
れ
て
い

る
が
、
正
倉
院
文
書
中
の

「褻
紙
」
〔
一
枚
で
経
紙
百
張
を
包
む
〕
と
は
異
な

る
た
め
、
用
語
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る

[杉
本

a
]
)。

〔○
一
三

〕
造
東
大
寺
司
写
経
所
か
ら
外
嶋
院
に
華
厳
経
を
貸
出

(返
却
)
し
た

こ
と
を
記
す
。
勝
宝
六
年

〔○
〇

一
-
六
-
三

・
四

・
五
〕、
七
歳

〔○
〇
二

ー
三
〕
〔○
〇
二
ー
四
ー

一
・
二
〕
〔〇

一
七
〕
参
照
。

〔○

一
四
〕
勘
大
宝
積
経
所
か
ら
造
東
大
寺
司
に
、
大
宝
積
経

の
証
本
と
な
る
同

本
異
訳
本
の
経
巻
の
貸
出
を
申
請
し
た
文
書
。
宮

一
切
経
散
帳

(天
平
廿
年
八

月
四
日
始
、
十
謝
)、
〔参
考

一
ー

一
〕
と
対
応
し
、
勘
大
宝
積
経
所
が
嶋
院

(中
嶋
院
)
に
存
在
し
た
こ
と
、
密
　
金
剛
力
士
経
以
外
は
五
月

一
日
経
が
貸

し
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
残
る
密
　
金
剛
力
士
経
は

〔〇

一
二
〕
に
対
応
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記
事
が
あ
り
、
図
書
寮
経
か
ら
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。
宮
暗
健
司
氏
は
本
文
書

の
経
巻
全
て
を
寮
経
と
す
る
が

[宮
暗

b
]
、
造
東
大
寺
司
は
都
合
の
つ
く
経

巻
群
か
ら
適
宜
揃
え
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
な
お
、
本
文
書
は
左
右
に
は

が
し
と
り
痕
が
あ
り
、
何
ら
か
の
継
文
を
構
成
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

〔○

一
五
〕
〔1
二
〕
は
大
安
寺
側
か
ら
の
貸
出
申
請
で
、
冒
頭
部
分
を
造
東
大
寺

司
側
で
切
断
し
、
「合
経
壼
伯
伍
拾
伍
巻
台
.切
経
内
者
」
と
書
き
込
ん
だ
と
考
え

ら
れ
る

[大
平
b
]。
〔1
一
〕

は

〔1

二
〕
に
対
応
す
る
造
東
大
寺
司
か
ら
の

貸
出
の
案
。
〔1
一
〕

〔1
二
〕
は
貼
り
継
が
れ
て
貸
出
簿
と
し
て
機
能
し
た
の

だ
ろ
う
。
両
者
の
内
容
を
ま
と
め
た

〔〇

一
六
〕
作
成
後
に
反
故
と
な
り
、
勝

宝
九
歳

〔○
〇
三
〕
に
用
い
ら
れ
た
。

〔○
一
六

〕
〔〇

一
五
〕
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
。
全
六
紙
か
ら
な
り
、
〈二
〉

〈三
〉
、
〈三
〉
〈四
〉
間
で
継
ぎ
直
し
が
あ
る

(史
料
目
録

・
解
説
)
。
経
典
名

の
書
き
直
し
に
よ
る
か
。
〈四
〉
の
み
紙
長
が
短

い
。

〔O

一
七
〕
外
嶋
院
か
ら
の
華
厳
経
貸
出

(返
却
)
申
請

の
文
書
三
通
。
内
容

・

日
付
が
類
似
し
、
二
次
利
用
面

(宝
亀
六
年
奉
写

一
切
経
所
食
口
案

[栄
原

a
])
が
連
続
す
る
こ
と
か
ら
、
継
文
を
な
し
て
い
た
と
判
断
す
る
。
こ
の
貸

出
申
請
に
対
応
す
る
造
東
大
寺
司
側
の
記
録
が

〔○
一
三

〕
に
見
え
る
。

〔○

一
九
〕
全
体
と
し
て
経
巻
出
納
帳
を

な
す
。
〔〇

一
九
〕
を
含
む
Z
Z

一
六
-

六
は
、
奈
良
博
目
録
に
よ
れ
ば

「奉
請
経
注
文
雑
帳
」
と
し
て
編
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
貼
り
継
ぎ
方
は
も
と
の
異
な
る
文
書
は
直
接
張
り
継
が
ず
、
白
紙
を

入
れ
る
方
法
を
守

っ
て
い
る
。
こ
の

〔1

一
・
二
〕
は
直
接
貼
り
継
が
れ
て
お

り
、
本
来

の
継
ぎ
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
だ
ろ
う
。
〔1
一
〕

は
各
処
に
貸
出

中
の
経
巻

(五
月

一
日
経

・
図
書
寮
経
)
の
要
返
却
リ
ス
ト
で
、
そ
れ
に
続
け

て
、
〔1

二
〕
の
如
く
、
順
次
返
却
状
が
貼
り
継
が
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
〔ー

三
〕
と
の
貼
り
継
ぎ
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
内
容
上

〔1

一
〕
の
貸
出
に
対
応

す
る
こ
と
か
ら
、
本
件
に
収
め
た
,

返
却
を
要
し
た
理
由
は
、
八
月
十
五
日
と
い
う
日
付
か
ら
、
勘
経
の
中
断
お

よ
び
中
嶋
院

へ
の
集
中
化
に
備
え
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
経

巻
は
少
数
で
、
勘
経
の
た
め
に

一
括
し
て
貸
出
し
た
ケ
ー
ス
と
は
異
な
る
。
造

東
大
寺
司
に
集
め
た
後
、
必
要
に
応
じ
て
中
嶋
院
に
渡
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

(注

浬
葉
経

・
注
維
摩
経
が

〔参
考

一
-
三
〕
で
嶋
院
に
渡
さ
れ
て
い
る
)。

〔〇
二
〇
〕
正
文
四
通
の
継
文
。
五
月

一
日
経
は
勘
経
の
た
め
に
諸
寺
に
分
散
さ

せ
て
い
た
が
、
八
月
十
五
日
に
中
嶋
院
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
本
文

書
四
通
は
そ
の
際
の
諸
寺
か
ら
の
送
り
状
で
あ
る
。
山
下
有
美
氏
は
宛
先
を
造

東
大
寺
司
と
す
る
が

[山
下

c
]、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
経
巻
は
全

て
中

嶋
院
に
奉
請
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
、
宛
先
も
中
嶋
院
だ
ろ
う

[大
平
b
]
。

〔ー

二
〕
大
安
寺
三
綱
牒
の
内
訳
に

「七
十
二
巻
奉
請
紫
微
中
台
/
百
五
十
五

巻
奉
請
造
東
大
寺
司
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
借
り
元
を
記
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、

こ
の
時
に
奉
請
し
た
先
は
中
嶋
院

一
処
と
見
て
よ
い
。
ま
た
、
山
下
氏
は

〔1

こ

の
薬
師
寺
か
ら
移
動
し
た
経
巻
を
図
書
寮
経
と
す
る
が
、
移
動
対
象
と

な

っ
た
経
巻
は
い
ず
れ
も
「
一

切
経
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
月

一
日
経
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る

(〔○
〇
五
〕
〔○
〇
六
〕
も
参
照
)
。
図
書
寮

経
は
順
次
付
加
さ
れ
て
い
く
経
巻
群
で
あ
り
、

一
切
経
と
は
表
現
さ
れ
な

い
。

図
書
寮

一
切
経
の
成
立
は
、
藤
原
豊
成
の

一
切
経
が
内
裏
に
献
上
さ
れ
、
図
書

寮
所
管
と
な

っ
た
勝
宝
九
歳
以
後
で
あ
る

[栄
原

c
]。

こ
の
継
文
は
、
五
月

一
日
経
移
動
の
経
過
報
告
と
し
て
、
あ
る
段
階
で
中
嶋

院
か
ら
造
東
大
寺
司
へ
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔○
二一

〕
外
嶋
院
か
ら
内
裏
読

一
切
経
所

へ
経
巻
を
奉
請
し
た
こ
と
を
通
知
す

る
。
経
目
録

一
紙
に
紙
を
継
い
で
地
の
文
、
日
付
等
を
書
く
。
冒
頭

の
異
筆

「外
嶋
院
」
は
造
東
大
寺
司
側
で
書
き
出
し
部
分
を
切
断
し
た
上
で
追
記
し
た
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も
の
か

[大
平

c
]。
こ
こ
に
見
え
る
経
巻

の
多
く
は

〔○
〇
三
〕
外
嶋
院

一

切
経
散
帳
に
見
え
、
内
裏
に
奉
請
さ
れ
、
そ
の
後
の
八
月
の
勘
経
中
断
時
に
は

華
厳
講
師
所

(
一
部
内
裏
)
に
留
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
後
の
五
経
は
五

月
十
二
日

・
七
月
二
日
に
宮
中
華
厳
講
師
所
に
奉
請
さ
れ
て
い
る

(〔参
考

一

1
一
〕
)
。
し
た
が

っ
て
、
本
文
書
作
成
の
時
点
で
、
ほ
ぼ
内
裏

(の
華
厳
講
師

所
)
に
渡
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
文
書
は
引
き
続
き
内
裏
に
留
め
置
く
こ

と
を
通
知
し
た
に
等
し
い

[山
下

c
]
。

〔〇
二
二
〕
左
右
、
新
補
白
紙
。
内
裏
か
ら

の
経
巻
貸
出
請
求
に
対
し
て
、
五
月

一
日
経
に
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
図
書
寮
経
を
奉
請
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
上
馬

養
が
記
し
た
も
の
。
「乞
察

此

趣
一、
准
レ状
施
行
」
と
あ
り
、
馬
養
か
ら
寮
経

を
実
際
に
扱

っ
て
い
る
者

へ
の
指
示
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
。
「甲

一
」
の

如
き
追
筆
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
図
書
寮
経
の
所
在
を
記
し
た
も
の
で
、
勝
宝

八
歳

〔〇

一
一
〕
の
目
録
と
対
応
す
る

[栄
原

c
]。
抹
消
さ
れ
て
い
る
経
巻

は
、
見

つ
か
ら
ず
奉
請
さ
れ
な
か

っ
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
書
は
年
紀

を
記
さ
な

い
が
、
挙
が

っ
て
い
る
経
巻

が

〔○
〇
三
〕
に
お

い
て
白

緑
で

「元
」
と
追
筆
さ
れ
た
経
巻
と
対
応
し
て
お
り
、
探
す
際
に

〔○
〇
三
〕
を
用

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

[山
下

c
]。

よ
っ
て
、
勝
宝
七
歳
に
収
め
る
。

〔〇
二
三
〕
紫
微
中
台
か
ら
元
興
寺

へ
の
奉
請
を
記
す
。
元
興
寺

へ
の
奉
請
文

の

如
き
呈
を
な
す
が
、
〔○
〇
三
〕
と
同
様
、
経
巻

の
借
り
元
で
あ
る
造
東
大
寺

司
に
、
奉
請
内
容
を
報
告
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

〔〇
二
四
〕
経
疏
論
集
の
出
納
帳
。
大
日
古
は

〈
一
五
〉
〈
一
六
〉
で
別
々
に
採
録

す
る
が
、
奈
良
博
目
録
に

「請
所
々
経
注
文
戴
張
同
九
月
」
と
あ
り
、
両
者
の
貼

り
継
ぎ
は
本
来
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
一
五
〉
端
に
墨
痕
が
僅
存
す
る
。

前
欠
。

〔〇
二
五
〕
東
大
寺

・
外
嶋
院

・
中
嶋
院

・
御
陵
所
よ
り
請
来
し
た
仏
像

・
雑
具

等
を
記
し
た
帳
簿
。
勝
宝
八
歳
五
月
二
日
に
聖
武
太
上
天
皇
が
死
去
し
、
十
九

日
に
佐
保
山
陵
に
葬

っ
た
こ
と

(『続
日
本
紀
』
)
に
関
連
す
る
か
。

一
次
の
写
経
所
解
案
は
前
後
欠
。
〈五
〉
裏
は
空
。
〈四
〉
裏

〈三
〉
裏

の
縦

折
界
は
表
と
独
立
し
て
施
さ
れ
る
。
横
押
界
は

〈五
〉
裏
の
右
端
ま
で
い
か
ず
、

〈三
〉
裏
の
左
端
は
切
断
さ
れ
る

(解
説
)。
以
上
の
所
見
を
勘
案
す
る
と
、
写

経
所
解
案
の
残
部
の
裏
に
施
界
し
、
冒
頭
に
余
白

(〈五
〉
裏
に
あ
た
る
)
を

と

っ
て
書
き
始
め
、
中
途
で
止
め
て

〈三
〉
裏
の
奥
を
切
断
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
奥
に
は
余
白
が
大
き
く
残
る
。
な
お
書
き
足
す
予
定
だ

っ
た
の

か
、
あ
る
い
は
施
界
後
、
〔〇
二
五
〕
を
書
く
前
に
奥
を
切
断
し
、
奥
に
続
く

面

(
一
次
の
写
経
所
解
案
は
中
間
欠
で
十

一
3
8
0
～
3
8
4
か
ら
続
い
て
お
り
、
そ
の

部
分
は
経
疏
帙
箋
等
奉
請
帳

〔参
考

一
-

一
〕
に
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
)
を

二
次
利
用
し
た
の
か
、
い
ず
れ
と
も
判
断
は
つ
か
な
い
。

な
お
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

一
次
の
写
経
所
解
案
は

〔〇
二
五
〕
↓

〔参
考

一
-
一
〕
の
順
に
二
次
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
〔参
考

一
1
一
〕

は
天
平
十
九
年
十
月
廿
九
日
の
事
案
か
ら
記
す
が
、
整

っ
た
字
で
追

い
こ
み
で

書
か
れ
て
お
り
、
勝
宝
七
歳
以
後
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
参

考
と
し
て
収
録
し
た
。

〔参
考
一
〕

経
疏
帙
箋
等
奉
請
帳
。
〔〇
二
五
〕
参
照
。

〔-

一
〕

経
疏
等
の
奉
請
を
書
き
上
げ
た
も
の
。
勝
宝
四
年
ま
で
の
奉
請
先
は

す
べ
て
内
裏
で
あ
り
、
勝
宝
六
年
以
後
は
嶋
院

・
慈
訓
師
所
で
占
め
ら
れ
る
。

貸
出
全
般
を
順
次
記
し
た
帳
簿
と
は
見
な
し
難
く
、
内
裏
や
嶋
院
と
の
や
り
と

り
を
整
理
す
る
た
め
、
勝
宝
七
歳
以
後
の
あ
る
段
階
で
ま
と
め
て
作
成
し
た
可

能
性
が
あ
る
。
七
歳
八
月
中
旬
の
勘
経
中
断
以
後
、
五
月

一
日
経
が
中
嶋
院

.

内
裏
に
集
中
さ
れ
、
以
後
中
嶋
院
が
勘
経
の
中
心
地
と
な

っ
た
こ
と
が
本
文
書

作
成

の
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
大
平
聡
氏
も
、
日
付
順
に
な
ら
な
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い
後
半
部
分
に
つ
い
て
の
み
だ
が
、
後

の
あ
る
時
点

(八
歳
か
)
で
ま
と
め
て

書
か
れ
た
と
推
測
し
て
い
る

[大
平

c
]。

〈三
〉
～

〈八
〉
の

一
次
、
写
経
所

解
案
は
前
後
欠
。
左
は
中
間
欠
で
十

一

1
5
5

～
4
5
7(〔〇
二
五
〕
裏
)
に
続
く
。

〈八
〉
の
奥

(写
経
所
解
案
の
首
部
に
あ

た
る
)
の
切
断
は
書
き
直
し
に
よ
る
も
の
か
。
紙
長

の
短

い

〈五
〉

(裏
空
)

は
二
次
利
用
時
に
補
入
さ
れ
た
も
の
だ

ろ
う
。

〔1
二
〕

嶋
院
か
ら
造
東
大
寺
司
に
、
大
小
乗
経
二
千
八
百
十
六
巻
の
留
置
を

通
知
し
た
も
の
。
八
月
廿

一
日
の
時
点

で
、
す
で
に
多
く
の
五
月

一
日
経
が
中

嶋
院
に
集
め
ら
れ
、
勘
経
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
中
嶋
院

へ
の
五

月

一
日
経
の
集
中
に
つ
い
て
は
、
〔○
〇
三
〕
〔〇
二
〇
〕
等
参
照
。

〔1
四
〕

一
紙

一
文
書
。
奥

の
余
白
切
断
。
〔1

一
・
二

・
三
〕
作
成
後
、
さ

ら
に
貼
り
継

い
だ
の
だ
ろ
う
。

〔〇
二
七
〕
メ
モ
風
の
書
き
ぶ
り
か
ら
、
こ
ち
ら
を
二
次
と
見
た
。
年
代
未
詳
だ

が
、
こ
こ
に
見
え
る
経
巻
は
全
て

〔
○
〇
三
〕
で
外
嶋
院
か
ら
薬
師
寺
に
奉
請

さ
れ
た
も
の
で
、
ま
た
冒
頭
の
四
経

は
、
そ
の
後
薬
師
寺
か
ら
勘
大
宝
積
経
所

へ
奉
請
さ
れ
た
経
巻
に
含
ま
れ
る
。

よ
っ
て
、
勝
宝
七
歳
周
辺
の
勘
経
事
業
に

と
も
な

っ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す

る
。

〔〇
二
九
〕
目
録
中
の

「摩
詞
般
若
経
」

は
大
品
経
の
こ
と
。

い
ず
れ
の
経
巻
も

鑑
真
発
願
経

〔間
写
O
〕
に
合
致
し
、
軸
も
同
じ
で
あ
る

[栄
原
d
]
。

天
平
勝
宝
八
歳

〔○
○
一
〕

写
書
所

の
食
口
案
。
復
原
に

つ
い
て
は

[西

a
]
参
照
。
正
月
か
ら

十
二
月
ま

で
の
解
を
写
し
、

一
年
単
位

で
成
巻
さ
れ
て
い
る
。
目
録
化
に
あ

た

っ
て
は
、

一
年
分
を
成
巻
す
る
以
前

の
、
作
成
段
階
に
お
け
る
集
合
に
も
注

意
し
て
枝
番
号
を
分
け
た
。
す
な
わ
ち
、
勝
宝
八
歳
食
口
案
は
、
各
月
の
食

口

案

(写
書
所
解
)
の
上
位
に
お
い
て
三
つ
の
集
合

〔1

一
・
二
・
三
〕
に
分
け

ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
追

い
こ
み
で
解
が
写
さ
れ
て
い
る
が
、
〔ー
二
〕
は
端
裏

書

「食
口
案
文
」
が
あ
り
、
〔1
一
〕

と
継
が
れ
る
以
前
に
、
こ
の
部
分
が
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
機
能
し
た
段
階
を
想
定
し
得
る
。
ま
た

〔1

二
〕
の
八
月

食
口
案
の
終
わ
り
に
余
白
が
あ
り
、
そ
こ
に
異
質
な
食
口
案

(壇
法
所
)
が
書

き
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
ま
で
で
区
切
り
が
あ
り
、
〔ー
三
〕
以
下

と
は
作
成
段
階
を
異
に
す
る
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
前
後
で
末
尾
文

言
も
変
化
し

て
い
る

(「食

口
顕
注
如
レ
前
」
↓

「食
口
如
レ
前
」
)。
よ

っ
て

〔ー

一
・
二
・
三

〕
は
そ
れ
ぞ
れ
段
階
を
異
に
し
て
作
成
さ
れ
、
そ
の
後

一
年

分
が
成
巻
さ
れ
た
と
考
え
る
。

次
に
、

一
次
利
用
面
の
具
注
暦
、
お
よ
び
勝
宝
九
歳
食
口
案
と
の
関
係
に
つ

い
て
。
〔1
三
〕
の

一
次
利
用
面
は
天
平
勝
宝
八
歳
具
注
暦
で
あ
る
。
こ
の
具

注
暦
の
右
は
切
断
さ
れ
、
中
間
欠
で
勝
宝
九
歳
正
月
～
三
月
食
口
案

〔○
〇
三

-

一
-

一
・
二

・
三
〕
の
裏
に
続
く
。
欠
損
部
分
は
正
月
廿
七
日
～
三
月
二
日

に
相
当
し
、
行
数
に
換
算
す
る
と
三
十
九
行

(正
月
が
四
行
、
二
月
が
月
表
示

二
行
と
廿
九
日
ま
で
の
計
三
十

一
行
、
三
月
が
月
表
示
二
行
と
二
日
ま
で
の
計

四
行
)
と
な
る
。
仮
に
、
こ
の
行
数
に
具
注
暦

一
行

の
標
準
数
値

(S
八
③

の

界
線
の
幅

一
・
六

㎝

〔解
説
に
よ
る
〕
)
を
乗
し
て
、
失
わ
れ
た
紙
長
を
求
め

る
と
、
六
二

・
四

㎝
と
な
る
。

一
方
、
こ
の
欠
損
を
ま
た
ぐ
S
八
③

〈四
〉
と

Z

一
四
①

〈
二
〉
の
紙
長
は
、
順
に
二
八

・
八

㎝
、
三
〇

・
六

㎝
で
あ
る
。
こ

こ
で
二
紙
の
紙
長
の
合
計
に
、
先

の
想
定
欠
損
紙
長
六
二

・
四

㎝
を
加
え
て
み

る
と
、

一
二

一
・
八

㎝
と
い
う
数
値
が
出
る
。
こ
れ
は
古
代

の
平
均
的
な
紙
長

で
あ
る
二
尺
の
紙
二
紙
分
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
よ

っ
て
、
欠
損
部
分
を
ま
た
ぐ

二
紙
は
、

一
次
段
階

(具
注
暦
)
に
お
い
て
は
、
完
形

の
紙
二
紙
が
、
直
接
貼

り
継
が
れ
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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【勝
宝
八
歳
・
九
歳
写
書
所
食
口
案
の
構
成
】



と
こ
ろ
で
、
二
次
利
用
面

(食
口
案
)
を
見
る
と
、
十
月
食
口
案
の
末
尾
以

後
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
想
定
欠
損
紙
長
六
二

・
四

㎝
は
、
こ
の
失
わ
れ
た
十

月
食
口
案
末
尾
の
年
月
日

・
署
名
の
二
行
、
十

一
月
食
口
案
、
十
二
月
食
口
案

に
ち
ょ
う
ど
相
当
す
る
と
見
る
に
無
理
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
八
歳
後
半
と
九

歳
前
半
の
食
口
案
は
、
勝
宝
八
歳
具
注
暦
と
い
う
反
故
を
用
い
て
、

一
連

の
作

業
の
中
で
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し

た
よ
う
に
、
八
歳
食
口
案
は

〔ー

一
・
二

・
三
〕
の
三
つ
の
作
成
段
階
に
分
け

ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の

〔1
三
〕
は
勝
宝
九
歳
正
月
～
三
月
食
口
案

〔○
〇

一
-
三
-

一
・
二

・
三
〕
と

一
連
の
作
成
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

食
口
案
は

一
年
分
の
写
書
所
解
を

一
気

に
書

い
た
の
で
は
な
く
、
数
ヶ
月
単
位

で
、
場
合
に
よ

っ
て
は
本
文
書

の
よ
う

に
年
を
ま
た
い
で
作
成
さ
れ
、
そ
の
後
、

年
ご
と
に
成
巻
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
図
参
照
。

〔ー
三
-

一
・
二
〕

九
月
食

口
案
に
舎
人
十
五
人
が

「写
図
書
寮
経
目
録
」
、

四
十
九
人
が

「検
図
書
寮
経
」
、
十
月
食
口
案
で
書
生
五
人

・
舎
人
十
三
人
が

「写
図
書
寮
経
目
録
」
に
従
事
し
て
い
る
。
勘
経
の
た
め
に
貸
し
出
さ
れ
て
い

た
図
書
寮
経
が
、
こ
の
こ
ろ
に
写
書
所

に
返
却
さ
れ
、
整
理
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

山
下
有
美
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
整
理
は
開
元
釈
教
録

(巻
十
九

・
二
〇
)
に
基

づ

い
た
並
べ
替
え
を
伴
な
う
も
の
で
、
新
た
な
目
録
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る

[山
下
b

c
]
。
〔〇

一
一
〕
～

〔〇

一
八
〕
の

一
連
の
図
書
寮
目
録
参
照
。

〔○
〇
三
〕
律
師
の
就
官
に
伴
な
い
、
彩
色

の
原
料
が
請
わ
れ
る
。
『続
日
本
紀
』

勝
宝
八
歳
五
月
丁
丑
条
に
、
聖
武
看
病

の
功
に
よ

っ
て
法
進

・
慶
俊
が
律
師
に

任
じ
ら
れ
た
記
事
が
あ
る
。

〔○
〇
四
〕
勝
宝
八
歳
八
月
～
九
歳
七
月
ま
で
の
上
日
帳
。

一
次

の

〔○
〇
六
〕

は
右
端
が
切
断
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
次
利
用
の
際
に
奥

の
余
白
を
切
り

落
と
し
た
た
め
だ
ろ
う
。
よ

っ
て
上
日
帳

の
末
尾
は
現
状

で
完
結
す
る
可
能
性

が
高
い
。
ま
た
、
現
在
離
れ
て
い
る
が
、
本
文
書

の
往
来
軸
と
思
わ
れ
る
も
の

が
中
倉
に
伝
来
す
る
。
[栄
原
b
]
参
照
。

な
お
、
〔!

一
〕
〔1
二
〕
間
に
は
新
補
白
紙
が
入

っ
て
お
り
、
奈
良
博
目
録

も
そ
れ
ぞ
れ

「
一
張
」
と
す
る
。
中
間
欠
の
可
能
性
も
残
る
が
、
付
箋
に
よ
れ

ば
未
修
古
文
書
段
階
で
同
秩
だ

っ
た
ら
し
く
、
ま
た
シ
ミ
の
連
続
具
合
か
ら
見

て
も
、
本
来
貼
り
継
が
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

〔O
O
五
〕
東
大
寺
大
仏
殿
院
歩
廊
に
用
い
る
瓦
の
生
産
を
要
請
し
た
牒

[福
山
]。

正
文
と
し
て
作
成
す
る
も

「不
用
」
と
な
る
。
奥
の

「良
弁
」
自
署
僅
欠
。
聖

武

の

一
周
忌
に
備
え
、
歩
廊
造
営
を
急
が
せ
た
こ
と
は
、
『続
日
本
紀
』
勝
宝

八
歳
六
月
甲
辰
条
に

「勅
、
明
年
国
忌
御
斎
、
応
レ
設
二
東
大
寺

一。
其
大
仏
殿

歩
廊
者
、
宜
レ令
三
六
道
諸
国
営
造
、
必
会
二
忌
日
一。
不
レ
可
二怠
緩
こ

と
見
え

る
。
七
月
食
口
案

〔○
〇

一
-

二
i
五
〕
に

「仏
殿
図
」
と
あ
る
の
も
こ
れ
に

関
係
す
る
か
。
ほ
か
に
、
勝
宝
九
歳

〔○
〇
六
〕
〔○
〇
八
〕
〔○
〇
九
〕
も
歩

廊
造
営
関
係
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
造
東
大
寺
司
で
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
。

〔O
O
七
〕
造
東
大
寺
司
政
所
か
ら
写
経
所

へ
鹿
帙
を
支
給
す
る
符
。
造
東
大
寺

司
紙
筆
墨
軸
等
充
帳

(勝
宝
五
年
六
月
九
日
始
、
十
三
1
～
18
、
四
67
、
四
68
、

十
三
1
4
9
、
四
69
、
十
三
1
5
0
、
廿
五
1
9
6
、
四
74
～
75
)
と
類
似
す
る
。
本
来
は
同

帳
の

一
部
に
含
ま
れ
て
い
た
か
。

鹿
帙

の
用
途
に
つ
い
て
は
、
「奉
写
間
雑
経
帙

料
」
と
い
う
表
現
か
ら
す
れ

ば
、
間
写
を
指
す
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
当
時

の
間
写
は
少
部
数
で
あ
り
、
麓

帙
を
三
百
枚
以
上
要
す
る
と
は
到
底
考
え
が
た
い
。
勝
宝
八
歳
九
月
と

い
う
時

期
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
山
下
有
美
氏
が
明
ら
か
に
し
た
図
書
寮
経
の

整
理

(
〔○
〇

一
-
三
ー

一
・
二
〕
〔〇

一
一
〕
～

〔〇

一
八
〕
参
照
)
に
用

い

ら
れ
た
可
能
性
を
考
慮
す
る
べ
き
か
。

〔○
〇
八
〕
左
右
、
新
補
白
紙
。
九
月
食

口
案

〔○
〇

一
ー
三
-

一
〕
の
画
師
の
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項
に

「絵
所

々
荘
図
」
と
あ
る
の
と
関
係

し
よ
う
。

〔O
O
九
〕
染
草
の
申
請
解
。
奥
、
「口
口

(以
前

ヵ
)」
微
存
、
切
断
。
勝
宝
八

歳
九
月
食
口
案

〔○
〇

一
-
三
ー

一
〕
に
鵬
纈
工
十
人
、
勝
宝
九
歳
正
月
食
口

案

(勝
宝
九
歳

〔○
〇
三
ー

一
ー
一
〕
)

に
染
鵬
纈
の
脾
十
三
人
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
前
後

の
食
口
案
に
は
見
え
な
い
。
本
文
書
は
染
色
前
の
申
請
で
あ
り
、

ま
た
裏
の

〔〇

一
〇
〕
(勝
宝
八
歳
九
月
廿
三
日
付
)
が
二
次
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
作
成
時
期
は
八
歳
九
月
を
く
だ
ら
な
い
と
推
測
し
た
。

〔O
一
一
〕
図
書
寮
経
の
目
録
が
表
面
か
ら
裏
面
に
続
く

[栄
原

c
]
。
山
下
有
美

氏
は
裏
面
が
途
中
で
書
き
止
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
裏
面
が
反
故
と
な

っ
て
表

面
に
用

い
ら
れ
た
と
し
、
表
裏
を
別
に
扱
う

[山
下
b
]
。
表
面

〈六
〉
奥
に

余
白
が
残
る
こ
と
は
気
に
な
る
が
、
筆
跡
も
表
裏
ほ
ぼ
同
筆
と
見
て
よ
い
こ
と

か
ら
、
表
か
ら
裏
に
連
続
し
て
書
き
な
が
ら
、
裏
面
途
中
で
止
め
た
と
理
解
し

て
お
き
た
い
。

〔O

一
一
〕
～

〔O

一
八
〕
図
書
寮
経
の
目
録
。
図
書
寮
経
は
勘
経
の
証
本
と
し

て
勝
宝
六
年
に
造
東
大
寺
司
写
経
所
に
移
管
さ
れ

[栄
原

c
]
、
各
処
に
奉
請

さ
れ
て
い
た

(勝
宝
七
歳

〔〇

一
二
〕)
。
勝
宝
八
歳
九
月

・
十
月
ま
で
に

一
度

返
却
さ
れ
た
ら
し
く
、
こ
の
こ
ろ
、
開
元
釈
教
録

(巻
十
九

・
二
〇
)
に
基
づ

い
て
整
理
さ
れ
た
こ
と
が
、
山
下
有
美
氏

に
よ

っ
て
推
定
さ
れ
て
い
る

[山
下

b

c
]
。
参
考
に
、
備
考
の
項
に

[山
下
b
]
に
お
け
る
目
録

の
番
号
を
付
し

た
。
〔○
〇

一
-
三
-

一
・
二
〕
も
参
照
。

〔〇

一
五
〕
～

〔〇

一
八
〕
は
開
元
釈

教
録
の
順
序
に
従

い
、

一
～
十
三
櫃

に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
八
歳
九
月

・
十
月
の
新
た
な
目
録
作
成
の
際
の
産

物
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
〔
〇

一
一
〕
～

〔〇

一
四
〕
は
釈
教
録

の
順
序
と
は
異
な
り
、
順
次
増
加
し
た
図
書
寮
の
目
録
の
写
し
と
目
さ
れ
る
。

そ
の
構
成
と
内
容
自
体
は
勝
宝
六
年
以
前

に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

便
宜
八
歳
に
収
め
る
こ
と
に
し
た
。
〔〇

一
一
〕
は

一
～
九
櫃
お
よ
び
甲
櫃
か

ら
な
り
、
〔〇

一
三
〕
に
よ
れ
ば
甲
櫃
は
十
二
帙
ま
で
あ

っ
た
。
十

一
櫃
以
後

の
構
成
は

〔〇

一
二
〕
に
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
〔〇

一
二
〕
〔〇

一
三
〕
に
は
、

勝
宝
七
歳
に
四
大
寺

や
嶋
院
に
奉
請
し
た
際
の
注
記
か
と
思
わ
れ
る

「今
」

「大
」
「○
」
「
〉
」
の
朱
が
見
え
る

[山
下
b
]。

天
平
勝
宝
九
歳

(天
平
宝
字
元
年
)

〔O
O
一
〕

〔O
O
二
〕
東
大
寺
で
の

一
切
経
借
り
入
れ
記
録

〔○
〇

一
〕

(た
だ

し
、
出
納
業
務
は
造
東
大
寺
司
写
経
所
の
上
馬
養
に
よ
る
)
と
、
法
華
寺
で
の

貸
出

・
検
納
記
録

〔○
〇
二
〕
。
〔○
〇
二
〕
の
冒
頭

「東
大
寺
令
二奉
請
一経
」

は
、
「東
大
寺

に
奉
請

(貸
出
)
し
た
経
」
と

い
う
意
味
だ
ろ
う
。
最
終
行

「天
平
勝
宝
九
歳
二
月
十
日
奉
返

一
切
経
七
百
六
十
二
部
二
千
九
百

(後
欠
)」

は
、

一
連
の
貸
し
借
り
の
総
計
に
あ
た
る
。
〔○
〇
二
〕
は
最
後
の
返
却
時
に

東
大
寺
側
に
渡
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、
〔○
〇

一
〕
と
貼
り
継
が
れ
て
伝
来
し
た

可
能
性
が
あ
ろ
う
。

法
華
寺

一
切
経
の
貸
出
期
間
は
十
日
ほ
ど
。
正
月

・
二
月
食
口
案

〔○
〇
三

ー

一
ー

一
・
二
〕
に

一
切
経
奉
読
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
東
大

寺
側
で

一
切
経
の
読
経
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
正
月
六
日
に
死
去
し
た

橘
諸
兄

(『続
日
本
紀
』)
の
仏
事
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る

[山
下

c
]
。

〔O
O
三
〕
写
書
所
の
食
口
案
。
現
状
で
は

〈四
〉
に
往
来
軸
が
付
く
が
、
本
来

は

〈
一
〉
に
付
け
ら
れ

(端
に
幅
広
の
糊
痕
あ
り
)、
裏
の
勝
宝
八
歳
具
注
暦

の
抜
き
だ
し
に
伴
な

っ
て

〈四
〉
に
付
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
枝
番
号

の
付
け

方
や

一
次
の
勝
宝
八
歳
具
注
暦
に
つ
い
て
は
、
勝
宝
入
歳

〔○
○
一
〕
参
照
。

勝
宝
九
歳
食
口
案
は
、
各
月
の
食
口
案

(写
書
所
解
)

の
上
位
に
お
い
て
二

つ
の
集
合

〔1

一
・
二
〕
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
〔1

一
〕
は
具
注
暦
を
用
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い
て
八
歳
九
月
以
降

の
食

口
案
を
作
成
し
た
折
に
続
け
て
作
成
さ
れ
、
〔1

一

-
三
〕
ま
で
具
注
暦
を
用

い
た
後
は
、
別
の
反
故
紙

(七
歳

〔〇

一
五
〕
)
を

貼
り
継
い
で
書
か
れ
る
。
そ
し
て
、
八
月
食
口
案

〔1

一
ー
八
〕
ま
で
来
た
と

こ
ろ
で
、
こ
の
七
歳

〔〇

一
五
〕
の
冒
頭
部
分
が
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

八
月
ま
で
で

一
区
切
り
が
あ
り
、
奥

の
余
白
を
切
断
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
こ
こ
に
異
質
な
経
所
解

〔ー

一
-
九
〕
が
貼
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
、

〔1
二
〕
が
右
に
余
白
を
と

っ
て
書
き
始
め
て
い
る
こ
と
も
、
〔ー

一
・
二
〕
の

作
成
段
階
の
違

い
を
示
す
も
の
と
言
え

る
。
な
お
、
こ
の
前
後
で
末
尾
文
言
も

変
化
し
て
い
る

(「食
口
如
レ前
」
↓

「食
口
如
レ
件
」
)
。

こ
の
よ
う
に
本
文
書
は
八
月

・
閏

八
月
を
境
と
す
る
段
階
を
経
て
、

一
年
間

分
を
成
巻
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
本
文
書
お
よ
び
勝
宝
八
歳
食
口

案

〔○
〇

一
〕
は
、
と
も
に
八
月
を
境
と
し
て
作
成
段
階
を
異
に
す
る
。
こ
の

こ
ろ
の

「年
度
」
の
意
識
を
考
え
る
上

で
興
味
深
い
が
、
例
え
ば
上
日
帳
に
う

か
が
え
る
よ
う
に
、
通
常
は
八
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
を

一
年
度
と
す
る
の
で

あ
り
、
八
月
ま
で
で
区
切
り
を
つ
け
る
も

の
は
見
当
た
ら
な

い
。
記
し
て
後
考

を
侯
ち
た
い
。

〔ー

一
ー

一
・
二
〕

正
月

・
二
月
の
知

識
の
項
に

「仕

一
切
経
奉
読
所
」
、
二

月
の
仕
丁

の
項
に

「奉
請

一
切
経
」
と
見
え
る
。
〔○
○
一
〕

〔○
〇
二
〕
と
対

応
す
る
。

〔1

一
ー
二

・
七

・
八
〕

装
漢
や
舎
人

の
項
に

「造
法
進
師
紙
」
「造
大
唐
院

紙
」
と
見
、え
る
。
ま
た
、
勝
宝
八
歳
九
月
食
口
案

〔○
〇

一
ー
三
-

一
〕
の
装

漢
の
項
に
も

「造
大
唐
僧
紙
」
と
あ

っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
法
進

H
大
唐

僧

(院
)
と
見
て
、
宝
字
二
年
に
完
成
し
た
大
般
若
経

・
道
厳
経
の
料
紙
と
見

る
栄
原
永
遠
男
氏
の
説
が
あ
る

[栄
原
d
]。

〔1

一
ー
九
〕

こ
の
経
所

(奉
写
経
所
)
は
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経

・
諸
仏
集
会

陀
羅
尼
経

〔間
写
V
〕
の
た
め
写
経
機
関
で
、
そ
れ
ま
で
の
写
書
所
と
は
異
な

る

(〔〇
二
一
〕
参
照
)。
端
裏
書
に

「案
文
」
(未
収
)
と
あ
り
、
当
初
は
単

独

で
存
在
し
た
よ
う
だ
が
、
未
修
目
録

・
奈
良
博
目
録
と
も
本
文
書
ま

で
を

〔1
一
〕

と

一
連
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
〔!
一
〕

と

〔1
二
〕
を
貼
り
継
ぐ
以

前
に

〔ー

一
〕
の
奥
に
貼
り
継
が
れ
た
の
だ
ろ
う
。
写
書
所

・
経
所
と
も
に
上

馬
養
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
現
状
で
は
さ
ら
に

宝
字
二
年
十
月
の
写
経
所
解
案

(十
三
3
5
2
)
を
貼
り
継
ぐ
が
、
こ
れ
は
続
々
修

成
巻
時
の
も
の
。

〔O
O
四
〕

〔O
O
五
〕
い
ず
れ
も
絵
花
盤
所
の
解
案
で
、
写
書
所
同
様
、
上
馬
養

の
署
名
を
持

つ
。
〔
○
〇
五
〕
は

〔○
〇
四
〕
の
追
筆
前
と
同
文

で
あ
る
。
内

容
的
に
は
絵
花
盤

・
絵
大
仏
殿
図

・
絵
大
仏
殿
垂
木
枚
金
等

の
行
事
が
う
か
が

え
、
勝
宝
八
歳

・
九
歳

の
食
口
案
に
計
上
さ
れ
て
い
る
画
師
の
仕
事
と
合
致
す

る
が
、
本
文
書

の
内
容
が
反
映
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
九
歳
二
月
食
口
案

〔○
〇

三
-

一
ー
二
〕
と
は
若
干
異
な

っ
て
い
る
。

絵
花
盤
所
は
仏
具

(聖
武
の
死
と
関
係
す
る
か
)
作
成
の
た
め
の
臨
時
の
部

局
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
食
口
が
写
書
所
解
に
よ

っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る

の
は
、
写
経
事
業
が
停
滞
し
て
い
た
当
該
期
に
、
写
書
所
の
領
で
あ
る
上
馬
養

が
絵
花
盤
所
の
領
も
兼
任
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

〔○
〇
六
〕
左
右
、
新
補
白
紙
。
大
仏
殿
院
歩
廊
造
営

の
た
め
の
、
必
要
な
緑
青

を
計
上
し
た
文
書
。
勝
宝
八
歳

〔○
〇
五
〕、
九
歳

〔○
〇
八
〕
〔○
〇
九
〕
等

参
照
。
七
行
目

「見

一
千

一
百
九
十
八
斤
十

一
両
」
は
、
八
行
目

「准
見
定

所
」

(「欠
五
百
鼎

一
斤
五
両
」
の
上
に
位
置
す
る
、
未
収
)
を
抹
消
し
て
六

・

八
行
間
に
書
く
。

〔○
〇
九
〕
四
隅
の
文
字
が
失
わ
れ
て
お
り
、
文
書
を
白
緑
の
包
み
紙
に
転
用
し

た
こ
と
が
分
か
る
。
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〔O

一
O
〕
東
大
寺
大
仏
殿
廟

(裳
階
か

[
福
山
])
の
彩
色
事
業
に
関
す
る
画
師

歴
名
と
そ
の
功
銭
帳
。
厳
密
に
は
写
経
機

関
関
係
文
書
で
は
な
い
が
、
便
宜
収

録
し
た
。
〔1
一
・

二

・
三
〕
は
動
員
の
た
め
の
歴
名
で
、
こ
の
事
業
が
勝
宝

九
歳
に
準
備
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
実
作
業
は
翌
宝
字
二
年
の
三

・
四
月
に

進
め
ら
れ
た

(画
師
行
事
功
銭
注
進
文
、
宝
字
二
年
三
月
十
七
日
付
、
四
2
6
5
～

2
6
6

ほ
か
)。
「
天
平
宝
字
三
年
三
月
始
給
」
と
記
す

〔1
四
〕
は
、
以
上
の
功
銭

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

([福
山
]
は

こ
れ
を
二
年
三
月
の
誤
記
と
み
る
)。

こ
の
事
業
は
写
書
所
食
口
案
に
見
え
る
画
師
と
は
異
な
り
、
ま
た
歩
廊
の
造
営

と
も
区
別
さ
れ
る
点
、
注
意
し
て
お
き
た

い
。

接
続
に
つ
い
て
。
本
文
書
を
は
じ
め
、
東
大
寺
大
仏
殿
の
彩
色
作
業
に
関
す

る
文
書
は
、
い
ず
れ
も
数
通
が
貼
り
継
が
れ
て
造
石
山
寺
所
の
帳
簿
に
二
次
利

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
使
用
時
期
は
宝
字

六
年
八
月
十
日
周
辺
に
集
中
す
る
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
彩
色
関
係
文
書
は

一
括
し
て
、
あ
る
い
は
既
に
貼
り
継

が
れ
た
形
で
石
山
寺
に
持
ち
込
ま
れ
、
適
宜
切
断

・
は
が
し
と
り
を
経
て
使
用

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る

[岡
藤
]
。
彩
色

関
係
文
書
問
に
見
ら
れ
る
貼
り
継
ぎ

は
、
二
次
利
用
以
前

の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、

以
下
の
二
つ
の
帳
簿
を
検
討
す
る
。

・
造
石
山
寺
写
経
所
米
売
価
銭
用
帳

(宝
字
六
年
八
月
十
日
始
、
五
2
6
6
～
2
7
0
、
〔中
間
欠
〕
十
五
4
5
2
十
三
行
目
～
4
5
3
)

・
造
石
山
寺
写
経
所
食
物
用
帳

(宝
字
六
年
八
月
十
二
日
始
、
十
五
4
7
1
～
4
7
9
、
十
五
4
8
0
～
4
8
1
、
以
下
略
)

こ
の
二
つ
の
帳
簿
の
冒
頭
に
、
そ
れ
ぞ
れ

〔ー

一
・
二
〕
、
〔ー
三

・
四
〕
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を

〔〇

一
〇
〕

一
件
と
し
て
ま
と
め
た
。

そ
の
根
拠
は
、
ま
ず

〔ー
一
〕

と

〔ー
二
〕
、
〔ー
三
〕
と

〔1
四
〕
は
、
そ
れ

ぞ
れ
遅
く
と
も
二
次
段
階
に
は
貼
り
継
が
れ
て
お
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
れ

以
前
か
ら
継
が
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
次
に
、
〔1
三
〕
は
画
工
司
と
思

し
き
部
署
か
ら
の
解
三
通
の
必
要
部
分
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
、
〔ー

二
〕

を
記
す
Z
K

一
一

(
一
)
裏
の
奥
に
あ
る
辛
人
大
万
呂

・
家
部
乙
万
呂
の
歴
名

か
ら
、
Z
Z
三
八
i
八

〈四
〉
裏
の

「右
二
人
…
」
に
続
く
と
見
ら
れ
る

(史

料
目
録
)
。
し
た
が
っ
て
、
〔1

二

・
三
〕
は
本
来
続
く
も
の
で
あ
り
、
結
果
、

〔i

一
・
二

・
三

・
四
〕
が
二
次
以
前
か
ら
貼
り
継
が
れ
て
い
た
可
能
性
を
指

【画師等歴名井功銭帳の構成】
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摘
で
き
よ
う
。
逆
に
、
も
し

〔1

一
〕
〔1
二

・
三
〕
〔1
四
〕
が
貼
り
継
が
れ

て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
存
在

し
た
の
で
あ
れ
ば
、
二
次
利
用
時
に
わ
ざ

わ
ざ

〔ー

二

・
三
〕
間
で
は
が
し
と
る
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
右

の
二
帳
簿

の
作
成
に
際
し
て
、
既
に
貼
り
継
が
れ
て
い
た

〔〇

一
〇
〕
を

〔ー

二

・
三
〕
間
で
は
が
し
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
書
き
始
め
た
と
推
測
す
る
。

〔○

一
一
〕
〔○
一
二
〕

い
ず
れ
も
心
経

百
巻

〔間
写
U
〕

の
た
め
の
用
度
申
請
解

の

一
部
。
〔〇

一
一
〕
の
前
半
、
未
収
部
分
の
内
容
は
、
〔〇

一
二
〕
と
ほ
ぼ
同

じ
。
〔〇

一
二
〕
は
後
欠
で
年
月
日
不
明
だ
が
、
〔○
一
一
〕
と
同
日
と
見
て
よ

い
だ
ろ
う
。
翌
十
六
日
に
、
申
請
し
た
料
紙
が
納
入
さ
れ
て
い
る

(写
経
所
経

紙
納
帳
、
三
6
1
1
)
。

〔○

一
六
〕
大
安
寺
か
ら
の
経
巻
送
り
状
。
経
巻
名
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
大

日
古
は

「奉
請
最
勝
王
」
経
と
推
定
す
る
が
、
三
部
で
六
巻
と

い
う
構
成
や
、

同
日
の

〔〇

一
七
〕
造
東
大
寺
司
牒

で
仁
王
会
で
の
転
読
の
た
め
岡
本
院
に
仁

王
経
を
求
め
て
い
る
こ
と
、
〔〇

一
七
〕
と
の
文
言
の
類
似
性

(「在
る
に
随
い

て
」
)
か
ら
、
欠
損
部
分
は

「奉
請
仁
王
」
経
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
仁
王

会
は

『続
日
本
紀
』
宝
字
元
年
七
月
庚
午
条

の

「於
二
宮
中

一設
斎
、
講
二
仁
王

経

一焉
」
を
指
す

の
だ
ろ
う
。
こ
の
七
月
に
は
奈
良
麻
呂

の
変
が
あ
り
、

一
連

の
処
罰
の
後
に
仁
王
会
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
祥
瑞
の
発
見

・
改
元
と
い
っ
た
政

治
的
セ
レ
モ
ニ
ー
が
続

い
た

[中
林
]
。

〔○

一
八
〕
造
東
大
寺
司
写
経
所
の
経
師
等
の
上
日
帳
。
わ
ず
か
四
人
分
し
か
記

さ
な

い
が
、
奥
に
余
白
が
あ
り
、
完
形
と
考
え
ら
れ
る

[栄
原
b
]。

〔○

一
九
〕

〔〇
二
〇
〕
〔○
二一

〕

〔○

二
二
〕
い
ず
れ
も
、
左
右
新
補
白
紙
。
藤

原
仲
麻
呂
宣
に
よ
る
、
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経

・
諸
仏
集
会
陀
羅
尼
経

〔問
写

V
〕
に
関
す
る
文
書
。
こ
の
写
経
機
間
は
、
こ
れ
ま
で
の
写
書
所
と
は
異
な
り
、

〔〇

一
九
〕

で
は
治
部
大
輔

の
市
原
王

が
、
〔〇
二一

〕
で
は
紫
微
中
台

・
造
東

大
寺
司
官
人
と
市
原
王
が
署
名
し
て
い
る
。
嶋
院
で
の
勘
経
事
業
に
重
点
が
移

り
、
停
滞
し
て
い
た
写
書
所
に
代
わ

っ
て
こ
の
間
写

の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
と

見
ら
れ
る

[山
下

a
]
[山
本
]。

お
わ
り
に

以
上
、
天
平
勝
宝
六
年
か
ら
天
平
勝
宝
九
歳

(天
平
宝
字
元
年
)
に
お
け
る
写

経
機
関
関
係
文
書
を
見
て
き
た
。
『大
日
本
古
文
書
』
で
当
該
年
間
に
収
め
な
が

ら
本
稿
に
採
録
し
て
い
な

い
も
の
は
、
当
該
年
間
以
外
の
時
期
に
係
る
と
判
断
し

た
も
の
、
あ
る
い
は
こ
れ
以
前
の
時
期
に
開
始
さ
れ
た
帳
簿
類
に
含
ま
れ
る
と
判

断
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
に
収
め
な
か

っ
た
も
の
の
中
に
は
、
藤
原
仲
麻
呂
家

や
東
大
寺
大
修
多
羅
衆
の
写
経
に
関
す
る
文
書
な
ど
が
あ
る
。

も

っ
と
も
、
誤
ま
り
や
漏
れ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
当
該
年
間
の
全
体
像
を

考
え
る
た
め
に
は
、
前
後
の
帳
簿
を
含
め
て
、
改
め
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
勘
経
事
業
の
意
義
や
経
過
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
文
書
に
つ
い
て
の
見

解
は
示
し
た
も
の
の
、
先
学
の
提
起
し
た
問
題
を
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な

か

っ
た
。
造
東
大
寺
司
写
経
所
の
事
業
が
停
滞
し
て
い
た
時
期

で
も
あ
り
、
文
書

の
残
り
方
や
上
馬
養
の
位
置
付
け
な
ど
、
検
討
す
る
べ
き
問
題
は
多

い
。
い
ず
れ

も
他
日
を
期
し
た
い
。
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〔参

考

文

献

〕

飯

田
剛
彦

「
正
倉
院
事
務

所
所
蔵

『正

倉
院
御

物
目

録

十

二

(未
修
古

文
書

目
録
)
ヒ

(
一
)

(
二
)

(三
)

(
『正
倉

院
紀
要
』

二
三

・
二
四

・
二
五
、

二
〇
〇

一
・
二
〇
〇

二

・
二
〇
〇
三
年
)

遠
藤
慶
太

「中
宮

の
追
福
」

『正
倉
院
文
書
研
究
』

七
、
二
〇
〇

一
年

大

平
聡

a

「善

光
朱

印

経

の
基

礎

的
考

察
」

(
『神

奈

川
地

域
史

研

究
』

六
、

一
九

八
七

年
)

大
平

聡
b

「
天
平
勝
宝

六
年

の
遣
唐
使

と
五

月

一
日
経
」

(
『日
本
律
令

制
論
集
』

上
巻
、

吉
川
弘
文
館
、

一
九
九

三
年
)

大
平

聡

c

「
五
月

一
日
経

の
勘

経
と
内
裏

・
法
華
寺
」

(
『宮

城
学
院
女

子
大
学

キ

リ

ス
ト

教
文
化
研
究
所

研
究
年
報
』

二
六
、

一
九
九

三
年

)

岡
藤
良
敬

『
日
本
古
代
造
営
史
料

の
復
原

研
究
』

(法

政
大

学
出
版
局
、

一
九

八
五
年
)

栄

原

永

遠

男

a

「
『食

口
案
』

よ

り

見

た

写

経

事

業

の
運

営

と

経

師

等

の

勤

務

状

況

(上
)
」

(
『古
代
史
研
究
』

三
、

一
九

八
五
年
)

栄

原
永
遠
男

b

「
上

日
帳

に

つ

い
て
」

(
『古
代

・
中

世

の
政
治

と
文
化
』

思
文
閣

出
版
、

一
九
九

四
年
)

栄
原

永
遠
男

c

「
図
書
寮

経

の
構
成
と

展
開
」

(
『奈
良

時
代

の
写
経
と

内
裏
』
塙
書

房
、

二
〇

〇
〇
年
、
初
出

一
九
九
七
年
)

栄
原
永
遠
男

d

「鑑
真
将
来
経

の
行
方
」

(同

上
書

、
初
出

一
九
九
七
年
)

鷺
森

浩
幸

「
八
世
紀

の
法
華
寺
と

そ
れ
を

め
ぐ

る
人

び
と
」

(
『正
倉
院

文
書

研
究
』
四
、

一
九
九

六
年
)

佐
久

間
竜

「
慈
訓
」

(
『日
本
古

代
僧
伝

の
研
究
』
吉

川
弘

文
館
、

一
九

八
三
年
、
初

出

一

九

五
七
年
)

杉
本

一
樹

a

「端

継

・
式
敷

・
裏
紙
」

(『
日
本
古

代
文
書

の
研
究
』
吉

川
弘
文

館
、
二
〇

〇

一
年
、
初
出

一
九
九

一
年
)

杉
本

一
樹

b

「
宝
亀
年
間

『奉
写
大
小
乗
経
律

論
目
録
』

と

一
次
文

書

の
復
原
」

(同
上
書

、

初
出

一
九
九

二
年
)

薗
田
香
融

「南
都
仏
教

に
お
け
る
救

済

の
論
理

(序
説
)
」

(
『
日
本
宗
教

史
研
究

四

救
済

と
そ

の
論
理
』
法
蔵
館
、

一
九
七
四
年
)

申
林
隆
之

「
日
本
古
代

の
仁
王
会
」

(
『正
倉

院
文
書
研
究
』
六
、

一
九
九
九
年
)

西
洋
子

a

「
食

口
案

の
復
原

(
1
)
」

(
『正
倉
院
文
書
研
究
』
四
、

一
九
九
六
年
)

西
洋
子

b

『正
倉
院
文
書
整
理
過
程

の
研
究
』

(吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇

二
年
)

福
山
敏

男

「
東
大
寺
大
仏
殿

の
第

一
期

形
態
」

(
『寺
院

建
築

の
研
究
』
中
、
中
央

公
論
美

術
出
版
、

一
九
八

二
年
、
初
出

一
九
五
二
年
)

皆
川
完

一
a

「
光
明
皇
后
願
経
五
月

一
日
経

の
書
写
に

つ
い
て
」

(『
日
本
古
代
史
論
集
』

上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六

二
年
)

皆
川
完

一
b

「
(
口
絵
解
説
)
造
東
寺
司
解
」

(
『日
本
歴
史
』
四
四
八
、

一
九
八
五
年
)

宮

崎
健
司

a

「光
明
皇
后

発
願
五
月

一
日
経

の
勘
経

に

つ

い
て
」

(『尋

源
』
四

一
・
四
二

合
併
号
、

一
九
九

二
年
)

宮

崎
健

司
b

「
天
平

勝
宝

七

歳

に
お

け

る

『大

宝

積

経
』

の
勘

経
」

(
『正

倉

院
文

書

研

究
』

二
、

一
九
九
四
年
)

山
下
有
美

a

『正
倉
院
文
書
と
写
経
所

の
研
究
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
年
)

山
下

有
美

b

「五
月

一
日
経

『創

出
』

の
史
的

意
義
」

(
『正
倉

院
文
書

研
究
』
六

、

一
九

九
九
年
)

山

下
有

美

c

「
嶋
院

に
お

け

る
勘

経

と

写
経
」

(
『正

倉

院
文

書

研
究
』

七
、
二
〇

〇

一

年
)

山
本
幸
男

『写
経
所
文
書

の
基
礎
的
研
究
』

(吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇

二
年
)
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作成または発信→受信 大 日古 文書の所在 次 他 の利 用 備 考

四35～37、33～35、 J35〈6>裏 ～ 〈3>裏、 1 二次、大乗経律論目録

三655～656、 四39 〈11>裏～ 〈8>裏、 (宝亀3、 廿 一116、113

～48
、72～73 J30〈3>裏 ～ 〈1>裏、 ～115、116～121

、76～

J10〈12>裏 ～ 〈1>裏、 79、72～76、66～71、

J21〈8>裏 〈7>裏 59～66)

外嶋院花厳講師所→造東 四35～36 J35〈6>裏 1 二次、大乗経律論目録

大寺司写経所 (宝亀3、 廿一116)

四36～37 J35〈5>裏 ～〈3>裏 1 二次、大乗経律論目録

(宝亀3、廿 一113～115)

鑑真→良弁→造東大寺司 四36 J35〈5>裏 1 二次、大乗経律論目録 「花」「三」「元」等 の

(写経所) (宝亀3、 廿 一115) 追筆は造東大寺司側で

の もの。3行 目 「花 厳

経二部」は 「花厳経一

部」の誤まり

外嶋院花厳講師所→造東 四36～37 J35〈4>裏 1 二次、大乗経律論目録

大寺司写経所 (宝亀3、廿一114～115)

伊吉寺三綱壇越→造東大 四37 J35〈3>裏 1 二次、大乗経律論目録

寺司(写経所) (宝亀3、廿一113～114)

四33～35、 三655 J35〈11>裏 ～〈8>裏、 1 二次、大乗経律論目録

～656 J30〈3>裏 ～ 〈1>裏 (宝 亀3、 廿 一116～121、

76～79)

外嶋院→造東大寺司写経 四33 J35〈11>裏 1 二次、大乗経律論目録

所 (宝亀3、廿 一120～121)

外嶋院写花厳経所→造東 四33 J35〈10>裏 1 二次、大乗経律論目録

大寺司写経所 (宝亀3、廿 一119～120)

東大寺三綱→造東大寺司 四34 J35〈9>裏 1 奥に造東大寺司の判、

→写経所 写経所案主の呉原生人

の貸 出記録あ り。 二次、

大乗経律論目録(宝 亀

3、 廿 一117～119)

外嶋院→造東大寺司写経 四35 J35〈8>裏 、J30〈3> 1 二次、大乗経律論目録

所 裏 (宝亀3、 廿 一116～

117)、 同(廿 一79)

外嶋院→造東大寺司写経 三655 J30〈2>裏 1 二次、大乗経律論目録

所 (宝亀3、 廿 一78～79)

外嶋院→造東大寺司写経 三655～656 J30〈1>裏 1 二次、大乗経律論目録

所 (宝亀3、 廿一76～78)

四39～41 J10〈12>裏 ～ 〈9>裏 1 二次、大乗経律論目録

(宝亀3、 廿一72～76)

紫微中台→造東大寺司 四39～40 JlO〈12>裏 1 二次、大乗経律論目録

(宝亀3、 廿一75～76)
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目 録

天平勝宝六年(754)

文書番号 文 書 名 年月日 期間/作 成 写経事業 文書機能

001 外嶋院等来牒継文 勝宝6.2.27
～ 勝 宝7

.8.16 経巻 ・料紙等出納帳

001-1 花厳講師所疏巻返抄 勝 宝6.2.27 作成 (菩薩蔵経疏) 疏巻検納返抄

001ー2 外嶋院等来牒継文 勝 宝6.3.18
～ 勝 宝6 .3。24 経巻 ・料紙等出納帳

001-2-1 鑑真状 (勝宝6.3).18 作成 華厳経 ・大集経 ・大

品経 〔問写0〕

経巻貸出申請

001-2-2 花厳講師所奉請文 勝宝6,3.24 作成 新華厳経 〔間写J〕 経巻貸出

001-2-3 伊吉寺三綱壇越等解 勝 宝6.3.24 作成 大般若経 〔問写J〕 経巻貸出

001-3 外嶋院等来牒継文 勝宝6.4。4 ～(勝 宝6) .5.10 経巻 ・料紙等出納帳

001-3-1 外嶋院経論奉送文 勝 宝6.4.5 作成 (遺教経論) 経巻貸出(外嶋院→

唐和上所)の 通知

001-3-2 夘鳴院写花厳経所料紙

返抄

勝宝6.4.4 作成 旧華厳経 〔間写I〕 料紙検納返抄

001-3-3 東大寺三綱牒 勝 宝6.4。15 作成 (東大寺の安居) 経台申請

001-3-4 外嶋院牒 勝宝6.4.20 作成 旧華厳経 〔問写I〕 料紙 ・経巻検納返抄、

経巻返却、料紙請求

001-3-5 外嶋院牒 勝 宝6.5.1 作成 旧華厳経 〔間写I〕 料紙請求

001ー3-6 外嶋院牒 (勝宝6).5.10 作成 旧華厳経 〔聞写I〕 経巻留置申請、一部

返却、料紙請求

001-4 外嶋院等来牒継文 勝 宝6.5.15
～ 勝 宝6

.5.23 経巻 ・料紙等出納帳

001-4-1 紫微中台牒 勝 宝6.5.15 作成 (安居→)大宝積経勘

経 五月一日経勘経

経巻検納返抄
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外嶋院→造東大寺司写経 四40 J10〈11>裏 1 二次、大乗経律論目録

所 (宝亀3、 廿一73～74)

紫微中台→造東大寺司 四40～41 J10〈10>裏 1 二次、大乗経律論目録

(写経所) (宝亀3、 廿一72～73)

紫微中台→造東大寺司 四41 JlO〈9>裏 1 余白に出納に伴なう別

(写経所) 筆あり。二次、大乗経律

論 目録(宝 亀3、廿一72)

四41～44 J10〈8>裏 ～〈6>裏 1 二次、大乗経律論目録

(宝亀3、 廿一66～71)

外嶋院→造東大寺司→写 四41～42 J10〈8>裏 1 奥に造東大寺司の判あ

経所 り。余白に出納に伴な

う別筆あ り。二次、大乗

経律論目録(宝 亀3、

廿 一70～71)

伊吉寺三綱→造東大寺司 四43 J10〈7>裏 1 余白に出納に伴なう別

(写経所) 筆、および下銭注文あ

り。二次、大乗経律論目

録(宝 亀3、廿一68～70)

外嶋院→造東大寺司写経 四44 JlO〈6>裏 1 余白に出納に伴なう別 2行 目、「粟 麻 呂」で は

所 筆あり。二次、大乗経 なく「宗麻呂」。文書末

律論 目録(宝 亀3、 廿 尾に「六月十八日田口

一66～67) 兄人」あり(未収)

四45～48、72～73 J10〈5>裏 ～ 〈1>裏、 1 二次、大乗経律論目録

J21〈8>裏 〈7>裏 (宝亀3、 廿一59～66)

外嶋院→造東大寺司写経 四45 J10〈5>裏 1 余白に出納に伴なう別 別 筆、〈4>に わ た る。

所 筆あり。二次、大乗経 貼り継ぎ後の書きこみ

律論目録(宝 亀3、 廿

一65～66)

外嶋院写経所→造東大寺 四45～46 J10〈4>裏 1 奥の余白に出納に伴な 別 筆、〈3>に わ た る。

司写経所 う別筆あり。二次、大乗 貼り継ぎ後の書きこみ

経律論目録(宝 亀3類

収、廿一64～65)

外1鳴院写経所→造東大寺 四46～47 JlO〈3>裏 1 余白に出納に伴なう別 「旧花厳三峡」の細書

司写経所 筆あり。二次、大乗経 に 「十」あり(未収)

律論目録(宝 亀3、 廿

一63～64)

外嶋院→造東大寺司写経 四47 J10〈2>裏 1 余白に出納に伴なう別 別 筆、〈1>に わ た る。

所 筆あり。二次、大乗経 貼り継ぎ後の書きこみ。

律論目録(宝 亀3、 廿 5行 目 「右 使経」は

一62～63)
「右件経」の誤まり

外嶋院→造東大寺司写経 四47～48 J10〈1>裏 、J21〈8> 1 余白に出納に伴なう別 J21〈8>、 写 真 帳 に〈9>

所 裏 筆あり。二次、大乗経律 とあるが誤り

論 目録(宝 亀3、 廿 一

61～62)、 同(廿 一61)

某勘経所→造東大寺司 四72～73 J21〈7>裏 1 二次、大乗経律論目録 J21〈7>、写 真 帳 に〈8>

(写経所) (宝亀3、 廿一59～61) とあるが誤り
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001-4-2 外嶋院牒 (勝宝6)。5。17 作成 旧華厳経 〔聞写I〕/

〔間写J〕

経巻 ・料紙検納返抄、

経巻貸出

001-4-3 紫微中台牒 勝宝6,5,17 作成 (安居→)五月一日経

勘経

経巻来 ・未来の通知

001-4-4 紫微中台牒 勝 宝6.5.23 作成 (安居→)五月一日経

勘経

経巻検納返抄

001-5 外嶋院等来牒継文 勝 宝6.6.1
～(勝 宝6) .6.18 経巻 ・料紙等出納帳

001-5-1 外嶋院牒 勝 宝6.6.1 作成 旧華厳経 〔問写I〕 料紙進上

001-5-2 伊吉寺三綱解 勝 宝6.6.13 作成 大般若経 〔聞写J〕 経巻検納返抄

001-5-3 外嶋院牒 (勝宝6).6.18 作成 旧華厳経 〔間写I〕 行事報告

001-6 外嶋院等来牒継文 (勝宝6).6.27 ～ 勝 宝7 .8.16 経巻 ・料紙等出納帳

001-6一1 外嶋院牒 (勝宝6),6.27 作成 旧華厳経 〔問写I〕/

〔問写J〕

経巻返却申請、料紙

請求

001-6-2 外嶋写経所牒 (勝 宝6).7,10 作成 旧華厳経 〔間写I〕 料紙請求

001-6-3 外嶋写経所牒 勝 宝7.6.19 作成 新旧華厳経〔問写Q〕

/華 厳経勘経力

経巻貸出(返却)申請

001-6-4 外嶋院牒 (勝宝7).6.22 作成 新旧華厳経〔間写Q〕

/華 厳経勘経力

経巻貸出(返却)申請

001-6-5 外嶋院牒 (勝宝7).6.26 作成 新旧華厳経〔聞写Q〕

/華 厳経勘経力

経巻貸出(返却)申請

001-6-6 某勘経所牒 勝 宝7。8。16 作成 五月一日経勘経 指示願い
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造東大寺司(→ 紫微中台

力)

未収 拾遺14〈全1> 1 空 冒頭、異筆「口東大口」。

末行、三嶋 「滑巻」

十三45～50 ZZ6-14〈 全4> 1・2 〈3>、一 次 〔003-4'〕 巻首に往来軸 「花厳紙

井軸宮進帳」(表裏同)

紫微中台→造東大寺司 十三45～46 ZZ6-14〈1> 1

造東大寺司写経所(→ 紫

微中台)

十三46 ZZ6-14〈2> 1 奥 の 余 白に 〔003-3〕を

書 く

造東大寺司写経所(→ 紫

微中台)

十三47 ZZ6-14〈2> 1 〔003-2〕の奥 の余 自 に

書 く

造東大寺司(→紫微中台) 十三47～48 ZZ6-14〈3> 2 一 次 、〔003-4'〕

造東大寺司(→紫微中台) 十三48 ZZ6-14〈3>裏 1 二 次、〔003-4〕

造東大寺司写経所 十三49～50 ZZ6-14〈4> 1 端裏部分に 「楊伽経四

巻」とあり

造東大寺司(→ 内裏/紫

微中台ヵ)

十三50～57 ZZ10-26〈4>～ 〈9> 2 〈9>裏 、一一 次 〔037〕、〈8>

裏 〈7>裏 、一 次 〔038〕

付箋 「出ノニ」「口」

(〈4>右の補紙にあり)

僧善基→造東大寺司→写

経所

十三62 ZZ16-7〈21> 1 奥に造東大寺司の判、

写経所案主の呉原生人

の貸出記録あり

裏封あり

高橋蓑万呂→造東大寺司 四1 Z42⑪ 〈12> 1

造東大寺司写経所(→ 鑑

真)

十三63～64 ZZ16-7〈20> 1

造東大寺司写経所 十三64～69 ZZIO-26〈1>～ 〈3> 1 〈3>裏、二次 〔019〕 〈1>、空

造東大寺司写経所 四1～12 ZB36〈 全5> 1 巻首に往来軸 「充大般

若井花厳」(表)、「経紙

帳勝宝六年三月」(裏)

外嶋院→造東大寺司写経

所

十三69～70 ZZ16-3〈11> 1 未修 目録345(20-4)「 一

枚」

上毛野君粟守(外 嶋院)

→造東大寺司写経所

四13 Z42⑫ 〈13> 1

上毛野君粟守(外1鳴院)

→造東大寺司写経所

廿五171 ZZ16-4〈25> 1 付箋 「廿峡口」。未修 目

録388(20-7)「 一枚」

古神徳→造東大寺司写経

所

十三70 ZZ6-12〈1> 1 未修 目録341(20-4)「 一

枚」

写書所(→ 造東大寺司) 十三71～72 ZZ38-5〈4>裏 〈3>

裏

1 二 次 、勝 宝8〔001-2-4・

5〕

奥に異筆 「以六月十八

日給了」とあり

外嶋院→造東大寺司写経所 四14 Z42⑬ 〈14> 1 「粟守」自署

造東大寺司写経所 十三73～77 ZZ10-27〈 全3> 1 巻首に軸(往 来破損)。

冒頭4行 抹消。〈3>付箋

「州に ノ十九」。未修目

録1057「(壱巻)三枚」
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002 造東大寺司解案(?) (勝 宝6.2.6頃

力)

(勝宝6.1.28以 後

2.24以 前)

旧華厳経 〔間写I〕 行事報告、経巻等進

上

003 華厳経紙井軸宮進帳 勝宝6.2.6
～ 勝 宝6

.10.25 旧華厳経 〔間写I〕 料紙・軸等進上帳

003-1 紫微中台牒 勝 宝6.2.6 作成 旧華厳経 〔間写I〕 経巻・紙 軸等留置の

通知(料 紙返抄)

003-2 写経所料紙進上文案 勝 宝6.2.18 作成 旧華厳経 〔間写Ｉ〕 料紙進上

003-3 写経所料紙進上文案 勝 宝6.2.24 作成 旧華厳経 〔間写I〕 料紙進上

003-4 造東大寺司牒案 勝 宝6.2.24 作成 旧華厳経 〔問写I〕 行事報告、料紙申請

003-4' 造東大寺司牒案 勝 宝6.2,23 作成 旧華厳経 〔聞写I〕 行事報告、料紙申請

003-5 写経所料紙進上帳 勝 宝6,4.4
～ 勝 宝6 .10,25 旧華厳経 〔間写I〕 料紙進上帳

004 造東大寺司解案 勝 宝6.2.18 作成 大般若経 ・華厳経

〔聞写J〕

用度申請

005 僧善基奉請文 勝宝6.2.23 作成 (元量義経) 経巻貸出申請(→ 貸

出命令→貸出簿)

006 高橋蓑万呂写経料紙奉

送文

勝 宝6.3.4 作成 料紙進上

007 写経所奉請文 (勝宝6.3。18) 作成 華厳経・大集経・大品

経〔間写0〕

経巻貸出記録

008 大般若経井華厳経充紙

帳

勝 宝6.3.19
～ 勝 宝6 .4.11 大般若経 ・華厳経

〔間写J〕

充紙(筆墨)帳

009 大般若経井華厳経充紙

帳

勝 宝6.3.19
～ 勝 宝6 .6,8 大般若経 華厳経

〔問写J〕

充紙(筆墨)帳

010 外嶋院牒 勝宝6.4.29 作成 旧華厳経 〔間写J〕 経巻貸出

011 外嶋院零落経奉請文 勝宝6.5.23 作成 (安居→)五月一日経

勘経力

経巻貸出(捜索)申請

012 外嶋院奉請文 (勝宝6).5.23 作成 (安居→)五月一日経

勘経力

経巻貸出申請

013 古神徳手実 勝 宝6.5.25 作成 大般若経 ・華厳経

〔問写J〕

行事報告

014 写書所解案 勝 宝6,6.8 作成 注陀羅尼集経 〔間写

E〕ほか

布施申請(→支給簿)

015 外嶋院奉請文 勝 宝6.7.28 作成 百部梵網経〔間写K〕 経巻貸出

016 百部梵網経井法華経本

井紙筆墨充帳

勝 宝6.7.28
～ 勝 宝6 。8,7 百部梵網経 ・法華経

〔聞写K・L〕

本井紙筆墨充帳
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造東大寺司写経所 十三101～105 ZZ10-10〈 全2> 1 〈2>裏に「人足毛乞」と 巻首に往来軸「充百部

あり 梵網経本」(表)、「井紙

筆墨帳六年八月」(裏)。

未 修 目録1059(42-21)

「(壱巻)二枚」

造東大寺司写経所 十三106～110 ZZ38-6〈13>裏 ～ 1 二次 、勝宝9〔003-2〕

〈8>裏

造東大寺司写経所 十三97～98 ZZ10-26〈3>裏 2 一 次 、〔008〕

造東大寺司→山階寺三綱 十三98～99 ZZ16-3〈10> 1 奥に山階寺三綱経巻検 未 修 目録799(32-2)

→造東大寺司 納 返抄(勝 宝6.9.6)を 「一枚」

書く

造東大寺司写経所 四15～19 拾遺15〈全2> 1 巻首に往来軸「充百部

法花」(表)、「経本勝宝

六年/八 月八日」(裏)

造東大寺司写経所 四19～27 ZK14〈 全4> 1 巻首に往来軸「充百部

法花」(表)、「経 紙帳」

(裏)(未収)

十三100、四27～28 ZZI6-7〈22>、ZB 1 二 次、勝宝8〔001-1〕

10③④

薬師寺三綱→造東大寺司 十三100 ZZ16-7〈22> 1 二次、勝宝8〔001-1-2〕

大安寺三綱→造東大寺司 四27～28 ZB10③ 〈3> 1 二 次 、勝 宝8〔001-1-2・

1〕

下野寺鎮三綱→造東大寺

司

四28 ZB10④ 〈4> 1 二次、勝宝8〔001-1-1〕

造東大寺司写経所 十三83～84 ZZ5-1〈1>～ 〈9> 2・1 〈6>裏 ～ 〈3>裏、 一 次

〔040〕(天地 逆)。〈2>裏

～〈1>裏、楽書 あ り

外嶋院→造東大寺司写経 十三100～101 ZZ16-3〈12> 1

所

造東大寺司 十三111 ZZ37-9〈27> 1 付箋「十五ノニ」「十九」。

未修 目録228「 一枚」

造東大寺司写経所 十三78～83 ZZ5-3〈 全3> 1 仮候を貼り継いで使用 巻首に往来軸 「充百部

(各紙端裏付近に峡題 法花経」(表)、「装潰帳」

あり*注1) (裏)

(外嶋院→)造 東大寺司 十三111～112 ZZ2-10〈6> 1 勝 宝7〔003〕 の奥の余

白に書く

造東大寺司写経所 廿五175～176 ZZ26-10〈8> 1 付箋 「三 廿七 ノ第一」。

未修 目録526「 一枚」。

造東大寺司 十三112～113 ZZ46-4〈7> 1 二次、勝 宝7〔027〕 未修 目録238(15-7)

「一枚 」

写書所(→ 造東大寺司? 十三113～114 ZZ38-5〈5>裏 1 二次、勝 宝8〔001-2-6・ 付箋「計ニノ十四」。

紫微中台?) 7〕 未修 目録847「(乙)一

枚」
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017 百部梵網経本井紙筆墨

充帳

勝宝6.7.28 (～ 勝 宝6.8.1) 百部梵網経 〔問写K〕 本井紙筆墨充帳

018 写経所経師以下上日帳 勝宝6.8 ～勝 宝7 .7 常疏ほか 上日帳

019 百部梵網経充装漬帳 (勝宝6).8.4 ～(勝 宝6) .8.7 百部梵網経 〔間写K〕 (書上帳→)充装潰帳

(装書)

020 造東大寺司牒 勝 宝6.8,7 作成 百部法華経〔問写L〕 経巻貸出申請(→検

納返抄)

021 百部法華経充本帳 勝宝6,8.7 勝宝6.8.9 百部法華経〔間写L〕 充本帳

022 百部法華経充紙帳 勝宝6.8.7 ～ 勝 宝6
.9.2 百部法華経 〔間写L〕 充紙(筆墨)帳

023 諸寺三綱牒継文 勝 宝6.8.9 作成 百部梵網経 〔間写K〕 経巻検納返抄

023-1 薬師寺三綱牒 勝 宝6.8.9 作成 百部梵網経 〔問写K〕 経巻検納返抄

023-2 大安寺三綱牒 勝 宝6。8,9 作成 百部梵網経 〔聞写K〕 経巻検納返抄

023-3 下野寺鎮三綱牒 勝 宝6,8.9 作成 百部梵網経 〔問写K〕 経巻検納返抄

024 百部法華経書上帳 勝 宝6.8.15 ～ 勝 宝6.9 .4 百部法華経 〔問写L〕 書上帳

025 外嶋院奉請文 勝 宝6.8.ユ5 作成 (広百論本) 経巻貸出

026 造東大寺司請経緒文案 勝 宝6.9.7 作成 百部法華経 〔間写L〕 経緒申請

027 百部法華経充装横帳 勝宝6 (勝宝6.9ご ろ?) 百部法華経 〔間写L〕 (書上帳→)充装横帳

(装書)

028 外嶋院牒案 勝宝6.⑩.19 作成 阿弥陀浄土の貸出申

請

029 常疏校正注文 勝宝6 (勝 宝6.⑩20以

前)

常疏 校正注文

030 造東大寺司造経井菩薩

像文案

勝宝6.⑩.20 作成 地蔵経 〔間写M〕 造経 ・造菩薩像の報

告

031 写書所解案 勝 宝6.11,12 作成 旧華厳経 〔問写1〕 布施申請(→支給簿)
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造東大寺司 十三114～115 ZZ16r4〈18> 1 端裏書 「紫壇井屑在東

公文櫃北者」

付箋「八枚ノ内 廿五」。

自署抹消

造東大寺司写経所 十三115～116 ZZ35-7〈6> 1

図書寮→造東大寺司 四32 Z16④ 〈9> 1

紫微中台→造東大寺司→

写経所

十三116 ZZ15-4〈12>裏 1 二次 、勝宝7〔参 考1-4〕

造東大寺司写経所 十三28～34 ZK16〈1>〈2>、 〈2>

裏

1 裏 に続 く。〈1>裏は空

造東大寺司写経所 十三57 ZZ10-26〈9>裏 1 二次 、〔004〕 仮に勝宝6に 収める

造東大寺司写経所 十 三57～60 ZZIO-26〈8>裏 〈7>

裏

1 二次 、〔004〕 仮に勝宝6に 収める

僧善基→造東大寺司 十三63 ZZ37-9〈45> 1 仮に勝宝6に 収める

写経所 十三85 ZZ5-1〈6>裏 ～ 〈3>

裏

1 天地逆 。二次、〔024〕 仮に勝宝6に 収める

作成または発信→受信 大 日 古 文書の所在 次 他 の利 用 備 考

東大寺僧教輸→造東大寺

司写経所

十三121 ZZ16-7〈5> 1 二次、〔007〕

廿 五183～185、180

～183

J25〈4>裏 ～ 〈1>裏、

〈10>裏～ 〈5>裏

1 二次、小 乗経 律 論 目録

(宝亀3、 廿560～572)

廿五183～184 J25〈4>裏 〈3>裏 1 二次、小 乗経 律 論 目録

(宝亀3、 廿562～565)

外嶋院→造東大寺司写経

所

廿五183～184 J25〈4>裏 1 二次、小乗 経 律 論 目録

(宝亀3、 廿563～565)

法華寺→造東大寺司(写

経所)

廿五184 J25〈3>裏 1 二 次、小乗 経 律 論 目録

(宝亀3、 廿562～563)

廿五184～185 J25〈2>裏 〈1>裏 1 二 次、小乗 経 律 論 目録

(宝亀3、 廿560～562)

外嶋院→写書所 廿五184～185 J25〈2>裏 1 二 次、小乗 経 律 論 目録

(宝亀3、 廿561～562)

石川豊麻呂(判官)→造東

大寺司

廿五185 J25〈1>裏 1 奥に造東大寺司の判あ

り。二次、小乗経律論目

録(宝亀3、廿560～561)

外嶋院写経所→造東大寺

司写経所

廿 五180 J25〈10>裏 1 二 次、小 乗 経 律論 目録

(宝亀3、 廿571～572)

廿 五180～182 J25〈9>裏～ 〈7>裏 1 二 次、小 乗 経律 論 目録

(宝亀3、 廿568～571)

外嶋院写経所→造東大寺

司写経所

廿 五180 J25〈9>裏 1 二 次、小 乗 経律 論 目録

(宝亀3、 廿570～571)
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032 造東大寺司奉請文案 勝 宝6.11.26 作成 (喩伽論) 経巻貸出

033 経本充経師注文 勝宝6 (勝 宝6.11,26以 後

6.12.4以 前)

華厳経・大集経 大品

経 〔問写0〕

充本帳

034 図書寮移 勝 宝6.ユ2.13 作成 (薬師経) 経巻貸出(返 却?)、

奮返却

035 紫微中台牒 (勝宝6) 五月一日経勘経、大

般若経 華厳経 〔問

写J〕カ

経巻奉請・聞写指示ヵ

036 敷金銀塵雑色紙用残注

文

(勝宝6) 〔問 写C・D・F・H・1〕

ほ か

色紙用残注文

037 経師画師受物文案 未詳 (10日 ～23日) 受物文

038 写経用度物文案 未詳 用度物文

039 僧善基抄本送進状 未詳 (抄本3巻) 抄本送進

040 布施井装潰紙注文 未詳 装溝紙注文

天平勝宝七歳(755)

文書番号 文 書 名 年月日 期間/作 成 写経事業 文書機能

001 僧教輸啓 勝 宝7.1.21 作成 (開元 目録ほか) 目録等貸出申請

002 外嶋院等来牒継文 勝 宝7.1.30
～ 勝 宝8 .5.4 経巻 ・軸等出納帳

002-1 外嶋院等来牒継文 勝 宝7.1.30
～ 勝 宝7

.2.9 経巻 ・軸等出納帳

002-1一1 外嶋院牒 勝 宝7.工.30 作成 新華厳経 〔間写N〕カ 経巻貸出、経巻検納

返抄

002-1-2 法華寺経巻勘受文 勝宝7,2.9 作成 大般若経 ・華厳経

〔間写J〕

経巻検納返抄

002-2 外嶋院等来牒継文 勝 宝7.2.7
～(勝 宝7) .9.1 経巻・軸等出納帳

002-2-1 外嶋院牒 勝 宝7.2.7 作成 新旧華厳経〔問写N〕

カ

経巻貸出

002-2-2 石川豊麻呂啓 (勝宝7)。9,1 作成 軸請求

002-3 外嶋院写経所牒 勝 宝7.5.10 作成 新旧華厳経〔問写Q〕

/華 厳経勘経力

経巻貸出(返却)申請

002-4 外嶋院等来牒継文 勝 宝7.5.13
～ 勝 宝8 .4.5 経巻 ・軸等出納帳

002-4-1 外嶋院写経所牒 勝 宝7。5.13 作成 新旧華厳経〔問写Q〕

/華 厳経勘経力

経巻貸出(返却)、経

巻貸出申請

169



夘鳴院→造東大寺司写経 廿五181 J25〈8>裏 1 二次、小乗経律論目録

所 (宝亀3、 廿569～570)

石川垣守→造東大寺司 廿 五181～182 J25〈7>裏 1 奥に造東大寺司の判あ

り。二次、小乗経律論目

録(宝 亀3、廿568～569)

廿五182～183 J25〈6>裏 〈5>裏 1 二次、小乗経律論目録

(宝亀3、 廿565～567)

紫微中台→造東大寺司 廿五182 J25〈6>裏 1 奥に異筆の経巻注文、

造東大寺司の判あり。

二次、小乗経律論目録

(宝亀3、 廿566～567)

藤原北家→造東大寺司政 廿五183 J25〈5>裏 1 二次、小乗経律論目録

所 (宝亀3、 廿565～566)

夘鳴院(→造東大寺司)→ 十三122～132 ZZ2-10〈1>～ 〈6> 1 追筆 多 し(下 限7,8.20)。 〈1>空、端裏書「外嶋院

造東大寺司 奥の余白に勝宝6〔028〕 一切経散帳」、付箋附

*本 文参照 を書く 四 ノ十 三」「一」あ り。

未修 目録887「6枚 」

造東大寺司写経所 十 三158～159 ZZ35-7〈7> 1 端裏付近に「用」「成」 奥、余白大、しみ広がる

「巻」「充」等の習書あ

り(未収)

奉写宝積経所(→ 薬師寺 十三133～134 ZZ16-2〈10> 1

勘経所)→ 中嶋院→造東

大寺司

奉写宝積経所→薬師寺勘 十三132～133 ZZ16-2〈11> 1 奥に薬師寺の判あり

経所→中嶋院→造東大寺

司

造東大寺司写経所 十三121～122 ZZI6-7〈5>裏 2 一 次 、〔001〕

東大寺三綱→造東大寺司 十三134～135 ZZ44-10〈14> 1 奥に使僧記載、および

写経所 上馬養の判あり

造東大寺司(→ 山階寺) 十二470～473 ZZ12-2〈8>裏 ～ 1 二次 、勝宝8〔015-1〕

〈6>裏

造東大寺司(→ 山階寺) 十三178～181 ZZI2-7〈1>～ 〈2> 1 未 修 目 録881(34-11)

「(壱巻)六枚」。勝宝8

〔011〕参照

造東大寺司(→ 山階寺) 廿五185～193 拾遺17〈全7> 1 端裏書 「請山階寺帳」

造東大寺司 十三172～178 ZZ12-6〈 全3> 1 仮候を貼り継いで使用 端裏書「図書寮経散」。

(各紙端裏付近に候題 〈1>付箋 「廿 四 二」。未

あり*注2) 修 目録448「←一巻)三 枚」

造東大寺司写経所 十三135～142 ZZ6-15〈 全6> 1・2 〈1>奥裏に天地逆に 巻首に往来軸 「花厳経

「口徴 」「四 秩 」、〈2>端 請外嶋」(表)、「花厳請

裏に「花」「口峡代」あ 外嶋」(裏)。未修 目録

り(未収)。 〈5>裏、一次 860(33-6)「 往来(壱 巻)

〔018〕 六枚」
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002-4-2 外嶋院牒 勝宝7.5,20 作成 新旧華厳経〔問写Q〕

/華 厳経勘経力

経巻貸出・返却

002-4-3 石川垣守啓 勝 宝8.4.5 作成 軸請求

002-5 外嶋院等来牒継文 勝宝8.4.18 ～ 勝 宝8
.5.4 経巻 ・軸等出納帳

002-5-1 紫微中台牒 勝 宝8.4.18 作成 (薬師経転読) 経巻貸出請求

002-5-2 北家牒 勝 宝8.5,4 作成 (藤原北家写経) 経巻返却

003 外嶋院一切 経散帳 勝 宝7.2.9 作成

(～勝宝7.8.20)

五月一日経勘経 経巻散帳(→検納簿

→出納通知)

004 経師歴名 (勝宝7.2ご ろ) 十部華厳経 〔問写N〕 充本歴名

005 奉写宝積経所牒 傑) 勝宝7.3.23 作成 大宝積経勘経 経巻貸出申請

006 奉写宝積経所牒 勝 宝7.3.23 作成 大宝積経勘経 経巻貸出申請

007 写経所経巻出用帳 勝 宝7,3.26
～ 勝 宝7 .3.30 大宝積経勘経 経巻貸出帳

008 東大寺三綱解 勝 宝7.4.3 作成 経台貸出申請

009 造東大寺司牒案 (勝宝7.4).16 作成 五月一日経勘経 経巻貸出

010 造東大寺司牒案(図 書

寮経目録)

(勝宝7.4) 五月一日経勘経 経巻貸出(→経目録)

011 造東大寺司牒案 勝 宝7,4.21 作成 五月一日経勘経 経巻貸出(→貸出簿)

012 図書寮経散帳 勝 宝7,4。22
～ 勝 宝8 .7.2 大宝積経勘経、五月

一日経勘経
経巻散帳

013 華厳経奉請外嶋院帳 勝 宝7.5.3
～ 勝 宝7 .8,2 新旧華厳経〔聞写Q〕

/華 厳経勘経力

経巻貸出(返却)帳
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勘大宝積経所→造東大寺 四60 ZB5④ 〈4> 1 仮蛛を使用(裏に天地

司写経所 逆に峡題「般若五十四

1咲」あ り〔未収〕)

十三142～146 ZZ38-6〈5>裏 ～ 1 二 次 、勝…宝9〔003-1-4・

〈1>裏 5・6・7・8〕

造東大寺司(→ 大安寺 ・ 十三142～144 ZZ38-6〈5>裏 〈4> 1 二 次、勝宝9〔003-1-6・

勘経使) 裏 7・8〕

大安寺 ・勘経使→造東大 十三144～146 ZZ38-6〈3>裏 ～ 1 二 次 、勝…宝9〔003-1-4・

寺司 〈1>裏 5・6〕

造東大寺司(→ 大安寺) 四61～66 ZB43〈 全6> 1 端裏書 「経請大安寺

案」(未収)。巻末に軸

あり(往 来破損)

十三147～149 ZZ40-4〈58>裏 ～ 1 二次、奉写一切経所食 <58>～<56>、 写真帳 に

〈56>裏 ロ 案(宝 亀6.1.1〔7.2.5 〈59>～〈57>とあ るが誤

～13部 分〕、廿 三281～ ま り

283)

外嶋院→造東大寺司写経 十三147 ZZ40-4〈58>裏 1 二次、奉写一切経所食

所 ロ 案(宝 亀6.1.1〔7.2.

11～13部 分〕、廿 三282

～283)

外嶋院→造東大寺司写経 十三148 ZZ40-4〈57>裏 1 二次、奉写一切経所食

所 口 案(宝 亀6.1.1〔7.2.8

～10部 分〕、廿 三282)

外嶋院→造東大寺司写経 十三148～149 ZZ40-4〈56>裏 1 二次、奉写一切経所食 表、付箋U仁 六」。

所 口 案(宝 亀6.1、1〔7.2. 未修 目録1044「 五十一

5～7部 分〕、廿三281) 枚」(食口案)

香楽寺三綱→写経司政所 四67～68 ZZ6-15〈5>裏 1 二 次、〔013〕

十 三150～151・154、 ZZ16-6〈13>〈14> 1

四74

造東大寺司写経所 十三150～151 ZZ16-6〈13> 1

大伴継仁→造東大寺司写 十三154 ZZ16-6〈14> 1

経所

外嶋院→造東大寺司写経 四74 Z42⑮ 〈16> 1

所

四70～72、73 ZB9④ ⑤ ⑥、Z30 1

⑧

薬師寺→中嶋院→造東大 四70 ZB9④ 〈4> 1

寺司

大安寺→中嶋院→造東大 四71 ZB9⑤ 〈5> 1

寺司

元興寺→中嶋院→造東大 四71～72 ZB9⑥ 〈6> 1

寺司

元興寺勘経所→中嶋院→ 四73 Z30⑧ 〈8> 1

造東大寺司
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014 勘大宝積経所牒 勝 宝7.5.21 作成 大宝積経勘経 経巻貸出申請

015 大安寺奉請文 勝 宝7.5.27 作成 五月一日経勘経

015-1 造東大寺司牒案 勝 宝7.5.27 作成 五月一日経勘経 経巻貸出(→貸出簿)

015-2 大安寺勘経使奉請文 勝 宝7.5.27 作成 五月一日経勘経 経巻貸出申請(→貸

出簿)

016 造東大寺司牒案 勝 宝7.5.27 作成 五月一日経勘経 経巻貸出(→貸出簿〉

017 外嶋院奉請文 (勝宝7).5,29 ～(勝 宝7) .6,6 新旧華厳経〔問写Q〕

/華 厳経勘経力

経巻貸出(返却)申請

017-1 外嶋院奉請文 (勝宝7).5.29 作成 新旧華厳経〔間写Q〕

/華 厳経勘経力

経巻貸出(返却)申請

017-2 外嶋院牒 (勝 宝7).6.1 作成 新旧華厳経〔間写Q〕

/華 厳経勘経力

経巻貸出(返却)申請

017-3 外嶋院牒 (勝 宝7)。6.6 作成 新旧華厳経〔問写Q〕

/華 厳経勘経力

経巻貸出申請、経巻

返却

018 香楽寺三綱牒 勝 宝7.6,11 作成 紙磯貸出申請

019 写経所経巻出納帳 勝 宝7.8.15 (～ 勝 宝7.8,19) 五月一日経勘経 経巻出納帳

019-1 写経所奉請経目録 勝宝7,8.15 作成 五月一日経勘経 奉請経目録

019-2 大伴継仁解 勝 宝7.8.19 作成 五月一日経勘経 経巻返却

0ユ9-3 外嶋院経巻奉還文 勝 宝7.8.18 作成 五月一日経勘経 経巻返却

020 諸寺三綱牒継文 勝 宝7.8.16
～ 勝 宝7 .8.17 五月一日経勘経(中

断)

経巻進上

020-1 薬師寺三綱井勘経所牒 勝 宝7.8.16 作成 五月一日経勘経(中

断)

経巻進上

020-2 大安寺三綱牒 勝 宝7.8,16 作成 五月一日経勘経(中

断)

経巻進上

020-3 元興寺三綱牒 勝 宝7.8.16 作成 五月一日経勘経(中

断)

経巻進上

020-4 元興寺勘経所解 勝 宝7.8.17 作成 五月一日経勘経(中

断)

勘未勘報告
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外嶋院→造東大寺司写経 十 三152～153 ZZ2-10〈7>〈8> 1 付 箋 「二」 「11f四ノ 十

所 三」。未 修 目録888「 二

枚」

造東大寺司写経所 十281～282 ZZ15-5〈7> 1

紫微中台(→元興寺)→造 十三154～155 ZZ16-7〈23> 1 奥に紫微中台少忠の判

東大寺司写経所 あり

造東大寺司写経所 十三155～156 ZZI6-6〈15>〈16> 1 〈15>裏、 罫紙

造東大寺司 四106～108 ZK6(2)(〈5>～ 2 〈5>裏、空。一次、写経 奥、余白大

〈3>)裏 所解案(勝 宝2ヵ 、十

一455～457部 分)

造東大寺司写経所 十三192～201 ZZ15-4〈3>～ 〈12> 2・1 〈11>裏〈5>裏、空。一 次 、

勝 宝6〔035〕、東大寺三

論 宗 牒(勝 宝4,11.9、

廿 五53～54)、 東大寺三

論 宗 牒(勝 宝4.8.24、

十 二352～353)、 写経所

解案(勝 宝2ヵ 、十一380

～384部 分)

造東大寺司写経所 十三192～197 ZZI5-4〈3>～ 〈9> 2 〈9>裏、一 次、東 大 寺 三

論 宗 牒(勝 宝4,8,24、

十 二352～353)。 〈8>裏

～ 〈3>裏、一 次、写 経 所

解 案(勝 宝2ヵ 、十 一

380～384部 分)。〈5>裏、

空

(嶋院→)造 東大寺司 十三197～198 ZZ15r4〈9> 2 一次、東大寺三論宗牒

(勝…宝4,8,24、 十 二352

～353)

造東大寺司(→ 嶋院) 十三198～200 ZZ15-4〈9>～ 〈11> 2・1 〈11>裏 、空 。 〈10>裏 、

一次
、東大寺三論宗牒

(勝 宝4.11,9、 廿 五53

～54)。 〈9>裏
、一 次 、東

大寺三論宗牒(勝 宝

4.8.24、 十 二352～353)

造東大寺司(→ 嶋院) 十三200～201 ZZI5-4〈12> 2
一次
、勝宝6〔035〕

造東大寺司(→1鳴院勘経 十三201～202 ZZ16-3〈13> 1 中途で破棄 端裏書 「嶋」

所)

十三113 ZZ46一4〈7>裏 2 一次 、勝宝6〔030〕

僧慧常→(造東大寺司ヵ) 廿 五199～200 ZZI2-ll〈11>裏 1 天地逆 。二次、〔029〕

(造東大寺司写経所) 廿 五199 ZZ12-11〈11> 2 一次 、〔028〕(天地逆) 付箋 「八枚ノ内 廿五

ノ九」
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021 外嶋院御願一切経奉出

文

勝 宝7.8。17 作成 (内裏での祈祷) 経巻移動(外嶋院→

内裏読一切経所)の

通知

022 写経所奉請注文 (勝宝7).8.20 作成 (内裏での祈祷力) 経巻貸出注文

023 紫微申台奉請文(案) 勝 宝7.8.21 作成 経巻貸出(紫微中台

→元興寺智光)の 通

知

024 写経所経疏論集出納帳 (勝 宝7.9.4) ～ 勝 宝7
.9.20 経巻出納帳

025 仏像雑具請用帳 (勝 宝7.11.26)
～ 勝 宝8 .4.23 (聖武の御葬関係ヵ) 仏像 ・雑具の請用記

録

参考1 経疏秩箋等奉請帳 天 平19.10,29
～ 勝 宝8 .7,8 五月一日経勘経、大

宝積経勘経

経疏秩箋等貸出帳

参考1ー1 経疏秩箋等奉請帳 天 平19.10.29
～ 勝 宝7

.8.28 五月一日経勘経、大

宝積経勘経

経疏鉄箋等貸出帳

参 考1-2 嶋院牒案 勝…宝7.8.25 作成 五月一日経勘経 経巻留置の通知

参考1-3 造東大寺司牒案 勝 宝8.7.8 作成

,

五月一日経勘経 経巻貸出

参考1-4 造東大寺司牒案 勝 宝8.7 作成 五月一日経勘経 経巻貸出

026 造東大寺司牒案 (勝宝7) 五月一日経勘経 未詳

027 経目録 (勝宝7) 五月一日経勘経 経目録

028 僧慧常状 (勝宝7) 使者の名を求む

029 経目録 〈勝宝7) 華厳経 大集経 大品

経〔間写0〕

経目録
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作成または発信→受信 大 日 古 文書の所在 次 他 の利 用 備 考

写書所(→ 造東大寺司) 十 三161～171、 四 ZB10④ 裏③裏、 2 一次、勝宝6〔023〕、 同 首に軸付痕あり

184～185、 四244 ZZ16-7〈22>裏 、 〔014〕、 同 〔031〕、 勝 宝

～245
ZZ38-5〈1>～ 〈5>、 8歳 具 注 暦(3.3～4.18

S8③裏 部分、四214～217)

写書所(→造東大寺司) 十三161～164 ZB10④ 裏③裏、 2 一次、勝宝6〔023〕 継文三通を二次利用

ZZ16-7〈22>裏

写書所(→ 造東大寺司) 十三161～162 ZB10④ 〈4>裏 、③ 2 一 次 、勝 宝6〔023-3・2〕

〈3>裏

写書所(→ 造東大寺司) 十三163～164 ZB10③ 〈3>裏、ZZ 2 一 次 、勝 宝6〔023-2・1〕

16-7〈22>裏

写書所(→ 造東大寺司) 十 三164～171 ZZ38-5〈1>～ 〈5> 1・2 〈5>裏、一 次 、勝 宝6 付箋 、〈1>に「廿九 ノニ」

〔031〕。 〈3>裏 、 一 次 、 「一」(未修 目録643「一

勝宝6〔014〕 枚」)、〈2>に「廿 九 ノ 十

三」「二」(未修 目録687

「片紙 廿枚」のうち)、

〈5>に「三」、〈5>裏に階

ニノ十四」(未修目録

847「一枚 」)

写書所(→ 造東大寺司) 十三164～165 ZZ38-5〈1> 1 端裏書 「食口案文」

写書所(→ 造東大寺司) 十三165～166 ZZ38-5〈1>〈2> 1

写書所(→ 造東大寺司) 十三167～168 ZZ38-5〈2> 1

写書所(→ 造東大寺司) 十三168～169 ZZ38-5〈3>〈4> 2 一次、勝宝6〔014〕

写書所(→ 造東大寺司) 十三169～170 ZZ38-5〈4> 2 一次、勝宝6〔014〕 後欠

写書所(→ 造東大寺司) 十三170 ZZ38-5〈5> 2 一次 、勝宝6〔031〕 前欠

写書所(→ 造東大寺司) 十三170～171 ZZ38-5〈5> 2
一次
、勝宝6〔031〕 〔001-2-6〕 の奥の余 白

に書く

写書所(→ 造東大寺司) 四184～185、 四244 S8③ 裏 2 一次、勝宝8歳 具注暦

～245
(3.3～4.18部 分 、四214

～217)

写書所(→ 造東大寺司) 四184～185、244 S8③ 〈5>裏、〈4>裏 2 一次、勝宝8歳 具注暦

(3.23～4.18部 分 、 四

215～217)

写書所(→ 造東大寺司) 四244～245 S8③ 〈4>裏 2 一次、勝宝8歳 具注暦

(3.3～3.22部 分 、四214

～215)
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q
雪

巳

天平勝宝八歳(756)

文書番号 文 書 名 年月日 期間/作 成 写経事業 文書機能

OO1 写書所食口案 勝宝8.1。30 ～ 勝 宝8 .10.30 食口案

001-1 写書所食口案 勝 宝8.1.30
～ 勝 宝8

.2.29 食 ロ案(1・2月)

001-1-1 写書所解 勝 宝8.1.30 作成 常疏、法華経 理趣経

・金剛般若経 〔問写

R〕、(引大殿石、絵

軸)

食口案(1月)

001-1-2 写書所解 勝 宝8.2.29 作成 常疏、(絵軸) 食ロ案(2月)

001-2 写書所食口案 勝宝8.3.30 ～ 勝 宝8 。8.30 食口案(3～8月)

001-2-1 写書所解 勝 宝8.3.30 作成 常疏、(絵軸、造唐智

威師紙)

食口案(3月)

001ー2-2 写書所解 (勝宝8.4.30) 作成 常疏、灌頂経 〔問写

S〕、(絵凡様、絵軸)

食口案(4月)

001-2-3 写書所解 (勝宝8。5.29) 作成 常疏、(絵軸) 食口案(5月)

001-2-4 写書所解 勝宝8.6.30 作成 常疏、法華経 〔間写

T〕、(造像)

食口案(6月)

001-2-5 写書所解 (勝宝8。7) 作成 常疏、法華経 〔間写

T〕、(仏殿図、絵軸)

食口案(7月)

001-2-6 写書所解 (勝宝8.8.30) 作成 未詳 食口案(8月)

001ー2-7 写書所解 勝 宝8.7.20 作成 (造仏像) 食口案(壇 法所)

001-3 写書所食口案 勝 宝8.9.29
～ 勝 宝8 .10.30 食口案(9～10月)

001-3-1 写書所解 勝 宝8.9.29 作成 常疏、図書寮経目録

書写、(絵荘図、鵬纈、

造大唐僧紙)

食口案(9月)

001-3-2 写書所解 勝宝8,ユ0.30 作成 図書寮経目録書写、

(絵軸)

食ロ案(ユ0月)
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僧霊曜(→ 造東大寺司) 十三171～172 ZZ15-8〈5>裏 1 二次、自所々請来経帳 未 修 目 録77(15-8)

(勝 宝4.5,16〔8.5.20 「(壱巻)七枚」(自所々

造東大寺司請経借収文 請来経帳〈全7>)。裏が

部分〕、十二291) あ るのは 〈5>のみ

僧慧常→造東大寺司 廿五198～199 ZZ38-8〈6>裏 1 二次、造石山寺写経所

食物 用 帳(宝 字6,8,12

〔6.10.11～18部 分 〕、十

五486～488)

造東大寺司写経所 十 三202～204 ZZ24-5〈9>〈10> 1・2 〈9>、仮峡 ない し裏 紙か。 中倉22-41往 来 軸 「自

〈10>裏、一次 〔006〕 八歳八月迄干/九歳七

月上日」が巻首に付く

か。〈9>〈10>間に白紙が

入る

造東大寺司写経所 十三202～203 ZZ24-5〈9> 1 裏、「口 〔雑〕経疏」 付箋 「未修三峡十巻」

(未収)。仮峡ないし裏 「四」

紙を使用したか

造東大寺司写経所 十三203～204 ZZ24-5〈10> 2 一次 、〔006〕 付箋 「未ll参三峡十巻」

「五」

造東大寺司(→ 興福寺三 四180 S7①(5)〈5> 1 二次 、〔007〕

綱)

国道→(造 東大寺司ヵ) 廿五202 ZZ24-5〈10>裏 1 二 次、〔004-2〕 「天平勝宝八歳八月十

八日 国道状謹」の前

行微存

造東大寺司政所→写経所 四183 S7①(5)〈5>裏 2 一 次 、 〔005〕 中央に別筆 「不用」。

署名は全て自署

造東大寺司 十三204～205 ZZ46-4〈12> 1 奥、余白大。付箋「出ノ

十一」「十口 〔二 ヵ〕」

染騰纈所→造東大寺司 廿五207～208 S45④ 〈4> 1 二次、 〔010〕 末行 「口口(以 前ヵ)」

微存

造東大寺司写経所 四183～184 S45④ 〈4>裏 2 一次、 〔009〕

造東大寺司写経所 十三181～192 ZZ12-7〈3>～ 〈6>、 1 〈3>裏、空。 未 修 目録881(34-11)

〈6>裏～〈4>裏 「(壱巻)六枚」。勝宝7

〔010〕参 照。[山 下b]

イ イ'目 録

造東大寺司写経所 十二449～459 ZZ12-2〈21>裏 ～ 1 〈12>〈14>〈19>〈20>、仮 [山下b]ハ 目録

〈12>裏 帳を貼り継いで使用

(裏に秩題あり*注3)。

二 次 、〔015-2〕

造東大寺司写経所 十二460～467 ZZ12-10〈5>裏 ～ 1 二次、 〔016〕 [山下b]ホ 目録

〈1>裏
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002 僧霊曜状 勝 宝8.2.7 作成 障子 ・幡申請

003 僧慧常状 勝宝8,6.9 作成 (律師就官) 彩色原料申請

004 写経所経師以下上日帳 勝宝8.8 ～勝宝9 .7 常疏、間写 上日帳

004-1 写経所経師以下上日帳 勝宝8.8 ～勝宝9 .7 常疏、聞写 上日帳

004-2 写経所経師以下上日帳 勝宝8.8 ～勝宝9 .7 常疏、間写 上日帳

005 造東大寺司牒案 勝宝8.8.14 作成 (大仏殿院歩廊) 瓦生産請求

006 国道状 勝…宝8.8.18 作成 未詳

007 造東大寺司政所符 勝 宝8.9.1 作成 (図書寮経の整理力) 飼映支給

008 東大寺領荘図料丹下文 勝 宝8.9.19 作成 (荘図作成) 荘図料の丹下記録

009 染鵬纈所解案 (勝宝8.9.23以 前) 染草申請

010 経台注文 勝宝8.9.23 作成 経台注文

011 図書寮経目録 (勝宝6以前ヵ) (図書寮経の整理) 経目録

大乗経律論・小乗経

律(9櫃分)。大乗経雑

秩(甲1～9蜘

012 図書寮経目録 (勝宝6以前力) (図書寮経の整理) 経 目録

小乗 経細 咲(1～5秩)、

小 乗 経 出 経(重1～3

秩)、大 乗 律 雑(1～3

秩)、小乗律雑(1秩)、

以上11櫃 。13～17櫃

013 図書寮経目録 (勝宝6以前力) (図書寮経の整理) 経 目録

大 乗 経 雑i咲(甲11～

121陶(1～71映)、 大乗

出経(1～2峡)

179



造東大寺司写経所 十二467～470 ZZ12-11〈1>〈2> 1 仮峡を使用(裏 に秩題

「大宝積経九秩十巻

大乗経/二 写」とあり

〔未収〕)

〔013〕の案文

造東大寺司写経所 十二473～499 ZZ12-2〈1>～ 〈22> 2・1 〈11>裏〈8>裏、空。一次、

奉写小乗 論 目録(勝 宝5

類収、 十二546～547)、

〔Q12〕、洗 布 秩 散 注 文

(勝宝5類 収 、十 二459)、

勝 宝7〔009〕、大 小 乗経

目録(未 収)、紫微 中 台

請 留 経 文(勝 宝5.5.7、

十二441～449)

[山下b]ロ ロ'目録

造東大寺司写経所 十二473～489 ZZ12-2〈1>～ 〈11> 2・1 〈11>裏、空。〈10>裏 〈9>

裏、一次、洗 布帳散注 文

(勝宝5類 収 、十 二459)。

〈8>裏～ 〈6>裏、勝 宝7

〔009〕。〈5>裏、大 小 乗

経 目録(未 収)。〈4>裏～

〈1>裏、紫微 中台請留経

文(勝 宝5.5.7、 十二441

～449)

[山下b]ロ 目録

〔015-2〕 と麻 緒 で 綴

じ合 わせ

造東大寺司写経所 十二489～498 ZZ12-2〈12>～

〈21>

2 〈12>〈14>〈19>〈20>、仮

帳 を貼 り継 いで 使 用

(1映題 あ り*注3)。 一次 、

〔012〕

[山下b]ロ'目 録

〔015-1〕 と麻 緒 で綴

じ合 わせ

造東大寺司写経所 十二498～499 ZZ12-2〈22> 2 一次、奉写 小乗論 目録

(勝宝5類 収、 十二546

～547)

[山下b]ゴ 目録

造東大寺司写経所 十二500～507 ZZ12-10〈1>～ 〈5> 2 一次、 〔013〕 [山下b]二 目録

造東大寺司写経所 十二507～512 ZZl2-10〈6>～

〈10>

2・1 〈8>裏、空。〈10>裏〈9>裏、

〈7>裏〈6>裏、一次 、経

(未収)

[山下b]ご 目録

造東大寺司写経所 十二507～511 ZZ12-10〈6>～ 〈8> 2・1 〈8>裏、空。〈7>裏〈6>裏、

経(未 収)

[山下b]ご 目録

造東大寺司写経所 十二511～512 ZZ12-10〈9>〈10> 2 一次、経(未 収) [山下b]二'目 録

造東大寺司写経所 廿三126～128 ZZI2-ll〈3> 1 端裏部分に「雑経六峡」

とあり。仮峡を使用し

たか

[山下b]へ 目録
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014 図書寮経目録 (勝宝6以前ヵ) (図書寮経の整理) 経目録

大乗経雑峡、大乗出

経

015 図書寮経目録 (勝宝8.9～10) (図書寮経の整理) 経目録

大乗経律論(1～10

櫃)

015-1 図書寮経目録 (勝宝8.9～10) (図書寮経の整理) 経 目録

大乗経(1～9櫃)

015-2 図書寮経目録 (勝宝8.9～10) (図書寮経の整理) 経目録

大乗経雑(1～11峡)、

大乗律、以上9櫃

015-3 図書寮経目録 (勝宝8.9～10) (図書寮経の整理) 経目録

大乗論(10櫃)

016 図書寮経目録 (勝宝8,9～10) (図書寮経の整理) 経目録

小乗経(1～81脚

017 図書寮経目録 (勝宝8.9～10) (図書寮経の整理) 経目録

小乗律論 ・賢聖集伝

(11～13櫃)

017-1 図書寮経目録 (勝宝8.9～10) (図書寮経の整理) 経 目録

小乗律論(11～12櫃)

017-2 図書寮経目録 (勝宝8.9～10) (図書寮経の整理) 経 目録

賢聖集伝(13櫃)

018 図書寮経目録 (勝宝8.9～10) (図書寮経の整理) 経 目録

別生経

181



作成または発信→受信 大 日古 文書の所在 次 他 の 利用 備 考

造東大寺司写経所 十三208～209 ZZI6-5〈9> 1

法華寺→造東大寺司写経

所

十三210～212 ZZI6-5〈10>〈11> 1 〈11>傷み に よ り、裏 打

紙 で〈10>に貼 り継 ぐ

写書所(→ 造東大寺司) 十 三213～216、 四

229～230、232～

234、236～238、

243、 十 三228～231

Z14① 裏、ZZ38-6

〈1>～〈6>、〈8>～

〈13>

2・1
一 次、勝 宝8歳 具注 暦

(首～1.26部 分 、四209

～213)、 勝宝7〔015〕 。

二次 、〔025〕。一次 、勝

宝6〔018〕

往 来軸「勝 宝九歳食 口」

(表)、「案」(裏)。 現状

では〔003-1-4〕に付 く

写書所(→ 造東大寺司) 十 三213～216、 四

229～230、232～

234、236～238、243

Z14① 裏、ZZ38-6

〈1>～〈6>

2 一 次、勝 宝8歳 具注 暦

(首～1.26部 分、四209

～213)

写書所(→ 造東大寺司) 十三213 Z14① 〈2>裏 2 一 次、勝 宝8歳 具注 暦

(L5～1,26部 分 、四212

～213)

写書所(→ 造東大寺司) 十三214～215 Z14① 〈1>裏 2 一 次、勝 宝8歳 具注 暦

(首～1,4部 分 、四209～

212)

写書所(→ 造東大寺司) 十三215～216 Z14① 〈1>裏 2 一 次、勝 宝8歳 具注 暦…

(首～1.4部 分)

写書所(→ 造東大寺司) 四229～230 ZZ38一右〈1>〈2> 2 一次 、勝宝7〔015-2〕 未修 目録906(35-4)

「(壱巻)六 枚」。〈1>から

〈6>まで、本 来の貼 り継

ぎ

写書所(→ 造東大寺司) 四232 ZZ38-6〈2>〈3> 2 一次 、勝宝7〔015-2〕

写書所(→ 造東大寺司) 四233～234 ZZ38-6〈3>〈4> 2 一次 、勝宝7〔015-2・1〕

写書所(→ 造東大寺司) 四236～237 ZZ38-6〈4>〈5> 2 一次 、勝宝7〔015-1〕

写書所(→造東大寺司) 四238 ZZ38-6〈5> 2 一次 、勝宝7〔015-1〕

奉写経所(→紫微中台ヵ) 四243 ZZ38絡 〈6> 1カ 二次 、〔025〕 端裏書「案文」(未収)

写書所(→ 造東大寺司) 十三228～231 ZZ38-6〈8>～ 〈13> 2 一次 、勝宝6〔018〕。〈13>

は空

付 箋 「口 」。未修 目録

445(23-4)「(壼 巻)六 枚」

写書所(→造東大寺司) 十三228 ZZ38-6〈8>〈9> 2 一 次、勝宝6〔018〕 端の余白に異筆 「一二

四三六五七」

写書所(→ 造東大寺司) 十三228～229 ZZ38-6〈10> 2 一 次、勝宝6〔018〕

写書所(→ 造東大寺司) 十三229～230 ZZ38づ 〈11> 2 一 次、勝宝6〔018〕

写書所(→造東大寺司) 十三230 ZZ38-6〈11> 2 一・次、勝宝6〔018〕

写書所(→造東大寺司) 十三231 ZZ38-6〈11>〈12> 2 一次、勝宝6〔018〕

絵花盤所(→ 造東大寺

司)

四222 Z29③ 〈3> 1 追筆多し。地にしみ連

続
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天平勝宝九歳(天 平宝字元年、757)

文書番号 文 書 名 年月日 期間/作 成 写経事業 文書機能

001 東大寺経巻出納帳 勝宝9,1,23 ～ 勝 宝9
,2.4 (一切経奉読/橘 諸

兄の仏事ヵ)

経巻出納帳

002 法華寺経巻出納帳 勝宝9.1.23
～ 勝 宝9

.2.10 (一切経奉読/橘 諸

兄の仏事ヵ)

経巻出納帳

003 写書所食口案 勝 宝9.1.29
～天平宝 字1.12.

30

食口案(1～12月)

003-1 写書所食口案 勝 宝9.1。29
～天平 宝字1 。8。29

(天平宝字1,10.15)

食口案(1～8月)

003-1-1 写書所解 勝 宝9.1.29 作成 (絵花 盤、騰纈、仕
一切経奉読所)

食口案(1月)

003-1-2 写書所解 勝宝9.2.30 作成 (彩色木花盤、界大仏

殿木後金、造法進師

紙、仕一切経奉読所)

食口案(2月)

003-1-3 写書所解 勝 宝9.3.29 作成 (界大仏御産花、界銀

花盤、押金薄木花盤)

食口案(3月)

003-1-4 写書所解 勝 宝9.4.30 作成 (切継最勝王経軸、

絵櫃)

食口案(4月)

003-1-5 写書所解 勝 宝9.5。29 作成 食口案(5月)

003-1-6 写書所解 勝宝9,6.30 作成 心経〔間写U〕 食口案(6月)

003-1-7 写書所解 勝 宝9.7.30 作成 心経〔間写U〕、(造大

唐院紙)

食口案(7月)

003-1-8 写書所解 宝字1.8.29 作成 (造大唐院紙) 食ロ案(8月)

003一1ー9 経所解 宝 字1.10.15 作成 金剛寿命陀羅尼経 ・

諸仏集会陀羅尼経

〔問写V〕

食 口案(9～10月)

003-2 写書所食ロ案 宝字1.⑧.30 ～ 宝 字1 .12.30 食口案(⑧ ～12月)

003-2一1 写書所解 宝 字1.⑧.30 作成 食口案(⑧ 月)

003-2-2 写書所解 宝 字1.9.29 作成 (彩色鼓筒) 食口案(9月)

003-2-3 写書所解 宝 字 ユ.10.30 作成 (彩色鼓筒、絵軸) 食口案(10月)

003-2-4 写書所解 宝字1.11 作成 (絵軸) 食 口案(1ユ月)

003-2-5 写書所解 宝 字1.12.30 作成 (絵千枝燈、絵寺負形) 食口案(12月)

004 絵花盤所解案 勝宝9。2.24 作成 (絵花盤・絵大仏殿図

・絵大仏殿垂木枚金)

単功報告
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絵花盤所(→造東大寺 十 三216 ZZ46吸 〈1> 1 付箋 「一」「計一 ノ十」。

司) 未修目録795「片紙三

十五枚」のうち

造東大寺司 四223 ZZ46r1〈13> 1 二次、 〔007〕 8行 目 「准見定所」抹

消、11行 目 「八 百 六

口」、12行 目 「口 口口」

(いずれも未収)。付箋

「出ノロ」「十 口〔三 ヵ〕」

(造東大寺司) 十三217 ZZ46r些 〈13>裏 2 一次、 〔006〕

(造東大寺司) 十三217 ZZ46「4〈13>裏 2 一 次 、 〔006〕 前欠

(造東大寺司→主船司) 十三217 ZZ46一4〈13>裏 2 一次、 〔006〕

摂津職→造東大寺司 四224～225 S4⑨ 〈14> 1 二次、 〔020〕 「摂 津 国 印」27あ り。

朱筆 「此面不用」。奥

の 異 筆 は 〔020〕の 端

裏書

造大仏殿廊使→造東大寺 十三218 ZZ2←7〈9> 1 裏に 「白緑三斤十五両

司 /十 三両太」の斜書あ

り。白緑包み紙に転用

(造東大寺司) 十三220、 四227～ ZK11(2)裏(1)裏 、 1

228、 十 三219、 四 ZZ38-8〈4>裏 ～

353～358 〈1>裏

(西南角領→造東大寺司) 十三220 ZK11(2)〈2>裏 1 裏に横向きに 「緑青十 前欠。奥 、余 白あ り

斤/定 十斤一両」あり

(未収)。緑青の裏紙を
、

使用。二次、造石山寺

写経所米売価銭用

帳(宝 字6.8.10〔9,5

～9.24部 分〕、五268～

270)

西南角領→造東大寺司 四227～228 ZK11(1)〈1>裏 1 二次、造石山寺写経所

米売価銭用帳(宝 字

6.8.10〔8,10～8.28部

分〕、五266～268)

造東大寺司 四228、 十三219 ZKI1(1)〈1>裏 、 1 二 次、ZK11(1)、 造 石 山

ZZ38-8〈4>裏 寺写経所米売価銭用帳

(宝 字6,8.10〔8.10～

8,28部 分 〕、五266～

268)。ZZ38-8〈4>、 造 石

山寺写経所食物用帳

(宝 字6,8,12〔9.2～9,8

部分 〕、 十五478～479)

(造東大寺司?) 四353～358 ZZ38-8〈3>裏 ～ 1 二次、造石山寺写経所

〈1>裏 食物 用帳(宝 字6,8.12

〔8.12～9,1部 分 〕、十 五

471～478)
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005 絵花盤所解案 勝宝9。2.24ヵ 作成 (絵花盤・絵大仏殿図

・絵大仏殿垂木枚金)

単功報告

006 造東大寺司定文 勝 宝9.3.9 作成 (大仏殿院歩廊) 緑青の計上

007 造東大寺司牒草案 勝 宝9.3.12 (～勝 宝9) 分付請求

007-1 造東大寺司牒 勝 宝9.3.12 作成 銭 ・米分付請求

007-2 造東大寺司牒 (勝宝9) 古綱分付請求

008 摂津職解 勝 宝9.3.16 作成 (大仏殿院歩廊) 瓦(進上・残)報 告

009 造大仏殿廊使大友村主

解

勝 宝9.3.17 作成 (大仏殿院歩廊) 白土運搬夫の進上報

告

010 画師等歴名井功銭帳 (勝宝9.4.7) (彩色) 画師等歴名、功銭帳

010-1 画師等歴名 (勝宝9) (彩色) 画師等歴名

010-2 西南角領解 勝宝9.4.7 作成 (彩色) 画師等の歴名申上

010-3 画師等歴名申上帳 勝 宝9.4.7 作成 (彩色) 画師等の歴名申上

010-4 大仏殿廟絵画師作物功

銭帳

宝字3(2?),3 (～ 宝 字3.3.20) (大仏殿廟彩色) 画師作物功銭帳
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写書所(→ 造東大寺司) 未収 、十三221 ZB9① 〈1>、ZZ42 2 一次、法華寺三綱牒(天 『正倉院年報 』10、1988
一5〈4>

平20,10.3、 三117～ 年参照

118>、 東 大 寺 牒(天 平

20.11.3、 十441)

写書所(→ 造東大寺司) 十三222～223 ZZ24-7〈2>裏 1 二次、 〔013〕 表に付箋あり

造東大寺司? 十三232 ZZ24-7〈2> 2 一 次 、 〔012〕 付箋 「廿七 ノ八」 「二」。

未修 目録573「 一枚」

造東大寺司写経所(→ 善 十三224 ZZ44-10〈17> 1カ 二次ヵ、奉写大乗論目 裏の奥に追筆 「此後可

福師所) 録(勝 宝5類 収、十二 切継」(半存)

545)

造東大寺司(主 典) 十三223～224、 四 ZZ42-1〈17>、S45 2 一次、優婆塞貢進解? 〈17>前後 、新補 白紙、冒

235～236 ⑤〈5>裏 (天 平20.9.21、 十380)、 頭二行分ほど余白あり。

伊吉寺三綱牒(天 平 付箋らしきものあり

19.11.7、 二713)

大安寺三綱→造東大寺司 十三224～225 ZZ16-2〈9> 1 未 修 目録824(32-8)

「一枚」

造東大寺司→岡本院 十三225 ZZ9-9〈2> 1 付箋 「芥ノニ」

造東大寺司写経所 十三226～227 ZZ24辺 〈全2> 2・1
一次
、写書所解案(勝 往来軸 「自九歳八月至

宝3.12.10、 十 二182)。 干」(表)「宝字二年上

〈1>表裏、 空。 日」(裏)。奥 に付 箋 「二

ノ 五」。未 修 目 録20

「(往来付)(壱巻)二枚」

奉写経所(→ 紫微中台) 四240 ZZ18-5〈4> 1 付箋 「廿五峡七巻」

(紫微中台)→造東大寺司 未収 S4⑨ 〈14>裏 2 一 次 、 〔008〕 端裏書 「自中台来書

奉写金剛寿命経 時」。

『書陵部紀要 』28、1977

年参照

奉写経所(→ 紫微中台) 四242 ZZ18-5〈5> 1 付箋 「十六峡九巻

三」

東市庄→造東大寺司(奉 四245 ZZ44-10〈39> 1 付箋 「口 〔1什ヵ〕ノ四」

写経所) 「計四」

衣枳広浪→道守 廿五209～210 Z48⑩ 〈10> 1 仮に勝宝9に 収める

葛井清成→造東大寺司 廿五202～203 ZZ46「4〈11> 1 奥に軸二具返上の異筆 付箋 「十一」「廿六ノ

あり。裏に封あり(未 五」。 未修 目録514「 一

収) 枚」。仮に勝宝9に 収

める

奉写経所力 廿五41～42 ZZ38-6〈6>裏 2カ
一 次
、 〔003-1-9〕 仮に勝宝9に 収める

二写」

二写」 「三」

大乗経/二 写」(天 地逆)、 〈20>「大宝積 経一帙 十巻 大乗経/二 写1。 いずれ も二次 利用(〔015-2〕)に 際 して扶 消
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011 写書所解案 勝 宝9.6.15 作成 心経 〔問写u〕 用度申請

012 写書所解案 (勝 宝9.6.15) 心経 〔問写u〕 用度申請

013 造東大寺司解案? (勝宝9) 労劇

014 画機貸出文 勝 宝9,6.18 作成 画機貸出記録

015 造東大寺司解案 勝 宝9.7.9 作成 心経 〔間写u〕 布施申請

016 大安寺三綱牒 勝宝9。7,20 作成 仁王会(仁王経ヵ) 経巻貸出

017 造東大寺司牒案 勝宝9.7.20 作成 仁王会(仁 王経) 経巻貸出申請

018 経師校生装漬上日帳 勝宝9.8 ～宝 字2.7 上日帳

019 奉写経所解案 宝 字 ユ.9.26 作成 金剛寿命陀羅尼経 ・

諸仏集会陀羅尼経

〔問写V〕

絵軸用度申請

020 紫微中台牒案 宝 字1.10,2 作成 金剛寿命陀羅尼経 ・

諸仏集会陀羅尼経

〔聞写V〕

軸充ての指示

021 写経所解案 宝 字1.10.14 作成 金剛寿命陀羅尼経 ・

諸仏集会陀羅尼経

〔問写V〕

行事報告

022 東市庄解 宝字ユ.10 作成 金剛寿命陀羅尼経 ・

諸仏集会陀羅尼経

〔間写V〕

筆墨の平章価報告

023 衣枳広浪啓 (某年).6.4 作成 古免毛筆 ・墨 ・薄紙

申請

024 葛井清成状 (某 年)。9.25 作成 (画・不画の経軸) 経軸用の丹 ・画師の

申請

025 経緒注文 未詳 経緒注文

*注 ユ<1>裏 「大集経念仏三昧分十巻大乗経 二写」、〈2>裏「密跡金剛力士経大乗経 二写」、<3>裏 「正法花経十巻大乗経

*注2〈1>裏 「根本毘奈耶一帙口」「三」、〈2>裏「根本毘奈耶四帙十巻小乗律/二写」「三」、〈3>裏「雑経五帙廿巻小乗経

*注3ぐ12>「大宝積 経三帙十巻 大乗経/二写」、ぐ14>「大宝積経七帙十巻 大乗経/二写」、ぐ19》「大宝積経十ー帙十巻
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